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「どうか、よろしくお願いします!!」

　大声で言って頭を下げる私を、その人はしばし無言で見つめていた。

　定時後の自動販売機前にいるのは、私とその人だけ。タータンチェックのスカート、グレーのベストにスカーフという制服姿のまま、私は背の高い彼を見上げた。

「えーと、新入社員の子だよね。確か……」

　その人、柏かしわ木ぎ 一はじめさんは、頭をかきながら言う。

　ワックスで流れをつけたスモーキーブラウンの髪が揺れる。イケメンと評判のお顔が、私の顔の三十センチくらい上にある。

「データ管理部新人の、三さん条じょうです。三条いろはです」

「あー、そうだ、そうだ。先週、デー管におじゃましたとき、挨あい拶さつしたね」

『デー管』というのは、私の部署、データ管理部の通称だ。

「覚えていただいていて嬉うれしいです！」

　私が鼻息荒く応対すればするほど、柏木さんの表情は曇る。

　……というか、あからさまに引いている。そのくらいはわかる。

「聞き間違い……って取っていい？」

　私はぶんぶんとかぶりを振った。そんなことを言われて、簡単には引き下がれない。こっちは結構な覚悟で、この相談を持ちかけたんだから。

　十五階フロア南側の自販機に、柏木さんの好きなコーヒーがあるって、事前に調べはついていた。そこで張り込むこと三十分。ひとりで現れた柏木さんを、ようやく捕まえることができたんだもん。

「柏木 一さん、お願いします」

　ひとつ深呼吸をして、改めて言い放つ。

「抱いてください」

　今世紀一番の真剣な表情で、はっきりくっきりと言葉にした。

　彼が頭の右側を押さえ、宙を仰ぐ。

「イヤイヤイヤイヤイヤイヤ……」

　なんだか、『イヤ』をいっぱい言われたけど……。

　傷つく間もなく、柏木さんが私に近づいてくる。今までのふたりの距離は縦に一畳分くらいだったけれど、ぐっと接近されて目の前に立たれると、彼の背の高さがより明確にわかった。

　自らなんの臆おく面めんもない要請をしておいて、彼から近づかれると心臓が跳ねだす。

　しかし、私の期待する類たぐいのことは起こらなかった。

　柏木さんの大きな手で、私の頭が柔らかく叩たたかれる。

　これは……女子憧あこがれの頭ポンポン。初体験!!　だけど、そうじゃなくて!!

「ちょうど会社に慣れ始めて、疲れが出る時期だもんな。思いつめずにやりなよ」

　彼は遠慮がちに言うと、私の横を通り過ぎ、自分のフロアに向かって去っていく。どうやら、仕事に疲れた新入社員の世よ迷まいごとと取られたみたい。

「わ……私、本気ですー！」

　一応、後ろ姿に向かって叫んでみるけれど、柏木さんは背中を向けたままひらひらと手を振っただけだった。

　おかしい。私のプランと違う。

　予定では、早速ふたりで手に手を取って、ホテル街へ消えるはずだったのに。

　今夜にもメイクラブのはずだったのに！

　三条いろは、二十三歳。

　人生最初で最後の冒険は、この日スタートした。
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　ランチタイムの社員食堂は、多くの社員でごった返していた。

　人波をかき分け、時折立ち止まって伸び上がり、友人を探す。手には、先ほど並んでゲットしたお昼の定食のお盆。

「いろは！　こっち！」

　腰を浮かせ、手を振ってくれるのは、同期の美み野の里りだ。嬉しくなって、小走りで彼女のいるテーブルに向かう。

「ほらぁ。走るから、お味み噌そ汁しるこぼれてるよ」

　美野里に言われ、でへへと笑いながら座った。

「今日もお互いＢ定食だね」

「カロリー控えめのＢ定食は、この会社の女子のマスト！」

　もっともらしく言う美野里は、カロリーを控える必要なんかないほど細い。先月彼氏と別れたばかりということもあって、自分磨きに余念がないのだ。

　ロングヘアをハーフアップにした彼女は上品な美形で、高い鼻も薄い唇も、絵画のように綺き麗れい。

「あとは、メタボのオジ様たちにも必須だね」

「もうちょっと味もよければ最高なんですけどー」

　私たちは手を合わせてから、味が薄くて病院食みたいなＢ定食に箸をつける。

　入社四ヵ月の私たちは、いわゆる〝新人〟というイキモノだ。

　美野里とは、この会社の第一次集団面接からの付き合いなので、かれこれ一年ちょっと友情を維持してきた。人見知りで周囲と馴な染じむのが苦手な私が、唯一会社で心を開ける大事な友人。

　その美野里が目をキラリと光らせた。

「で、昨日の首尾はいかに？」

　昨日……。

　私はがっくりとうなだれ、成果報告をする。

「ダメだった。『玉と砕ける』と書いて、玉砕です」

「えー!?　あの柏木 一が断ったの？」

　美野里が大きめの声で言うので、私は慌てて自分の唇の前に人差し指を立てた。『しーっ』というジェスチャーに、彼女が首をすくめる。

「ごめん、ごめん。ついエキサイトした」

「柏木さん、ファン多いんでしょ？　滅多なこと言って、目ぇつけられたくないよ」

「ファンっていうか、関係のある女子が多いんだよ！」

　美野里があきれたように眉をひそめてから、今度は小声で話す。

「で、断られた理由は？」

「なんか、本気にしてもらえなかったみたいで……。あと、だいぶ引かれてたっぽい」

「女子なら誰でもウエルカムの柏木 一がぁ？　いろは、人違いしてない？」

「なにを言いますか、柏木さん百パーセントでしたよ。どんだけ私の目が悪いと思ってるのよ。間違えないって」

　私は昨日の柏木さんの姿を思い浮かべる。間近で見ると、なおカッコよかった……じゃなくて、一世一代の告白をさらーりと流された切ない記憶だ。

「柏木さんが逃げるなんて、やっぱりいろはの抱える事情のせいかな。ちょっとドライに頼みすぎたとか、ない？」

　美野里が原因究明に考えるふうな表情になる。

　ドライにって……どんな感じだろう。はすっぱに『寝てあげてもよくってよ』みたいな？

　うーん、わかんない。

「でも、柏木さんにはまだ事情を話してないよ。話す前に流されちゃったの」

　私の回答に、美野里が変な顔をして固まった。箸をカチャッと置くと、私にぐぐっと顔を近づける。

「念のため聞くけど、いろははなんてお願いしたの？　大事な事情も話さずに」

「え……？　『抱いてください』って……言ったんだけど」

　私と美野里の間に流れる沈黙。

　次の瞬間、彼女が怒った。

「アホかーっ!!　初対面に近い新人に、いきなりそんなどストレートなお願いされたら、ドン引くに決まってるだろぉがー!!」

「ええ!?　じゃあ、どう言えばよかったの!?」

「まずはあんたの事情説明でしょう!?　やんごとなき事情で、頼れるのはあなただけです、って体ていで……あああっ！　いろはが想像以上にバカすぎる!!　脳にちり紙でも詰まっとんのかっ!!」

　失礼なことを言いまくる美野里に、必死に反論する私。

「でも、でも！　『〝報・連・相〟は余計な言葉を省いて端的に』って、新人研修で総務部長が言ってたよね？　それを実践したつもりだったんだけど」

「そういうこと覚えるより、空気を読まんかい！」

「空気!?　え？　読めてなかった!?」

「びた一文読めてないわ!!」

　応酬をし合いながら、はっと気づく。

　周囲のテーブルの先輩社員の皆様が、うるさい新人ふたりをじっと見ている。

『なに、こいつら』的視線に縮こまる私たち。声をひそめ直し、美野里が言った。

「で、どうすんの？　計画は諦める？　それとも、他のメンズに当たってみる？　後腐れなさそうで、優しそうなメンズ。総務の草くさ野のさんとかどう？」

「えーと……どうしよう」

　彼女が顔をしかめて、お説教っぽく続ける。

「もう、これでやめてもいいと思う」

　真ま面じ目めな美野里の声に、思わず押し黙る。

「私の目から見たら、いろはは可か愛わいいよ。ちっちゃくて、髪もお肌もふんわり柔らかそうで、目がでっかくて。胸はつるんのぺたんだけど、ちょっとしたスイーツ女子だよ？　正直に言えば私だって、こんな寂しい計画に加担するの嫌なんだから」

　彼女の友情に満ちたお褒めの言葉を、ありがたいと感じる。だけど私も引きたくないので、あえて力強く宣言した。

「ありがとう。でも、やっぱり最後くらいは自分の意地を通したい。計画は実行する」

「いろはぁ」

「相手は……やっぱり柏木さんがいいんだけど……なぁ」

　中断していたＢ定食に取りかかりながら、ふうっとため息をついた。




〝紫し藤とう山ざん商事株式会社〟。国内で五本の指に入る総合商社であるこの会社が、私が春から勤めているオフィスだ。

　母の勧めで受けた会社は全滅だった。数ある有名企業の中でも、母が選び抜いたのは全部で八社。エントリーシートや一次の筆記試験は通ったんだけど、そのあとの面接ですべて落とされてしまったのだ。母の指示というだけで、確たる志望動機もなく、企業の求めるバイタリティもない私だもん。当たり前の結果だ。どこも大学名だけで採ってくれるようなヤワな会社じゃなかったもんなぁ。

　唯一、奇跡的に拾ってもらえた会社がここ。たぶん、内定辞退とかが出て繰り上げ内定だったんだと思う。そんな気がする。

　それでも、いただいた内定はありがたく頂戴し、データ管理部という少人数の職場で勤務を始めて四ヵ月が経っていた。

「三条さーん、ちょっとこっち来てくれるー？」

　翌日の午前中、私を呼ぶのは派遣の吉よし永ながさん。四十代後半のワーキングママだ。

　彼女は、今にも倒れそうな資料のタワーを必死に支えていた。私は駆けていって横からそれを支えるけれど、身長百五十センチ前後のふたりがその積み上がったタワーを守ること自体、ミッションインポッシブル。案の定、私たちの手からこぼれた資料は、ばさばさばさーっと床に崩れた。

　上のほうの何枚かは、デスクスペースの床にまで滑っていく。各自のデスクの横付近にあるミーティングテーブルで打ち合わせをしていた、データ管理部の他三名の男性社員がこちらを振り向いた。足元に滑ってきた書類を拾い上げ、山やま梨なし部長が慌てた声で言う。

「うわわ、呼んでくれよ。吉永さん、三条さん」

　部長を始めとした三人のオジ様社員が、資料に埋もれる私たちを救出に来てくれた。

「やっぱり、紙媒体で残しておくっつうこの古風なやり方、どうにかしてほしいですよ！」

　潰された吉永さんが、毎度の文句を言う。

「しょうがないよ。社内規定だからね」

　山梨部長が苦笑いして答えた。

　私の部署であるデータ管理部は、この巨大な会社の過去十年の営業資料から内部監査資料まで、すべてを統括するところだ。

　こう言うとたいそうな感じだけど、要は使わなくなった資料の山に埋もれて、細々と五人の社員が仕事をしているだけ。

　他部署から頼まれたデータを引き出して渡したり、他のデータと照合しながら新たな資料を作ったり。仕事としてやり甲が斐いはあるけれど、いかんせん地味な職場だ。

　フロアの三分の二は資料の書架となっていて、使い終わった資料が毎日のように各部署から届く。現在の私のメイン業務は、ここの整理だったりもする。そして、小さい私と吉永さんがこの資料の山に潰されるのも、もはや日常。

「国際的なマネジメントシステムの規定だって、せいぜい書類は五年保存でいいのに！　うちは十年って」

　ベテラン派遣の吉永さんは、他の会社での業務も経験している分、資料にぺしゃんこにされる日々に憤いきどおっている。私はお勤め自体初なので、こんなものなのかなぁと思いながら勤務しているけど。

「まあまあ。あ、お昼なんだけど、〝松まつしげ〟からうどん取るんだ。吉永さんと三条さんはどうする？」

　オジ様社員のおひとりである宇う都つの宮みやさんが聞いてくる。

　ちょうどいいかも。今日、美野里は外出だって言ってたし、買いに行くのも面倒だなあと思ってたんだよね。近所にある松しげのうどんって、おいしくて評判なんだ。

「私も頼みます」

「あら。三条さんが頼むなら私も」

　吉永さんも乗ってくる。普段は高校生のお子さんと同じ内容のお弁当である彼女。そういえば、部活の夏合宿中でしばらくお弁当なしだなんて言っていたっけ。

「じゃあ、みんなでミーティングテーブルで食べようじゃありませんか」

　一番年上、定年まであと二年の志し辺べさんが言い、部署の五人揃そろって仲よくランチが決定した。

　みんな私よりずっと年上だし、なんだか窓際感の漂う職場であることは否めないけれど、私はこの部署が好き。のんびりしていて、和わ気き藹あい々あいとしていて、不意にやってくる大きな仕事の手伝いをみんなでこなして……。冷たい印象を持つ大企業の片隅にある、私の大事な居場所。

　今の日々がずっと続けばいいと思う。




　仲よくうどんを食べ、私は玄関ホールまで、洗った器を下げに向かう。

　五人分の器と重ねたお盆三枚をまとめて持ち、よっちらよっちら、データ管理部と同じ一階の受付へ。社内で取った出前は、器を受付まで返しに行くのがルールなのだ。

　我が社の受付には受付嬢だけで五人。いつだって忙しそうに、各部署に来客を伝え続けている。

「あ……の、これ、お願いします」

　交代でお昼なのか、今受付にいるのはふたりのお姉様社員。

　お姉様たちは、いつもとっても綺麗。社員は外見では選んでいないはずだけれど、このポジションに関しては絶対ビジュアル重視だと思う。

「部署は？」

　手前の縦巻きロールのお姉様に硬質な声で聞かれ、かすれそうな小声で答える。

「データ管理部です」

「はいはい、デー管ね。この器は松しげ、と」

　お姉様は慣れた様子で器を受け取るけれど、小心者の私はなんだか、その態度ひとつ取っても怒らせているんじゃないかと不安になる。

　よし、渡したらさっさと引き上げだ。

「よろしくお願いします」と退散しようとしたときだ。

「あ、柏木くん。おかえりなさぁい」

　受付のお姉様の声が、がらりと変わった。

　私に対するものと全然違う可愛い声が示す相手……そこには柏木 一さんがいた。

「あ」

「あ」

　私たちはお互い顔を見合わせ、小さく呟つぶやいた。

　わずかな再会をチャンスだと思うより早く、柏木さんがつま先をエレベーターホールに向ける。私の横を通り抜け、さっさと歩いていってしまうではないか。

　受付の前で騒ぐわけにはいかない。私は無言で彼の背を追いかけた。脚の長さが違いすぎて、小走りになってしまう。

「待ってください！　柏木さん！」

　受付から離れるなり、早足でエレベーターホールに向かう柏木さんを呼ぶ。

「もう昼休み終わるだろ？　ほら、三条さんもデー管に戻りな」

　彼は一瞬振り向いて言ったけれど、即座に進行方向に顔を戻してしまう。

　すぐそこの角を曲がれば、エレベーターホール。きっとお昼を外で済ませた社員でいっぱいだ。今だって、近くを数人が通り過ぎていく。

「柏木さん、おとといは失礼しました。もう一度、きちんとお話を聞いていただきたく思っています！」

「いや、俺じゃ力になれないんじゃないかな」

　柏木さんは早口で答える。

　よっぽど引かれているらしい。すんごい逃げ腰だもん。

　ええい、ままよ！

　私はダッシュして柏木さんを追い越す。彼の前に回り込み、通せんぼをするように両腕を広げた。

　目立つ格好なのですぐにでもやめたい。だけど、こんな絶好のチャンスで逃げられるわけにはいかない。

「お願いします！　事情があるので、説明させてください」

　私の必死の形相と、『事情』という言葉に、柏木さんが表情を変えた。不審者を見るような目つきは変わっていないけれど、少しだけ聞く耳を持ってくれた雰囲気を感じる。

　いや、もしかすると、この面倒な新入社員を追っぱらうには、話を聞いて断るほうが早いと思ったのかもしれない。

「わかったから」

「お話、聞いていただけますでしょうか!!」

「……あとで社内メールで連絡する」

　柏木さんは私の頭を一回ポンと叩くと、脇をすり抜けていった。

　一階に職場のある私は、彼のいなくなった空間を見つめ、まずは取りつけた約束にほっとしたのだった。




　定時から十五分後の十八時。前回柏木さんを捕まえた自販機前で待つ。彼からの指定の場所がここだったのだ。

　確かに、十五階の南側にある自販機前は人が少ない。会議室がずらりと並んでいるせいだろう。幸い今はどこの会議室も使われていないし、絶好の逢あい引びきチャンス！

「柏木さん！　ありがとうございます！」

　姿を見せた柏木さんに、早速頭を下げた。おそらくまだ仕事が残っているだろう彼は、私に向かって片手を上げてみせる。

「お待たせ。……コーヒーでも飲む？」

「私が買います！　お呼び立てしたのは私ですから！」

「いーの、いーの。カフェオレ？　ミルクティー？」

　柏木さんは私を制し、自販機に小銭をチャリチャリと入れる。そのちょっと気だるげな雰囲気が、とってもいい男だと思う。

　カッコいい……。

　彼に手渡されたカフェオレを、ぎゅっと手に包む。

「ありがとうございます」

　柏木さんは自分のブラックコーヒーを開けながら、私をちらんと見下ろした。

「開けたら？　ぬるくなっちゃうよ」

「あ！　そうですね、いただきます！」

　柏木 一さん。

　たぶん社内で一番のイケメン。

　でも、美野里いわく『せいぜい社内で十本の指に入るってとこじゃない？』とのことなので、私がことさら贔ひい屓き目めに柏木さんを見ているんだと思う。

　二十七歳、営業企画部勤務。

　スモーキーブラウンの髪、高い鼻び梁りょう、アーモンド型のはっきりした二ふた重えの目。唇の少し右下に小さなホクロがあるんだけど、それが絶妙にセクシー。身長は百四十八センチの私と比べて、ざっと三十センチは上だ。

　手足が長くて、顔がちっちゃくて。この仕事をしていなかったら、芸能関係の職に就けたんじゃないでしょーか。

「で、話を聞くって約束だけど」

　私がぽわんぽわんと柏木さんを眺めているもので、先を促したのは彼のほうだった。

　危ない、危ない。がっつりうっとりしていました。

「はい！　抱いていただきたいという事情ですね！　お話しさせてください！」

「しーっ！　人ひと気けは少ないけど、誰が聞いてるかわかんないぞ」

　私は慌てて口を押さえた。

　すみません！　こういう迂う闊かつなところが、前回も柏木さんをドン引きさせてしまったんでした！

　彼を見上げ、改めて口を開く。

「私、来月、お見合いをするんです」

「へー」

　柏木さんが気のなさそうな相あい槌づちを打ってから、思い直したようにこちらを見下ろす。

「早いね。入社四ヵ月で、もう結婚の話が出てるんだ」

「母の意向なんです。なるべく早く結婚するようにって」

「母のぉ？」

　彼の表情が怪け訝げんなものになる。

　そりゃ、そうだ。成人して、大学を出て、立派に社会人になった女が、『母の意向で』なんて言いだすのはおかしい。自分でもわかっている。

「母は、女手ひとつで私を育ててくれました。大学も、就職先も、母が望むままに決めてきました。それが私にできる親孝行でしたから。その最後が私の結婚なんです」

「悪いけど、過干渉なんじゃないの？　お母さん」

　柏木さんの声はあきれている。

　私は恥ずかしくも情けないひとり娘の事情を、つまびらかにしなければならない。

「私もそう思います。でも、母が私の幸せを願って最善の道を用意してくれているのもわかるんです。私はなるべく、母の望みを叶かなえてあげたい。だから、お見合いも結婚も嫌ではないんです」

「ははぁ。まぁ、人んちの事情に口出しするのは、なしだよな」

　彼は嘆息する。多少、興味を持ってくれたのだろうか。

「そこで、最初のご相談に戻るんですけど、柏木さんに、私の相手になっていただきたく……」

「イヤイヤイヤ。今、だいぶ話飛んだから。意味わかんないから」

　柏木さんに突っ込まれ、またしても説明が抜けていたことに気づいた。

　おずおずと、一番言いづらい事情を口にする。

「このまま結婚するのに、異存はないんです。でも私、今まで恋愛経験ゼロで。母に男性とのお付き合いを禁止されていたのもあるんですが……まあ、有り体に言えば、ブスで、脚が短くて、モテないといいますか」

「モテない？　三条さん、可愛いよ」

　さらりと、なんでもないことのように柏木さんは言った。思わぬ返しに、私は瞬時に耳まで熱を覚える。

　ほ、褒められた！　柏木さんに『可愛い』って言われた！　ああ、今の言葉だけでも、録音しとけばよかった！

「ごめんごめん、話の腰を折ったな。はい、先を続けて」

　またしても思考停止でぽわんぽわんしてしまう私を、彼が促す。

「えー、つまりはですね。最後にひとつだけ、母に反抗したいといいますか、自分の我を通したいといいますか……」

「はいはい」

「初体験だけは……自分が選んだ人と経験したいと……」

　柏木さんが黙った。私も赤面したまま、うつむく。

　私の秘めたる野望。

　今まで全部母の言うとおりに従ってきた。結婚だって従う。

　だけど、一生に一度の初体験だけは……好きな人としたい！

　もちろん、そんな急に好きな人はできないし、この野望に加担してくれそうな人も限られてくる。

「そこで、選んだのが俺？」

　柏木さんが自分を指差す。私はこっくりと頷うなずいた。

「失礼ですが、柏木さんの社内での噂うわさを知ってます」

　本人の前では口にするのがはばかられるので、言葉をぼかして、遠慮がちに言う。

「あー、はいはい。『来る者拒まず。泣かせた女は数知れず。最低のタラシ野郎』ってやつでしょ？」

　彼が自じ嘲ちょう的というか、半ば諦めたような笑顔で答えた。

「いいよ。事実だし」

「あの……なので、ちょうどいいかと思いまして」

「……ああ、後腐れなく処女をもらってくれるって意味で？」

「はい……！」

　柏木さんは、ははっと低く笑い、私を見下ろした。

　苦節二日、ようやく私の意図が柏木さんに伝わった。

　よっし！　これであとはメイクラブあるのみ！

　こんなこともあろうかと、通勤バッグの中には可愛いベビーピンクのブラとショーツを常に完備！　セクシーな香りの香水だって入れてある。

　どんとこい、初体験！

「悪いけど、お断りするわ」

　私の張りきりと真逆のテンションで、彼が答えた。

「え？　お断り……ですか？」

　今、言いましたよね？　来る者拒まずは事実だって。

　私のこと、お世辞かもしれないけど、『可愛い』って言ってくれましたよね？

　なのに……なんでダメなの？

「確かに俺、女の子は誰でも好きだけど、そういう事情はちょっと重い。大事な処女なら、やっぱりきちんと好きな男にあげるほうがいいよ」

「あの……それはそうなんですが、お見合いはもう来月末で」

「恋する時間がないから、後腐れなさそうで、顔がちょっと好みの俺を選んだ、ってとこでしょ？　テーマ重いのに、判断軽すぎ」

　怒っている口調ではなかった。でも、淡々と言われる正論に、私はどんどん縮こまっていく。

「他を当たって。あ、念のため言うけど、社内の男はやめといたほうがいいぞー。すぐに変な噂たてられるから。俺は今回のことは黙っとくけど。……勉強になったね」

　あきれ顔で微ほほ笑えまれ、返す言葉がない。

「じゃ、お疲れさま」

　柏木さんは片手を上げると、あっという間に踵きびすを返してしまった。

　遠くなるその背中を見つめ、私はぬるくなったカフェオレと同じくらいに所在ない気持ちだった。

　どうしよう……。

　計画、しょっぱなから大破は綻たん……。




　柏木さんに振られた……。

　正確には振られたんじゃない。私の計画の共犯者になるのを断られただけ。

　美野里にはその日中にメッセージアプリで報告したけれど、善後策の協議ではなく、【もうやめときな】と忠告の返信を受けた。

　彼女は柏木さんと同じ営業企画部に所属しているので、彼の動向をちょこちょこ教えてもらっていたんだけど、その美野里は元から私の『処女あげます』計画に反対だった。相手がタラシと名高い柏木さんなのも反対。

　無理を言って協力してもらってきたけれど、柏木さん本人から断られた今、美野里にはこれ以上は協力要請できないだろう。

　柏木さんは言っていた。『社内の男はやめといたほうがいい』って。

　じゃあ、外部でどうやってそんな男性と出会えばいいんだろう。

　バーとかクラブで出会うって、ドラマや小説ではあるけど、そんなことって本当に可能？　しかも、私の条件に適かなう人に出会える確率は？

　待って。まず私が売り手市場なわけじゃない。私が選べるとは限らない。

　例えば、『この人だっ！』みたいな男性を見つけ、アプローチしたとしても、『好みじゃないです』って拒否されることはおおいにあり得る。柏木さんのように『重い』って言われることだってあるだろう。

　は～、どうしよう。

　自室のベッドでゴロゴロと転がる。

　見まわすと、この部屋はどこまでも母の趣味だ。花モチーフ。レース。落ち着いたベージュのインテリア。毎週買いに行かされる生花。アンティークのテディベア。少女漫画みたい。

　母の趣味というのも語弊がある。母が考えるところの〝良家のお嬢さん〟の部屋は、こんな感じなのだろう。

　結婚すれば、この世界からは抜け出せる。

　だけど、今度は〝夫〟と呼ばれる知らない男性と世界を共有しなければならない。所しょ詮せん私の自由はないのだ。

　今、このひとときが、最後に自由を味わうチャンス。

　まるで反抗期みたい。母に迷惑をかけまいと、私には思春期も反抗期もなかった。

　だから、これが最初で最後の反抗。

　私は、母に対して悪い子になりたい。

　そうだ。後腐れないという視点で考えて、プロにお願いするのはどうだろう？　例えば、レンタル恋人サービスなんていうのは？

　この前、ネットニュースで見たんだよね。優しくてイケメンな仮の恋人とハッピーな時間を過ごすのが、若い女性の間で流は行やってるって。ピュアなデートだけのところもあれば、支払い次第ではその先もＯＫなところもあるらしい。

　……ええと、ちょっと落ち着こう。

　考えてみたものの、そんなところを利用するのって、ありなのかな。

　一応……大事な思い出になるわけだし、お金を払ってサービスを受けるのは、思い出として成立するの？　母に反抗したいって気持ちだけが先走って、本末転倒にならない？

　美野里に相談してみようかな。

　いや……これ以上新しい提案をしても、渋い顔をされるだけだろう。絶対、賛成はされない。

　こんなときに柏木さんの言葉がまた浮かぶ。

『社内の男はやめといたほうがいいぞー』

　なんだか、今さらだけど、彼との会話がショックだったことを思い出す。憧れの人だっただけに、ばっさりと切り捨てられたのが痛い。

『テーマ重いのに、判断軽すぎ』

　ええ、すみません。そのとおりだとは思います。

　でもね、正直に話して協力を要請したところで、あのにべもない拒絶は結構傷ついたんですよ。

　いいです、もう柏木さんには頼りません。美野里にも頼りません。自分の力でどうにかします。

　よし！　やっぱり、レンタル恋人サービスに連絡してみよう。

　ちょっとヤケになっているっていえば、そうかもしれない。だけど、どっちみち一ヵ月半で好きな人を作ってバージンをプレゼントなんて難しい。その人にだって迷惑だ。

　それなら本職の人にお願いすれば、曲がりなりにもデートは経験できるし、優しい初体験ができるかも。

　我ながらいい案！

　私はスマホを手に取った。早速、レンタル恋人サービスについて検索するためだ。




　そこから三日間、レンタル恋人サービスのことを調べまくった。

　といっても、主にスマホを駆使して検索かけまくり、クチコミや体験談読みまくり、実際に電話をかけてどんな感じかリサーチしまくり……といった、座ってできる系の調査なので、たいした労力ではなかったけれど。

　話はトントン拍子に進むもので、翌週にはそのうち一件の体験デートに申し込み。入会は体験デート後に決められるらしい。なんと良心的！

　そしてこの運営会社、表向きはピュアなデートのみのご提供と謳うたいつつ、実際はそこから先も相談できるみたい。もちろん、ネット情報なので不確かではあるけれど、希望はあると思っていいんじゃないかな。

　うん、いい感じだぞ。まずは体験デートとやらをズバッとこなしてやるんだから。目標に一歩前進だ。




　さらに二日後の水曜日、定時後。

　体験デートに挑むため、肩をいからせて最も寄よりである新しん宿じゅく駅まで歩いた。東口の駅前で、そのお試しの恋人と待ち合わせなのだ。

　大丈夫。写真は見てきた。

〝レオくん〟。可愛い系イケメンの二十五歳。趣味は愛犬と散歩って書いてあった。

　名前はまったく好みじゃない。軽そうで、チャラそうで、ホスト並みに派手な当て字のキラキラネームのイメージ。

　だけど、動物が好きな人に悪い人がいるはずない。

　私も『うわっ。この女、ダサッ』と思われないよう、がっつり新品の服でデートに臨む。ふんわり花柄スカートに、襟ぐりにビジューのついたカットソー。カーディガンなんか肩にかけちゃったりして。

　肩までの髪は、さっき会社のトイレでアップスタイルにしてきた。あとは、五センチヒールで身長を高くして……。

　これでどうだ！　割と頑張ったんだから！

　駅前の人混みの中、目当ての人を探しているとスマホが鳴る。

『もしもーし、いろはさんですかぁ？　もう着きました？』

　慣れた感じの声が私の名を呼び、心臓が跳ねた。

　男性が私の名前を呼んでいる。かつてこんなことがあっただろうか……いや、ない。

「あ……はあ……あの」

　どもりまくって言葉にならないでいると、電話を通さない声が後ろから降ってきた。

「見ーつけた。三条いろはさんでしょ？」

　背後からぐるんと覗のぞき込んできた人は、私が探していたレオくんだ！

「うわっ、めっちゃ可愛い！　俺、ラッキーだわ！」

　陽気に私を褒めてくれるレオくんは、写真のまんまだった。

　いや、写真よりずーっとカッコいいかも。金に近い茶髪は傷んでいなくてさらさら。

　だけど……彼の顔を見た瞬間から、私の心臓は嫌な音をたてて鳴りだしていた。心臓に警報機でも備えていたかってくらい、鼓動が耳みみ障ざわりに響く。

「レオです。って、もう知ってるかぁ。今日はよろしくお願いします！」

　レオくんが笑い、私の手をいきなり取った。そして、指と指を絡ませたカップル繋つなぎに変える。

　私は口をぱかっと開け、声にならない悲鳴を上げた。

　男性に手を触られるなんて！

　しかも、指と指がいやらしく密着しとりますがな!!

　落ち着いて、私。デートをお願いしたのは私なんだから。こんなので被害者意識を覚えていたら、この先になんて進めないんだからね！

「どこ行きたい？　希望がなければ、俺に任せてもらっていい？」

「あ……あと……ええと」

　おかしい。言葉が出ない。喉のどの奥で引っかかっている。

　自分でも驚いた。私、これほどまでに男性に免疫がなかったんだ。

　今、感じるのはトキメキなんてもんじゃない。これからどうなってしまうかわからない恐怖。

「まずは、ごはんにしよっかぁ」

「や……あの」

　そのとき、私の視界にある人物が映った。

　新宿駅から階段をのぼって出てくる人は、間違いなく柏木さんだ。どこかで打ち合わせでもした帰りだろうか。

　なんという偶然か、柏木さんも人混みの中、私を見つけた様子。茶髪の若いメンズと手を繋ぐ私を。

　藁わらにもすがる思いで彼を見つめた。自分で段取りしておいてバカ極まりないけれど、全身全霊で『助けて！』と発していた気がする。

「さ。いろはさん、行こ」

　レオくんが手を引っ張る。私は引きずられるように歩きだす。

　柏木さんの姿は雑踏の向こう。もう見えない。

　ああ。本当にバカだ、私。

　なに、助けを求めているのよ。柏木さんには関係ない。

　彼はきっと思ったに違いない。『あの女、社外で男捕まえたじゃん。やっぱ関わらなくてよかった～』って。

　とにかく目先のことを考えなくちゃ。デートは無理。一刻も早く終わりにしよう。

　よくわかった。私には、知らない男性とデートなんか無理なんだ。怖くて、緊張しちゃって、どうにもなんないもん。

『体調悪くなった』って言えばいいかな。

　っていうか、言うタイミング、どうしよう。さっきから私、この人とまともに喋しゃべれていない。

「三条!!」

　大きな声に振り返る。

　そこには私の手首を掴つかむ柏木さんがいた。

　嘘うそ、どうして？

　私が驚きを口にする間もなく、彼が怒鳴った。

「三条！　河こう南なん建設の件、どうなってんだぁ!!」

「へ!?」

　突然の意味不明の剣幕に、あっけに取られる私。

　柏木さんが私を引っ張り、レオくんから引き剥はがす。

「おまえが作った資料のせいで、打ち合わせは大混乱だったぞ!!　部長が死ぬほど怒ってるから会社に戻れ!!」

　資料？　河南建設？　なんのこと？

　私、なにかしたっけ？

　とにかく、柏木さんの怒った顔がすんごい怖い。目は吊つり上がり、眉間には深い皺しわ。普段は色っぽい唇がへの字に曲がっている。イケメンは怒ってもイケメンだけど、迫力レベルがぐーっと上がる。

　でも、柏木さんに引き寄せられるのはすごくドキドキする！　彼の胸が顔の間近にあるんだもん！

　なにこれ、いい匂いがするよ！　柑かん橘きつ系？　ああ、爽やかで男らしい！　クンクンしそうになっちゃうよ！

「えー、三条の彼氏ですか？　すみませんけど、デートはまた今度にしてくださいね。会社の一大事なんで」

　柏木さんはレオくんに手短に言うと、私を引っ立てるように歩きだした。実際に会社のある西新宿の方向へ。

　レオくんは「はぁ」と吐息交じりに答え、驚いた顔で私たちを見送っていた。




「柏木さん！　私、なにをしましたでしょうか!?」

　山やま手のて線のガード下まで歩き、すでにレオくんの姿が見えなくなったあたりで、私は柏木さんに問うた。

「資料って!?　私、どんな一大事を引き起こしちゃったんでしょうか!?」

「あのね！　バカなのか？　三条さんは」

　彼が眉をひそめた顔で振り向く。足は止めない。

「ナンパかなにか？　引きずられていくデートなんかないだろ？　あんな困った顔してこっち見られたら、俺も放っておけなかったの！」

「え？　……ってことは」

「嘘だよ、嘘。三条さんを連れ出す口実。……って、作戦をわかってないくらいだけど、俺はきみを助けてよかったのか？　合意の上のデートなら、今すぐあの派手な彼氏んとこ戻ってもいいけど」

　柏木さんは……私の『助けて』をキャッチしてくれたんだ。そして、本当に助けに来てくれたんだ。

「助けていただき、ありがとうございます。すべては私が悪いんですが……」

　柏木さんにお礼を言うと、今まで張りつめていたものがプツンと切れた。

　力が抜ける。歩みが覚おぼ束つかなくなった私を、彼が引き寄せた。

「大丈夫か？　三条さん」

「はい……なんだか緊張の糸が切れたみたいで」

　今にもへたり込みそうな私の肩を、柏木さんが抱いてくれる。大きな手の感触にほっとした。

「うーん。とりあえずメシでも食いに行こっか」

　柏木さんは、厄介な荷物を拾ったという気分だろう。仕方なさそうにため息をついているもん。

　ガード下から五分ほど歩き、落ち着いたのは中華居酒屋。屋台風の店で、私や美野里ならまず選ばないところだ。麻マー婆ボー豆腐丼がおいしいと書いてあり、テーブルにはサラリーマンがすでにひしめいている。うちの社員らしき人はいない。柏木さんファンの女子社員にも、会う心配はなさそうだけど……。

　私たちは隅のテーブル席に着いた。ビニールのテーブルマットもメニューも、油でてかてかと光っている。

　タバコとゴマ油の匂いが立ち込める店内で、私は柏木さんに事情説明をした。

　レンタル恋人サービスのこと。

　いざデートとなったら、緊張で固まってしまったこと。

　自分がここまで男性に免疫がなかったとは、知らなかったこと。

　本日は営業終了とばかりに生ビールのジョッキを傾けていた柏木さんは、私の話を聞き終えるとひとこと。

「三条さんって、本当に頭弱いんだね」

　それはもう、軽けい蔑べつした眼まな差ざしで、私を見下ろした。

「うぐぅ……」

　痛恨の一撃。いろはに五百のダメージ。

「自分で金払って頼んだ男と、ピュアなデートすらできないってどういうこと？　しかも会うまでそれに気づかなかったって。その借りてきた彼氏にすら失礼だわ。相手の仕事をバカにしてる」

　ぐうの音も出ません……。もう、自分でも情けなく思っています。

「『男子が怖くてぇ』って言い張る女もいるけど、大抵ポーズなんだよね。男慣れしてないアピール？　お嬢さん育ちアピール？　……三条さんは、そーいう下心ありの女よりタチ悪いよ。本物のバカなんだから」

「本当に柏木さんのおっしゃるとおりで、私、バカなんだと思います。自分のこともわからず、男性に抱いてほしいだなんて。身のほど知らずでした」

「なんで……俺だけは大丈夫だったんだろうね」

　柏木さんがぽつんと言った。私はウーロン茶のグラスを弄もてあそんでいた手を膝ひざに置く。

　そういえばさっき、柏木さんに手を掴まれて歩いたときは普通に会話ができた。肩を抱かれても、恐怖感より安あん堵ど感が勝った。私は柏木さんなら怖くないんだ。

「顔が好みだからかな」

　彼が答えを見つけたように呟く。私は、うんうんと頷いた。

「そうかもしれませんね！」

　私の返答に、柏木さんがあからさまに顔をしかめる。

「三条さんね、そういうところが浅はかなんじゃない？　嘘でも人間性を褒めるべきでしょうが。助けてくれた優しさで怖く感じなかった、とかさ」

　またしてもそのとおりだ。これじゃ、『顔にしか興味ありません』って言っているようなもの。

　私が喋るたび、底の浅さが露呈する。

「俺、女に〝天然〟はいないと思ってる。計算か本物のバカ、のどっちか。三条さんは真性のバカだね」

　うう。攻撃の手が緩まない。

「目に浮かぶよ。バカだけど顔は可愛いから、すぐ悪い男に騙だまされて、処女食われて、金貢がされて、病気うつされて、捨てられちゃう姿が。かわいそうに」

　冷たく憐あわれむような視線と、心底あきれた、嘲あざけるような口調。

　差し向かいで柏木さんと話しているわけだけど、『バカ』の連呼にだんだんつらくなってきた。

　確かにバカですよ、私。それは知ってますよ。

　でも、この切れ味抜群の攻撃が痛い。こう、なんというか、オブラートに包む気ゼロといいますか。いろはの心は完全に折れております。息絶える寸前です。

　少しでも空気を緩和したくて、ウーロン茶をぐっとひと口。

　ふう。柏木さんって、遠くで見ていた印象と実際は違うんだなぁ。女の子は来る者拒まずっていうから、もっと優しい紳士的な人だと思っていた。勝手にイメージ付けして憧れていただけなのかな。

　私のイメージした王子様じゃない柏木さん。

　こんなに怒られているし、早いところ解散するほうがお互いのためかもしれない。今日のことは後日改めて、菓子折でも持ってお礼ということで。

　はぁ。でも結局、私の計画は頓とん挫ざだ。どうしよう。

「先に言っておくけど、同情だから」

　柏木さんの言葉の意味がわからない。

　あれ。私、また考えるのに夢中で話を聞き逃していた。本当に、こういうところがダメなやつだよ。とほほだよ。

　慌てて話の流れを類推する私に、彼が言った。

「俺でよければもらってあげるよ、処女」

　ぶっきらぼうな口調は、親切心とは無縁に聞こえる。

「……え!?」

　自分で頼んでおいて信じられず、聞き返してしまう私に、柏木さんはため息交じりに答えた。

「少なくとも、俺に触られるのは大丈夫なんでしょ？　なら、俺が男の免疫をつけてあげる。そうしないとかわいそうだからね、見合いで出会うきみの未来の旦那が」

　思いっきり見下した感じだけど、柏木さんは確かにＯＫを出した。

　本当にいいの？

　バカバカ言っちゃえる女子と関係を持つの、嫌じゃないの？

　は！　でも、そんな確認をして覚悟が鈍られると困る！

　私は両手をテーブルにつき、身を乗り出す。

「ありがとうございます！　私、バッグの中に下着も避妊具も準備済みです！　近くのホテルもリサーチ済みで……」

「イヤイヤ、待て待て。落ち着きなさい」

　勢いよくせっつく私を、「どうどう」といなす柏木さん。

「条件を提示させてくれ。きみのお見合いは、正確にはいつ？」

「八月の最終日曜日です」

「ちょうど一ヵ月半あるね。じゃあ、それまで時間をかけて関係を進展させよう」

「はぁ。その心は？」

　真顔の彼は、噛かんで含めるように説明してくれる。

「男性の免疫、つけたほうがいいだろ？　お母さんのセッティングしたお見合いを拒否する気がないんだから、見合いで出会う男を旦那にするってわけだ。デートしたり手を繋いだりするたび、さっきみたいに怯おびえてたら、普通の男は逃げる。お母さんの顔を潰すぞ」

　はっと気づく。

　そうか。男性に免疫がないってことは、結婚相手に触れられるのも怖いってことだ。

「それは……まずいですよね」

「だろ？　あとは、処女をもらうわけだから、俺もきみの人となりを知ってからにしたい」

　もしや、気遣ってくれてるの？と期待してみるけれど、彼がサクッとぶち壊す。

「今のところ三条さんの印象、最悪だから。優しくしてあげられる自信ない」

　ほほう、言いますね。柏木さん。

　でも、なんの反論もできない私。頭が悪くて浅はかなところしか見せていないもんなぁ。

「嫌いな女の子ともできるけど、せっかくならいい思い出になるような初体験にしてあげたいし、もう少しお互いのこと知ってからにしよう。どうかな？」

　言いたい放題だけど、柏木さんの瞳は真しん摯しだ。

　本当はこんなお願いは迷惑に違いない。面倒事を避けたいのは当然。

　だけど、引き受けてくれた。イメージとは違うけれど、やっぱり優しい人なんだ。

「もう一回言うけど、同情と善意だから」

「わかってます！　情けは人のためならずといいますし、私にかけてくれた善意はいずれ、回り回って柏木さんを助けるのではないかと」

「なんか怖いから、宗教家っぽいこと言わない。……で、〝いろは〟でいい？」

　不意に名前で呼ばれ、激しく動揺した。

「ふぁっ!?　はい!?」

「呼び方。〝ちゃん〟付けにしとく？」

　柏木さんはこの契約中、〝いろは〟って呼んでくれるつもりなんだ！

　彼の口から聞こえると、自分の名前が百倍くらい綺麗に聞こえた。

「呼び捨てで結構です!!」

　むしろ、私なんぞは呼び捨ててやってください！　〝いろは〟の三文字でもおこがましい。〝い〟の字でも結構！

　張りきると引かれてしまうので、口には出さない。でも鼻息は荒い私。

「俺のことは好きに呼んで」

「はい。では〝柏木さん〟でお願いします」

　柏木さんが片眉を上げ、変な顔をする。

「名前で呼ばなくていいの？」

「いいんです」

　私はニコニコ答えた。

　柏木さんは距離を縮めてからにしたいみたいだけど、私はあんまり距離を詰めすぎちゃいけない気がする。

　柏木さんはあくまで、私の反抗の共犯者。

　私の初体験の契約者。

　男性として好きになっちゃいけないから。

　その日は、居酒屋で解散となった。







柏木 一は戸惑いを隠せない　～この変な女と仲よくなれる自信がない













　木曜日、俺はオフィスチェアの背もたれに体重の大部分をかけて、伸びをした。

　営業企画部、いわゆる人気部署に配属されて二年半が経つ。

　紫藤山商事は総合商社で、製鉄、建築、紡績など各方面で取引をしている。営業企画部の仕事は特に多岐に渡るけれど、俺が取り組んでいるのは社内外に新たな戦略や企画を持ち込み、プロデュースする業務だ。自分次第でいくらでも忙しくできるし、創意工夫が活いかせる。そこが好きな部分。

　あちこちの部署や取引先の橋渡し役を務めることが多いから、必然、知り合う人間も増える。

　女子との交流も多い。そこが面倒な部分。

　たぶん、俺は周囲が考えている以上に女の子と寝ているし、それ以上に彼女たちが嫌いだ。

　社内一のタラシ。そんな不名誉なふたつ名、ありがたいわけじゃないけど、女よけにはなっていい。

　俺との関係を割りきれる女の子じゃないと、相手はしない。ちらっとでも好意を見せられたら、こちらから全力で引かせてもらう。『泣かせた女は数知れず』っていうのは、俺が彼女たちの好意を拒否することからついた煽あおり文句だ。

　でも、ルールを守れなくなったのは彼女たちのほうだろう？　俺は最初から『身体だけだからね。割りきってね』って念押ししてるのに。

　さてさて、そんな俺に寄ってきた、まさかのピュアガール。データ管理部の新人、三条いろは。

　昨日引き受けたことを思い出し、頭が痛くなった。

　あー、バカだ、俺。面倒事はとことん避けてきたのに、なんで自分から首を突っ込んじゃったんだか。

　挙句、彼女の要請を引き受けて……。

『抱いてください』って……。絶対、頭の沸いた子だと思ったのに。

　ま、頭は沸いてるな。男に免疫がないくせに、ヤル気ばっかり空回りして、痛々しすぎる。

「柏木ぃ」

　呼ばれて振り向くと、第三営業部二課の同期、柘つ植げがいた。短い黒髪はワックスで持ち上げてあり、爽やか営業マンを地でいく雰囲気だ。身長は俺より少し低い程度で、大学まで野球に青春を捧ささげてきたため、がっしりとした筋肉質体型。

　現在、柘植とは同じプロジェクトで動いている。大手建設会社に部材発注ルート改変の企画を持ち込み中だ。

「河南建設から図面が届いたよ」

「あー、メール見た見た。どーも。これで明後日あさっての打ち合わせの分、作るわ。でき次第おまえにメールするから確認して」

　柘植から図面と添付資料を受け取る。ところが柘植は俺ではなく、向こうをニヤニヤと見ている。

「どこ見てんの？　元々ヤバい顔が、いっそうヤバいよ」

　俺が突っ込むと、柘植は慌てた表情になった。

「マジでか？　俺、そんなヤバい顔してた？」

「おう。犯罪者の一歩手前」

「うぉ、気をつけねば。いやさ、斉さい田ださん見てたんだよ。可愛いよなぁ。今年の新入社員の中で一番可愛い」

　柘植の視線の先には、新入社員で営業アシスタントの斉田美野里がいた。

　そうか。あの三条いろはの同期が、うちの部署にもいた。

「狙ってんの？　柘植」

「ま、機会があったら、ふたりでごはんとか行きたいなあって感じ」

「ふぅん、そっか。彼女、新人だったか」

　何十人も新人を採る会社だから、斉田美野里が三条いろはを知っているかも微妙だけど、あとでちょっと聞いてみようかな。

「ってか、柘植さ、新入社員に詳しい？　斉田さんが一番可愛いってことは、ひと通り見比べたんだろ？」

　俺じゃ顔も名前も一致しない新人を詳しく知っているらしい柘植にも、聞いてみることにした。

　しかし、柘植は首を横に振る。

「イヤイヤ。あくまで本社勤務の子だけだし、顔とボディラインしか見てないから。パーソナルデータも所属部署も曖あい昧まい」

　なんだ。そんなもんだよな、やっぱ。

　すると、柘植が思わぬことを言う。

「ひとりだけ有名人がいるから、その子については知ってるよ。データ管理部の三条いろは」

「え!?」

　俺は大声で聞き返してしまった。

「柏木、知らない？　三条いろはって、あの〝三条コンサルタント〟の女社長のひとり娘だよ」

　三条コンサルタント。その名前は知っている。コンサルティング業界で、ここ十年ちょっとでのし上がった企業だ。ビジネスＩＴ系コンサルティングがメインで、ビジネス戦略の立案から、企業内のＩＴシステム構築まで手がけているはず。

　女社長の元でのフェミニズムな企業体制が女性に受け、俺が就職活動をしていた頃には、すでに女子社員の人気企業トップテンに入っていた。

　また、三条姫ひめ子こという女社長はメディア露出が非常に多い。経済誌はもちろん、アラフォーやアラフィフ向けファッション誌にまで取り上げられるあたり、現代日本の女性リーダーとしては草分け的存在だ。

　なんで俺がこんなに詳しいかっていうと、昔付き合ってた子がこの会社受けたんだよね。落ちてたけど。

「すんごいとこの社長令嬢じゃん」

　感嘆のため息とともに呟いてしまった。

　女手ひとつで育ててもらったなんて聞いていたので、てっきり寄り添い合って細々と生きてきた母おや娘こを想像していた。

「変わり種だよな。三条コンサルタントは、うちとは業務上まったく関係ないし、本人も名門・京けい応おう私し塾じゅく大学の経営学部首席だから、コネ入社ではなさそうだけど。ま、変な噂流されたくないから、データ管理部なんて辺境に配属されてんだろね」

「ははぁ」

「顔は母親に似て可愛い子だよ。体型が残念なことに幼児なんだけどさ。柏木、本当に見たことない？」

「いや、この前デー管で見たわ」

　そして『抱いてください』と懇願されたわ。

「一応言っとくけど、あの子には手ぇ出さないほうがいいぞー」

　柘植の言葉に心の奥でぎくりとした。平静を装い、問い返す。

「手なんか出さないけど、なんでまた」

「三条いろはが結婚する相手なんて、ゆくゆくは三条コンサルタントの後継者だろ？とっくに母親が仕込んでるに決まってるじゃん。そんな女を横からかっさらってみろよ。おまえ、訴えられるぞ。三条姫子に」

　柘植は言いたいことを言いきると、「じゃあな」なんて去っていく。

　訴えられる。うーん、あり得る話だ。

　あれ？　じゃ、三条いろはのお見合い相手は、三条コンサルタントの人間なのか？三条いろは本人が母親の会社に入社していないわけだから、そうなるよなぁ。

　俺はいろいろ考えつつ、柘植を見送った。




　その日の定時間際、来客応対を終えて十四階の営業企画部のフロアに戻る俺は、手前の廊下で斉田美野里を見つけた。

　斉田さんは資料を山ほど抱えている。ドラマに出てくるＯＬみたいだが、この会社ではよくある光景。これからデータ管理部に置きに行くんだろう。

　ちょうどいいや。俺は近づいて、斉田さんの書類のほとんどを持ち上げた。

「あ……柏木さん！　いいんですよ、私行くんで」

「あー、俺も行くわ。手伝わせて」

　斉田さんはなにか思うところがあったようで、素直に頷く。

　エレベーターホールまで歩きながら、彼女に話しかける。

「ちょっと聞きたいんだけど、同期の三条いろはさんって仲いい？　これから行くデー管にいる子」

　斉田さんの顔に、納得したような様子がよぎった。彼女は頷き、答える。

「第一次面接からの友人です。……すみません。私、あの子から柏木さんとのことをほぼ聞いています」

「え、あー、そうなの？」

　少し知っていれば、程度の気持ちで話しかけたけど、そこまでの仲よしだったとは。

「無茶な頼み事をしていると思いますが、いろは……三条は、いたって大真面目なんです。どうか、よろしくお願いします」

　斉田さんはエレベーターホールで立ち止まり、こちらを向いて頭を下げた。後ろで結んだ長い髪が、さらりと肩から胸に垂れる。伏せた睫まつ毛げが長い。

　なるほど。柘植が騒ぐ程度に美人だわ。

「斉田さんは友達としてＯＫなの？」

　責めているつもりじゃない。でも、大事な友人がタラシと名高い男に処女を捧げようとしている現状を、彼女は容認しているのだろうか。

「最初は止めました。柏木さんに限らず、簡単にそんなことするもんじゃないって。でも、あの子、頑固なところがあるから。……三条のお母さんのことは、ご存じですか？」

「少しは」

　知る前に、この面倒事を引き受けちゃったけど。

「お母さん、バリバリのリーダー気質だから、三条はいい子でいることでお母さんを支えてきたはずです。だけど、わずかばかりの反抗心は消せなくて。三条はなにも、このことをお母さんに知らせたいわけではないんです。あくまで自分の心の中で満足したいんでしょう。自分の意思で選択できたことがあるっていう思い出が欲しいんだと思います」

　斉田さんの言うとおりだとしたら……それは、なんと屈折した思い出作りだろう。

　母親は傷つけたくない。逆らいたくない。だけど、自分の中でささやかな反抗の思い出は欲しいなんて。

「そのパワー、他に使えばいいのにね、彼女」

　思わずぽつりと呟いてしまう。

　俺が迷惑していると思ったのか、慌てた様子で斉田さんが取り成す。

「柏木さんにはどれほどご面倒をかけているかと、申し訳なく思っていますが、あの子、悪い子ではないんです。むしろ本当にいい子なんです。妙な企たくらみで、こんなお願いをしているわけではありません」

「ま、そうだろうね」

　俺はやってきたエレベーターに乗り込みながら、何度か頷いた。

　企むとか、そんな頭はなさそうだもんな。

「私も友人として、でき得る限りサポートしますので、どうかよろしくお願いします」

　エレベーターの中で斉田さんが再び頭を下げる。

　こんな美人にお願いされちゃ、無む碍げにはできないわな。っていうか、斉田さん、いい子だな。

「じゃあさ、この件が終わったらメシに付き合ってよ」

「え!?」

　彼女が驚いたように顔を上げる。俺は言葉足らずを詫わびるため、続けた。

「ごめんごめん。メシに付き合ってほしいのは俺じゃなくて、第三営業部の柘植ね。俺の同期」

「はあ。柘植さんはお見かけしたことがありますが……ごはんですか？」

「なんか、斉田さんのこと気になるんだって。一ヵ月半後に彼氏いなかったらでいいからさ」

　斉田さんが頬ほおを赤らめて黙り、それほど間を置かず頷いた。

　お、脈ありか？　この恩で柘植には高い酒を奢おごってもらおう。そのくらいの褒ほう美びがないとやってらんないですよ、俺も。

　エレベーターを降り、一階のデータ管理部へ向かう。

「失礼します」

　斉田さんが中へ声をかける。すぐに顔を上げたのは三条いろはだ。友人の声だとわかったのだろう。そして、その横に俺がいるのを見つけ、ぼぼっと顔を赤くした。

　なにその反応。昨日のやり取りを思い出してるとか？

　イヤイヤ。約束はしたけど、赤くなるような甘い思い出じゃないぞ。

　斉田さんと三条いろはが突っつき合う中、俺は荷物を指定された場所に置く。

「営業企画です。よろしくお願いします。……斉田さん、行こう」

　斉田さんが慌てて、俺のあとについてくる。三条いろはが困ったような複雑な顔で、俺たちを見送っていた。

　たぶん、俺がなにかひとこと声をかけてやればよかったんだよな。それはわかっている。でも、これ見よがしに仲よしな態度はまずいだろ。

　とはいえ、営業企画部のフロアに戻るまでに、俺はスマホを取り出していた。

【今日は忙しくて無理っぽいけど、明日、一緒に帰ろう】

　こんなメッセージを三条いろはに送るのだった。




「だからさー、ちゃんと歩けってば！」

「はぁ……鋭意努力しております……」

　俺の文句と彼女の言い訳がこだまするのは、渋しぶ谷や駅直結の商業ビル。

　本日、俺と三条いろはは仕事帰りに、デートという名目でビルの中を歩きまわっている。

　職場が新宿なので、デートの場所は近隣に移そうとしたわけだけど、お互いの家から行きやすい地点で渋谷ということになった。

　そしてなんで俺がこんな文句を言っているかというと、いろはに問題があるからだ。

「あのときは平気だったじゃないか。なんで、今はダメなんだよ」

「本当に、どうしてでしょう」

　俺と手を繋いだいろはは、まったくの木で偶くの坊と化し、歩くこともままならなくなっていた。どうやら恥ずかしくて身体が強こわ張ばっている様子。それを俺が引きずって歩いている状況だ。

　結局のところ、相手が俺でも、いろはの男への免疫ゼロは変わらないらしい。

　レンタルした彼氏から逃げたときは、こいつも必死でわけがわからなくなっていたんだろう。

「俺なら接触も大丈夫だと思ったから、引き受けたのに」

「いえ！　他の男性よりは怖くないです！」

「じゃー、歩け！　膝曲げて足を前に出せ」

「鋭意努力中です」

　まるでスケート場の初心者かというほど、ぎくしゃく歩くいろは。俺は依然、引っ張り続ける。

　なに、このデート。

「メシ食うまで、今の体勢だからな」

「え！　では、早速ごはんにしましょう！　確か六、七階がレストランフロアだとさっき見ました。私、和食がいいです」

　すぐにでも手を離したいらしいいろはに、とりあえず怒っておく。

「どんだけ俺と手ぇ繋ぐのが嫌なんだよ！」

　プライドなんてあるわけじゃないけど、こういう態度を取られるとムッとする。

　俺と手を繋ぎたがらない女なんて、今までひとりもいませんでしたけど。

「こっち来い」

　最大限に腕を伸ばして後ろをよちよちついてくるいろはを、一気に引き寄せた。繋いでいた手をほどき、彼女の腰に腕を回す。身体と身体の距離をほとんどゼロにする。

　腰を抱く格好で見下ろす、小柄な身体。

　ただでさえ大きな瞳がさらに真ん丸になり、いろはの顔は茹ゆでダコのように真っ赤に染まった。

「かっかっかっ……」

「落ち着け」

「柏木さんっ！　……ちか……近いです」

「近づいてるんだから当たり前だろう」

　手すら満足に繋げない彼女は、予想外の密着にパニックに陥りかけている。

　強引かもしれない。でも、俺もまさかこれほど後方スタートとは思わなかったんで、ちょっと焦ってるんだよ。期日までにこいつの希望を叶えてやるには、のんびり待っているわけにもいかない。

「ほら、歩け」

　腰を抱いて歩くけれど、身長が結構違うので俺が歩きづらい。

　いっそ抱き上げちゃうほうが楽そうだけど、そんなことしたら、こいつ発狂するだろうな。うん、やめとこ。

「柏木さぁん」

　いろはが震える声で言う。

「なんとか歩きますから、この〝腰に腕ぐるり体勢〟をどうにか解除していただけないでしょうか？」

　なんだよ、その〝腰に腕ぐるり体勢〟って。普通に腰抱いてるだけなんだけど。

　しかし俺も歩きづらいし、さすがに会社帰りのサラリーマンとＯＬのデートにしては密着度が高い。

　腰抱き解除。

　手を繋ぎ直すと、もう一度ぎくしゃくといろはがついてくる。

　さっきよりはなめらかに動いているから、よしとするか。

　そのまま八階のイベントスペースに向かう。そこでやっているアート写真展に入場し、ふたりで写真を眺めることにした。

　デートっぽい。俺が納得していると、再び横からいろはの声。

「柏木さん……」

「なに？」

　いろはの自信のなさそうなか細い声に、思わず剣けん呑のんな返しをしてしまう。

「一回、手を離してもいいですか？」

「いいけど、なんで」

「私の手、汗でべっちょべちょなので、柏木さんが気にならないかと思いまして」

　言うほどじゃないし、手を繋いでいたらこんなの普通だ。

「気にならないよ」

「でも、でろでろのぬちょぬちょで、このままお互いの手の発酵が進んでしまうんじゃないかと申し訳なく、かつ心配で……」

　あー、こいつうるせー。

　俺は苛いら立だちを隠さず答えた。

「そんなんで発酵するか。ここ見終わったらメシ食いに行くから、もう少し我が慢まんしなさい」

「はぁ」

　いろはが情けない声で答える。

　ああ、マジでこの子と一ヵ月半か。

　好きになる必要はなくても、もう少し仲よくなろうとは思っている。だからこんな提案をした。

　しかし、自分の提案とはいえ、前途多難感が半端ないわ。

　ため息をつきながら、写真展の出入口にいろはを引っ張っていくのだった。




　さらに数日が経過。

　はい。俺がずっと、手間取っていることをご報告します。

　もうね、予想どおりですよ。

　俺がかかずらっているのは、三条いろはと手を繋いで恋人同士らしく見つめ合うという大事業だ。渋谷デートのあとも、終業後に時間を合わせて何度か食事に行き、このミッションに取り組んでいるわけだけど、事業の進行状況は難航。

　手を繋いだらガチガチ。腰を抱いたら固まる。

　初うい々ういしくて可愛い……なんて思えない。どーして、そんなに男に拒否反応があるんだよ！

　これが陳腐な昼ドラなら、絶対この女、過去にレイプされた経験があるぞ！　そのくらい！

　実際、学歴が高いくせに頭が弱いいろはは、たいそうな過去があるわけでもないのに、男と触れ合うと極度に緊張してしまうタチらしい。

『小学校の途中から中学、高校と私立の女子校だった』とか言うけど、それだけが理由でもないだろ。男女交際禁止を唱える母親に『男は怖い』とでも植えつけられてきたのかもしれない。

　こんな女とあと一ヵ月半で、寝るところまでこぎつけられるのか？

　イヤイヤ。逆に言えば、あと一ヵ月半でおさらばだ。彼女はお見合いをして、結婚が決まれば会社を辞めるだろう。

　同情とはいえ、彼女の要請を受け入れた身。俺の仕事は、彼女に幸せな初体験をさせてやるだけ。

　はーい。というわけで、まずは普通に手を繋ごうぜ、三条いろは!!

　今日もいろはは俺のあとをのろのろとついてくる。手は繋がっているけど、カップルらしくない距離だ。顔もろくに上げないから、前が見えているかすら怪しい。

　会社からはずいぶん離れた、四よつ谷や寄りのあたりをふたりで歩く。

　目的地は特になく、夕食を食べたらまた解散になるだろう。いろはの警戒心がまったく解けない以上は、今日の進展も望み薄だ。俺なりに方法は考えているけど、ことごとくうまくいかないんだよな。

「いろは、メシ、なに食いたい？」

　面倒極まりないというぞんざいな口調で聞くと、素直にいろはが答える。

「はい。ラーメンが食べたいです」

　庶民派お嬢だ。

　彼女の好感の持てる点のひとつは、食べたいものをはっきり言うこと。男女ともにデートで『どこでもいい』『なんでもいい』を連呼するやつは多い。しかし、彼女は行きたい場所も食べたいものも言う。ワガママなお嬢なのではない。相手のために主張しているのだ。ある意味、気ぃ遣い。

　この主張を母親にもすればいいのに。

「この辺なら、つけ麺か鶏ダシ」

「つけ麺、食べたことないです。行きたいです」

　メシの話はすらすら出てくるから、こいつと手を繋いでいるときはずーっと食べ物の話をしていようかな。

　いろはの希望どおり、この近くにあるつけ麺屋に入った。ふたりで、一番人気の濃厚煮干しダシつけ麺味玉付きを頼んだ。

　小柄ないろはは、普通盛りの極太つけ麺に苦戦している。

「少しもらうよ」

　俺はいろはの器から勝手に麺を引っ張り出す。

「助かります。ありがとうございます」

「つけ麺は初か。お母さんは、こういうところで食べるのは禁止してるの？」

　ふと聞いて、彼女の家庭環境について踏み込んでしまったことに慌てた。母親が有名な三条姫子社長だとは、最近知ったばかり。

　いろはは麺を食べる手を休め、俺の顔を見つめてくる。

「うちの母のこと、知ってますか？」

「あー、うん。少し」

「母はあまりいい顔はしないですね。女子がラーメン屋に入るのも、牛丼屋に入るのも。男性が行く店ってイメージがあるのかもしれないです。飲み会だって、『行くな』って言われます。行くときは事前に、お店の場所と名称と帰宅時刻を連絡する約束なんです」

　えー。それ、めっちゃ大変じゃん。

　お母さん、どんだけ娘の交友関係を潰したいんだよ。

「あのさ、いろはのお見合い相手って、お母さんの会社の部下とか？」

　ついでだ。俺は気になっていたことを口にする。

　もしそうなら政略結婚に近い。後継者選びとイコールなんだから。

　しかし、いろはが首を横に振る。

「いえ。省庁勤めの官僚の方だと伺うかがってます」

　官僚？

　思わぬ回答に驚いた。

　いろはは俺の疑問を察したのか、苦笑いで答える。

「母は、私に三条コンサルタントを継がせる気はないですよ。経営に関わることもよく思わないでしょう。三条コンサルタントは、母を支えてきた優秀な部下たちに譲るはずです」

「じゃ、おまえの結婚って……体のいい厄介払いにならないか？」

「それは違います。母は私に、女としての幸せを与えたいだけなんだと思います」

　いろははしばらく、残りのつけ麺を食べる作業に没頭する。放っておくと伸びて、平らげるのに苦労するだろうとわかったようだ。

　俺はしばしいろはに付き合い、麺をすする。

　やがてちゅるんと最後の麺をすすり上げ、飲み込んでから、彼女が言った。

「母は父が亡くなってから苦労して会社を起たち上げ、私を育ててくれました。私が裕福で安定した家にお嫁に行って、子どもを産み、一家の主婦として幸せに暮らすことが私の母の望みです。自分のような苦労をさせたくない……それは母から何度も言われています」

「お母さんの愛だから、望むとおりにしたいわけだ」

「母の役に立ちたくて、大学ではコンサルティングの勉強もしてみましたけど、母は私に戦力になってほしいわけじゃないですからね」

　そう答えたいろはは、少し寂しそうに見えた。

　なぁ。お母さんの希望はわかったけど、おまえの希望は本当にそれか？

　さすがに無神経すぎて、口にはできなかった。




　つけ麺を食べ、コーヒーショップでアイスコーヒーを買った。

　蒸し蒸しする夜だ。ぶらぶら歩くと小さい公園があった。

　このまま帰ると、ただメシを食っただけ。いろはとの仲が進展しているとは言い難い。俺はいろはを引っ張り、誰もいない公園に入る。大通りの一本内側の道に面しているから、人通りが多少あっても喧けん騒そうは気にならない。

　ベンチに並んで腰かけた。今日は、もう少し仲よくなっとこうじゃないか。

「コーヒー、横に置いて」

　俺の指示に、いろはは素直に従う。俺は彼女の両手を取った。

　小さい手。目立たないベージュピンクのネイル。コーヒーを持っていた右手は冷たくなっている。

　並んで座り、両手を重ね合っている現状は、いろはには恐ろしく緊張感のある時間のようだ。俺の様子を窺うかがおうにも、顔を上げることすらできないでいる。

　俺は構わず、いろはの右手に自らの左手を絡めた。指同士を組み合わせ、ぎゅっと密着させるカップル繋ぎを、向かい合った状態でしてみる。反対の手も同じく繋ぐ。

　いろはが息を呑のみ、これまでにないほど身体を硬直させた。

「柏木さん、離してください」

「なんで？　俺たち、今は恋人同士でしょ？」

　当然のこととばかりに言い、うつむいたいろはの顔を覗き込む。赤くなりながらも、凍りつきそうに硬い表情が見えた。

「はい……まったくもって、そうなのでありますが……」

　いろはは困惑と恐怖心からか、握り合う指先にギリギリと力を入れる。

　これ、無意識？　い、痛いんですけど。

　俺も逃すまいと力を込める。ふたりとも肩をいからせ、手を組み合わせて向かい合い、拮きっ抗こう状態となる。

　えーと、この状態って……。

「柏木さん！　プロレスでよくある光景になっちゃってます！」

「わかってるなら力抜け！」

　全然ムーディーな感じにならない。

　いよいよもって、先が心配になってくるけれど、根気強く諭すことにした。

「俺の言うとおりにしろ。まず、肩の力を抜け」

　いろはがしゅんと肩を落とす。

「眉間の皺取れ。指の力も抜け」

　目はまだ伏せられたままだけど、いろはの眉間から二本の皺がなくなる。

　指がぎしぎしときしんで痛い。まだ緊張感の伴う手を緩めたくて、言葉を重ねる。

「いろはの手、あったかいし柔らかいし、こうしてると俺は安心する。いろははどうだ？　そんなに力を入れなくてもいい」

　指の腹で彼女の手の甲を撫なでると、びくびくっと身体が跳ねるのがわかった。

「大丈夫、怖くない。俺は怖くないよ」

　プロレスの次は野生動物扱い。

　いいや、もう同じだ。男に免疫のない動物を保護してるんだ、俺は。

　優しく指を絡ませ、間近くいろはを見つめた。反応をゆっくり待つ。

　俺は焦っていないし、怖くもない。そろそろ、信用してくれ。

　すると、伏せられていた顔が少しずつ持ち上がってきた。

　大きな栗くり色の双そう眸ぼうが俺を映す。

　緊張で潤うるんだ瞳と真っ赤な顔を、思わず俺は凝視した。

「本当だ」

　いろはの声も潤んでいた。指の力はいつしか抜けている。

「怖くない。柏木さんなら怖くない……です」

　とろけそうな顔で俺を見つめるいろは。

「手って、あったかくて、気持ちいいんですね」

　柔らかそうな唇から、安堵の吐息と言葉が漏れ、俺の心臓が大きく鳴り響いた。

　まずい。

　この反応を待っていたくせに、脳内はいきなり狼ろう狽ばいに傾いた。

　その顔は反則だろ。目ぇウルウルで、頬を紅潮させて、唇が物欲しげにうっすら開いていて。

　前から顔は可愛いとは思っていた。ちっちゃいし、幼児体型だけど、顔はその辺の十把ひと絡げのアイドルたちよりずーっと可愛い。

　その可愛らしい顔をした恋人が、今にも『抱きしめてください』って表情で俺を見つめている。

　煽ってんのか、三条いろは!!　さっきのカチンコチンから落差ありすぎだろ!!

　俺は自ら顔を背け、いろはの手をやんわり解放した。いろはに訝いぶかしさを感じさせないように、あくまで教師として言う。

「やればできるじゃん。な、カップル繋ぎ成功。見つめ合うの成功」

　彼女がぱあっと表情を明るくした。

「本当ですねぇ！　やった！」

　不覚にも高鳴ってしまった鼓動を抑えながら、平静を装う。

「じゃ、今週の平日はちょっと時間取れないから、次のデートは土曜日で。休日だから、新宿でいいだろ」

「はい！　次は休日デートの練習ですね！　頑張ります！」

　いろはは無邪気にニコニコしている。

　あー、さっきのヤバい表情がフラッシュバックする。しばらく、あの顔は忘れらんないな。

「デート初心者っぽく映画館に行くから、観たい作品決めといて」

　ごまかしたように響かなかったか心配だ。

　心音を落ち着かせるため、ふうっと息をつくと、いろはがわくわくとした表情で問うてくる。

「なんでもいいんですか？」

「いいよ。でも、ホラーは勘弁」

「柏木さん、怖いの苦手なんですか？」

「デートでホラー観たがる女が苦手なの！」

　いや、本当はホラー自体が苦手ですけどね。ゾンビぐちゃぐちゃ系も、呪いドロドロ系も。

　俺は横に置いてあったコーヒーをぐいっと飲み干した。すっかり氷が溶け、ぬるくなったアイスコーヒーが、渇いた喉を潤した。

　それで、自分が割と緊張していたことに気づく。いろはと見つめ合っただけなのに。

「デート、楽しみですねぇ」

　俺にならって、いろはもアイスコーヒーを飲み干した。







三条いろはは浮き足立つ　～嬉しくて、楽しくて、胸がぎゅっと苦しい













「デートなんだよ！　どうしよう！」

　社食でＢ定食を食べながら盛り上がる私を、美野里は冷めた目で見ている。

「どうしようもこうしようもないわよ。いろはの目的からしたら、超序盤じゃない」

　おっしゃるとおりであります、美野里軍曹。

　彼女は、私が柏木さんと手を繋ぐことに手間取っていたのを知っている。

　柏木さんと恋人契約をしてから、早二週間。お見合いまでは約一ヵ月。ようやく休日デートってあたりが、私ののんびり具合を物語っております。

「ここから巻き返すよ。うん、大丈夫！　柏木さん、女性慣れしてるから、なにをするにしてもスマートだし。私も必死についてくよ」

「で、なに着ていくの？」

　美野里が、柔らかすぎる豆腐ハンバーグを箸で切りながら聞いてくる。

　そうだよね。可愛い衣装は大事だ。

「見て見て」

　私は買ったばかりの服の写真をスマホに映した。

「なにこれ」

「キャミソールワンピース。頑張ってミニ丈にしてみたであります！」

　美野里を上官とばかりに見立て、びしっと〝気をつけ〟で報告する。

　この前の借り物の彼氏と会うときは、会社帰りだったから、あまり派手な格好はできなかったけど、今回は待ちに待った初の休日デート。私も思いきった戦闘服を選んでみたのだ。

　美野里が能面より無表情に問うてくる。

「初デートに、肩もろ出しで行くつもり？　このワンピース、全体的にギャル臭が半端ないんだけど」

　え!?　そう？　確かに一度も買ったことのない店で、店員さんに選んでもらったんだけど……。ギャル系の店……だったかも。

「セクシーなほうがいいかなあって。ほら、ふたりの進展のためにもさ」

「靴は？」

「あ、それはこっち」

　新たな画像を映す。

　セットで買った、十センチヒールのゴールドのミュール！　ワンピースに負けない金の差し色に、ジャラジャラチェーンのアンクルストラップが可愛い！　……と店員さんが言っていた！

「残念。努力の方向性がだいぶ違います、いろは選手」

　美野里が盛大にため息をついた。

「初の休日デートでいきなり、シミーズと見まごうばかりのすけすけワンピースで、金の靴のヒールを響かせて現れる女ってどうよ。私なら引く！　ドン引く！」

　シミーズって……。あの、おばあちゃんが着ている下着でしょうか。そんな感じに見えますでしょうか。

「特に、柏木さんはあんたに惚ほれてるわけではないんだよ？　絶対その辺シビアに見られるからね。大学生ならこの服でもいいけど、商社のＯＬの私服がこれじゃ痛すぎる！　下品！」

　彼女が冷え冷えとした視線で私を射抜く。

「うう……」

　柏木さんといい美野里といい、切れ味が鋭すぎて私、血まみれ。

　せっかく大人の女を目指して、セクシー路線に切り替えてみたのに。下品……そう言われてみればそのとおりだ。

「もう、心配すぎる。今日は早く上がれそうだから、いろはのうちに行くわ」

「え？　いいの？　それなら、新しい服を買いについてきてもらおうかなぁ」

　美野里がぐわっと顔をしかめて言う。

「デートのたびに服を新調するな！　お嬢が！」

　うう……、すみません。親に寄生して、稼いだお金をむやみに使ってすみません。




　その日の定時後、仕事を早く切り上げた美野里が我が家に同行してくれた。

　私はだいたい定時で帰れるけど、営業企画部の美野里は、アシスタントだとしても定時で上がるには努力と周囲への気配りがいる。彼女の友情に感謝。

　東とう横よこ線の代だい官かん山やま駅から徒歩五分。十階建てのマンションの最上階に、私と母の暮らす部屋がある。

　玄関を開けると、見慣れたパンプスが揃えられていた。馴染みはあるけれど、この時間にあるのはものすごく珍しい。

「お母さん？」

　中に声をかける。ドアを開ける音が聞こえていたのだろう。ちょうどリビングから母が出てくるところだった。

「おかえり、いろは。あら、美野里さん、いらっしゃい」

　母はシャツにパンツスーツという格好で、腰にカフェエプロンを巻いている。

「おじゃまします、お母様」

　美野里が丁寧に頭を下げる。母がニッコリと笑った。私の交友関係にまで口を出す母だけど、上品で凛りんとした美野里のことはお気に入りらしい。

「お母さん、早かったね」

「今日の会食が中止になったの。今ごはん作ってるから、美野里さんも食べてね」

　ダークレッドの唇をきりっと横に引いて言う母は、男性的な凛り々りしさと女性的な柔和さを兼ね備えた、綺麗な人だ。昔から、母は私の自慢。

　母が用意してくれたのは、ルッコラと生ハムのサラダと、ヤギミルクのチーズカナッペ。メインのローストチキンは一羽丸ごと買ってきたという。それにハードタイプのパンで、夕食は完成。手間はかかっていないけれど、オシャレな食卓だ。

「すごくおいしいです。お母様お手製のドレッシング、レシピ習いたいなぁ」

「たいしたものじゃないのよ。私がホースラディッシュが好きだから入れちゃうんだけど、辛くないかしら」

　美野里と母は楽しそうに話している。盛り上がり方を見るに、私より美野里のほうが母と気が合いそうだ。母と私だけだと、どうしても空気が気詰まりになってしまう。

　嫌いなんじゃない。母のことは大好き。

　だけど大人になってから、どこか噛み合わなさも覚えてきた。これは女同士の相性みたいなものかもしれない。

　本音を言えば、今だってこんなオシャレな食卓じゃなくていい。例えば、小学生の頃、母が作ってくれたカレー。どうせなら、こんな日は母のカレーが食べたい。

　はるか昔の思い出だけど、学童保育から帰ってくると、母がカレーを作っていた。起業前でまだ普通の会社員だった母は、きっと慌てて帰ってきたのだろう。ぼさぼさの髪をひとつに結わえて、鍋を混ぜたり、付け合わせのマカロニサラダを作ったり、忙しそうに立ち働いていたっけ。

『ごめんね。もうちょっとでできるからね』

　そんな言葉を聞きながら、六畳間の真ん中で、隣の小さなキッチンから香るカレーの匂いに安心した。

　私は思い出のカレーのほうが愛いとしい。でも、私のこんな気持ちは、母には絶対理解できないだろう。それが、私と母の根本の違いなのだと思う。

「結婚が正式なお話になったら、いろははクッキングスクールに通いなさいね」

「え？」

　急に話を振られ、思い出の世界から現実に立ち返る。

　母が怪訝そうな顔をしている。また話を聞いていなかったわね、といった顔だ。

「料理の基本を身につけてからお嫁入りするのは、当然です。普段のお料理から、旦那さんがお客を連れてくるときのおもてなし料理まで。ただでさえ、あなたはのんびりでぼんやりなんだから、頑張らないとダメよ」

「あら、お母様。いろはさんはのんびりじゃなくて、仕事が丁寧なんですよ。職場でも信頼を置かれてるんですから」

　美野里がフォローを入れてくれるけれど、母の険しい表情は崩れない。

「お仕事だって、出来が悪いのがバレないように、会社のほうで気を遣ってくれてるんでしょう。そうでなければ、倉庫事務員みたいな仕事、回ってきませんよ。美野里さんみたいに優秀なら、営業企画部のような花形部署に配属されるものだわ」

　社長の目線で見れば、私は勉強の出来はよくても、一社員としては頼りなく、不出来なのだろう。

　美野里が焦った声で言う。

「いえ、私は偶然ですよ。新人なんて能力は一律だと思いますし」

　美野里に気まずい思いをさせたくないので、私は母に答える。

「うん。私、いい奥さんになれるように頑張るね。家事全般、しっかりできるようになってからお嫁に行くよ」

「やる気出してちょうだいよ。あなたのペースじゃ、結婚式に間に合わなさそうだわ」

　まだお見合いだって決定じゃないのに。母の口ぶりでは、決まったら結婚までの時間はあまりなさそうだ。

　私は素直に頷いた。

「へへ。一生懸命やる」

　私の苦笑いを、美野里が心配そうに見ていた。




「相変わらず、いろはのお母さんカッコいいね」

　食後、私の自室にて。ワードローブを並べ、美野里がデート服を選びながら言った。

「本当、娘の私から見ても若いなあって思うよ」

「いろは、押されっぱなし。私はそれが心配」

　彼女はため息交じりに続ける。

「お母さんの顔色、窺いすぎじゃない？　育ててくれた恩があるから全部従うなんて、おかしい。お母さんが悪いとは言わないけど、いろはだって主張してもいいと思う」

「すべき主張が私にはないんだよ、情けないことに。私の一番は、お母さんの喜ぶ顔が見たいってこと。小さい頃からずっとそう」

「じゃあ、主張すべきことが見つかったら、いろははそれができる？」

　美野里の問いに黙る。

　わかんない。

　母に笑ってほしいというひとり娘の願いを嵩かさに、私は今まで積極的な行動を避けてきた。学校も、就職先も、母の望みを叶えるためのものだった。

　今だって、反抗を企みながら、それは母を困らせたいわけじゃない。私の中の鬱うっ憤ぷんを昇華したいだけ。

　悪い子にはなっても、母への復ふく讐しゅうではない。そこは絶対に違う。

　……でも、そんな鬱憤がたまること自体、私と母の関係には無理があるのかもしれない。

　黙ってしまった私を見て、美野里が慌てて言葉を重ねる。

「ごめん、脱線したね。今日は、いろはのデート服を選びに来たんでした」

「ううん。美野里が心配してくれてるのはわかる。嬉しいよ」

　首をふるふると横に振り、私はデートに使えそうな服をベッドに並べていく作業に戻る。

「ところで、この何枚かあるワンピースはどなたの趣味？」

　美野里の指し示すワンピース群は、確かに私のワードローブの中では異彩を放っていた。私は苦笑いで答える。

「はは。お母さんの趣味。たまに買ってくるんだよね、こういうの」

「なんていうか、金髪でそばかすの女の子が森で着てたら、しっくりくるようなお衣装ね」

　美野里の形容、わかりやすいなぁ。

　チュールやシフォンのハイウエストワンピースは、背中に大きなリボンがついていたり、花モチーフがふんだんにくっついていたり。なんていうか、〝森ガール〟というよりは〝妖精さん〟感がすごい代物。三、四歳の女の子が同じデザインの服を着ていたら、手放しで『可愛い！』って言えるけど、二十三歳のＯＬが私服で着ていたら、完全に〝不思議ちゃん〟の域だ。母は私に少女趣味を勧めたい気持ちがあるらしく、たまにこういった妖精ウェアを買ってくる。

「試しに着てみてよ」

　美野里が真顔で言うので、私は従う。

　絶対『これでデートに行け』とは言わないはず。そのくらいは、私だってわかる。

　だけど、美野里大先生のファッションチェックの参考になるなら……。

　薄いパープルの妖精ワンピースに袖を通した。襟はスクエア。両肩は出ていて、胸のすぐ下で切り返しのあるハイウエスト型。チュールスカートが妖精さんムードたっぷりだ。

　着替えるなり、美野里が耐えきれないように笑いだした。

「まずい、いろは。異常に似合うよ、その妖精ワンピース」

「ええー!?」

　あり得ないとばかりに目を剥むき、叫ぶ私。

　だって、この浮き世離れしたワンピースが似合っちゃうって、私のキャラはどういう路線なの？

「なにこれ、可愛すぎる！　身長や雰囲気がベストマッチすぎる！　完全に学芸会の妖精役だもん。花冠と魔法のステッキ持たせたい」

　学芸会……幼児体型なのには自信がありますけど、そんなに小学生っぽいですか。そして花冠とステッキは勘弁していただけないでしょうか。

　美野里は、ぶふふと苦しそうに笑いながら、スマホで写真まで撮る始末。

「やめてよ！　記録に残さないで！」

「ＳＮＳにアップするわけじゃないから安心して！　個人的な思い出！　……あー、いろは可愛いよ。マイフェアリーいろは」

「バカにされてる！」

　私はきいきい憤慨しながら、妖精ワンピースを脱ぐのだった。

　結局、私の当日のデート服は、美野里セレクトで決まった。もちろん妖精さんにはならない。当然だ。

　フレンチスリーブの丸襟ブラウスと、薄いブルーのふんわりスカート。通勤服と違うのは、スカートの短さだ。膝より十センチ短い丈にした。

　美野里いわく、脚は出しすぎも出さなすぎもダメとのこと。柏木さんへのアピールはこのくらいにすべし！だそうです。とりあえず、あの妖精ワンピースにしろと言われなくてよかったよ。

　それにしても、母も美野里も、私にあのファンタジーな服が似合うと思っているあたり……三条いろは、自分を見失いそうです。

　そして土曜日、待ってましたのデート当日。

　私はやたら早く目が覚めてしまい、母と自分の朝食を用意すると早速仕度に取りかかった。ちょうどいいから、母が起きてくる前に出かけてしまおうと思ったのだ。

　浮き足立って出かける準備をしているのを見られたら、なにを勘ぐられるかわからない。自分でも迂闊なところがあるとわかっている。母にバレないというのは、本作戦の大前提であり、重要課題である！

　例の服に着替え、メイクをして、髪にコテを当て……。

　ネイルは昨日、久しぶりにサロンに行ってきた。派手なものは会社でＮＧだから、淡いピンクにしてもらった。

　朝食を済ませ、【食べてね】と母にメモを残し、家を出た。




　張りきって新宿に到着したのは、朝八時だった。

　ちなみに待ち合わせは十時であります！　あー、張りきりすぎた。

　恥ずかしいから、待ち合わせ場所には『今来ました』って顔で行こう。雰囲気作り、練習しとこう。

　朝から開いているコーヒーショップに入ると、カフェラテと文庫本片手に時間を潰す。でも、本の内容がまったく頭に入ってこない。気づくと頬が緩んでいる。本で顔を隠し、ニマニマ笑う私って不気味。

　どうやら、私は今日のデートを本当に楽しみにしていたみたい。

　この二週間だって、何度か会社帰りにごはんに出かけた。柏木さんのリードで手を繋ぐことも、見つめ合うことだってできた。

　だけど、休日に待ち合わせて……って、ちょっと違う。普段より一緒にいる時間がぐっと増えるし、もっと柏木さんのことを知るチャンスだ。会社帰りの短い時間じゃできない話だって、今日ならできそう。

　高鳴る胸を押さえ、微笑む。

　そこで、ふと思う。

　ねえ、でも待って。なんか私、浮かれすぎじゃないかな。

　柏木さんはあくまで計画の協力者。私の依頼に付き合ってくれているに過ぎない。私の抱く『デート、嬉しい！』なんて感情は、覚えちゃいけないものじゃない？

　どうせ、この期間が終わったら、私たちは無関係に戻るんだもん。私が会社を辞めれば、接点すらゼロだ。

　ダメダメ、気を引きしめて。柏木さんが優しくしてくれるからって、のぼせ上がっちゃダメだぞ。




　たっぷり二時間後。待ち合わせの時刻に、新宿駅の東口に戻った。

　遠目で見てもすぐわかる。少しくすんだブラウンの髪。整った精せい悍かんな顔立ち。夏物の半袖テーラードジャケットにボーダーのインナー。シティなのにマリン。

　似合っちゃってます、似合っちゃってますよ、旦那。

　あー、カッコいいよう、柏木さん。

　こうして垣間見状態だと、際限なくうっとり見つめてしまう。このままずっと見ていたい……けど、それじゃデートにならない。

　柏木さんが、のろのろ近づいていく私に気づいた。私の姿を見るなり、表情も変えずに言う。

「何時に着いた？」

「え？　えーと、ついさっきです」

「嘘だろ」

　じろりと睨にらまれ、私は一気に挙動不審になる。

　なんで、バレたの？　せっかく〝今来ました顔〟作ってきたのに。私、変なところある？

　すると彼が、私の頭をぐいっと引き寄せた。髪に鼻先をうずめてくる。

　ぎゃっ!!　近い!!

　吐息が髪を縫って地肌に感じられる。この距離感はまずいでしょ!?

　緊張で汗が噴き出す。

　待って、柏木さん！　今、私が臭かったら、それは不可抗力ってやつです!!

「髪からタバコの匂いがする」

　柏木さんがささやくように言うので、ドキドキが加速した。発汗も加速する。

「いろはは吸わないから、どうせ分煙できてない喫茶店で時間潰してたんだろ？」

「……ご明察です。八時に着いちゃいました」

「はやっ!!」

　彼が顔を離して、やや引いた表情をする。

　ああ、やっぱり重いよね。二時間前にデートのスタンバイをする女。

「スカートがしわしわなのも、そういうわけだな」

　柏木さんが腰を曲げ、私のスカートの裾を引っ張る。

　本日一番の気合いであるミニスカート!!　だけど、丈より座り皺のほうが目立ってしまうという結果に。

　もう！　いろいろ裏目！

「もったいないぞ、せっかく可愛いのに」

　空気を吸うかのごとく自然に、柏木さんが私を褒める。

　え？　今、なんと？

　柏木さんの不意打ちの『可愛い』発言に、私の頬は見る間に熱を帯びた。

「本当ですか？　可愛いですか？」

「ああ。今日の服、似合ってる。通勤服より柔らかい感じがしていいね」

　えぇ～？　本当ですかぁ？　似合ってるなんて、きゃ～！

　やったぁ、嬉しいなぁ。ウヒヒヒヒ。

　思わずとろけそうになってしまう私は、気持ち悪い反応を精いっぱい隠し、頬を押さえてうつむいた。

「で、今日は映画の予定だけど、なににするか決めた？」

「あ！　はい！　歌か舞ぶ伎き町ちょうのシネコンでやってるんですけど」

　スマホの画面に、今日観る予定の映画の公式ページを映す。

「え？　これ？」

　柏木さんが変な顔をする。

「はい、これです。十時半から上映予定です」

「『猫まっしぐら』。なに、これ」

「猫五匹と家族のドキュメンタリー映画です！　笑いあり、涙ありの感動巨編だそうですよ！　ネット評では星五つで絶賛です！」

「ふぅん」なんて、彼が色のない笑顔を作る。

　反応、薄ぅ。どうやら三条いろは、映画選びまで外したみたいであります。

　デートだし、恋愛映画とかにすればよかったのかな。でも、この猫物、絶対見たかったんだもん。きっと、柏木さんだって楽しんでくれると……。は！　もしや！

「もしかして猫アレルギーですか!?」

「たとえ猫アレルギーでも、映画観て苦しくならんわ」

　彼が鋭く切り返す。

　で、ですよねー。

「嫌いじゃないよ。わかった、行こう」

　柏木さんは諦めたようにため息をつくと、私の手を握った。

　指を絡ませた、正真正銘のカップル繋ぎ！

　この前の彼の姿が甦よみがえる。

『怖くない』

　そう言って、私の緊張をほぐしてくれた。

　効果抜群です。今は柏木さんと手を繋いでも、不安はない。身体も強張らない。

　胸の奥がぎゅうぎゅう苦しく疼うずく。だけど、嫌な感じじゃない。

　不思議。

　すごく不思議な感覚だ。




　映画は期待していたより、ずっと面おも白しろかった。終始画面は猫だらけで癒いやされまくりだし、彼らのいたずらや仕草が可愛らしくて、ずーっとキュンキュン。

　シャムのミャアちゃんが死んでしまうシーンは、思わず涙が出た。横で鼻をすする音が聞こえたから、柏木さんも平静ではいられなかったみたい。

　ともかく、シネコンを出る頃には彼の様子は変わっていた。なんだか周囲の空気が柔らかい。

『こんなの観るの？』と暗に言われた映画が面白かったわけだから、私も面目躍如だよね。

　ランチは近くのイタリアンに決め、映画のパンフレットを片手に入店する。混み合った店内には空き席がちょうどひと組分。回転もよく、私と柏木さんの注文したパスタはさほど待たずに到着した。

「いろはは、猫好きなんだ。飼ってるの？」

「あ、好きといえば大大大好きなんですけど、母が猫アレルギーで飼えないんです」

「そっか、残念だな。うちの実家は三匹飼ってるよ、雑種だけど」

「ええ！　そうなんですか？　立派な猫好きじゃないですか！」

　猫好きという評が不満らしく、柏木さんが顔をしかめる。

「猫が好きなのは、うちの母親。捨て猫や、産まれてもらい手がつかない猫をすぐ連れてきちゃうんだよ」

「情が深い、素敵なお母様ですね」

　猫好きに悪い人はいない……はず。優しいお母様の元で育ったんですね、柏木さん。

　彼はすでに、自分のパスタを片づけてしまっている。私は慌てて口にパスタを運ぶ。

　男性って食べるペースが違うんだよね。柏木さんとデートするようになってから、ようやく気づいたけど。

　それにしても、映画を観たら、いよいよ猫が飼いたくなってきたなぁ。未来の旦那様は猫が平気な人だといいなぁ。

　そんなことを考えながら、タリアテッレを頬張ると、柏木さんが思いついたように言った。

「そうだ。このあとは猫カフェに行ってみようか」

　猫カフェ？

　問い返したいけれど、もぐもぐと口を動かしている最中で喋れない。

「行ったことある？」

　ない。ないです。

　首を横にぶんぶん振って否定する。

「じゃ、決定。移動するからな」

　口いっぱいのまま、コクコクと頷いた。




　中ちゅう央おう線に乗って吉きち祥じょう寺じまで移動する。吉祥寺は、柏木さんがひとり暮らしする街だ。

　もしや、猫カフェなんて言いつつ、おうちに誘われちゃったのかしら！　『うちで実家の猫の写真でも見てくか？』なんて言われちゃったりして！

　そのままベッドに押し倒されることも……なきにしもあらずではないでしょうか？休日の彼はちょっと大胆、なんちゃって？

　一応、下着まで完全武装しているし、それはそれで準備万端なんだけど、心の準備がなぁ～。どうしよう～。

　……そんな私の妄もう想そうをよそに、柏木さんが連れていってくれたのは、正真正銘の猫カフェだった。

　よかった、暴走妄想を口に出さなくて。せっかく面目躍如だったのに、またドン引かれるところだった。

　店に入る前に、柏木さんがびしっと人差し指を立てて言う。

「先に言っておくが、ここの猫たちは勝手に触っちゃダメだ」

「ええっ!?　猫カフェなのに？」

　私の想像する猫カフェって、終始猫にモフモフしっぱなしだと！

　ダメなの？　お触り禁止なの？

　彼が玄人くろうとっぽく言う。

「このカフェのコンセプトは、猫へのリスペクトなんだよ。猫が自由に近づいてくるのを待つ。脚に擦すり寄ってきたり、膝に乗ってきたら撫でてもよし。抱っこは厳禁。猫の自主性を重んじてるんだ。主役は猫。わかった？」

「はい！」

　私はしっかり返事をしつつ、頭の中では思っていた。

　この人、やっぱ猫好きだよね……って。

　カフェはアニメにでも出てきそうなファンタジーな内装。入店すると、十五、六匹の猫が見えた。それぞれ、カーペットやキャットタワーでくつろいでいる。お客さんはカップルや女性客が五組。

　私と柏木さんは、やや低めのテーブルと椅子に着く。私はいいけど、百八十センチくらいある柏木さんは窮きゅう屈くつそうだった。

　飲み物と数量限定の猫のおやつを頼むと、注文が届く前に一匹の猫が近づいてきた。

　ノルウェージャンフォレストキャットかな。大柄で、毛足の長い白地に、顔と背が茶色の可愛い子だ。

「お、よもぎ。来たな」

　柏木さんが声をかけると、わかっているかのように脚に擦り寄ってくる猫。

「よもぎって、この子の名前ですか？」

「……そうだよ」

　一転、バツの悪そうな顔になる彼。

　どうやら、発作的に呼んでしまったようでしたけど、柏木さん、もしやこの店の常連でしたか？　今、ご指名のよもぎちゃんが来てくれて、さらっと親密さを見せちゃったこと、後悔してるでしょう。

「誤解するなよ」

　思いっきり言い訳っぽく、柏木さんが言う。

「前、付き合ってた子が猫好きで、連れてきたことがあるんだよ。それだけだから」

　しかし、とても一度か二度の出会いではないことは、よもぎが証明している。よもぎは彼の膝にひらりと飛び乗ると、甘えたように顔を上げたからだ。『ねえ、喉撫でて』とでも言うように。

　まあ、いいか。柏木さんが認めなくても、猫好きってわかったならそれで充分。そんな共通項が、すごく嬉しい。

　私はそうっと彼の横に移動し、柔らかい素材の床にひざまずく。よもぎの背中に手を当ててみた。

　あったかい。

　よもぎは嫌がる素振りもなく、おとなしくしている。手を滑らせて撫でると、こっちを見た。

　可愛い顔。でも、なんだかその表情は挑戦的にも見える。

「よもぎちゃん、柏木さんのことが好きなんだね。私が柏木さんを取ったと思ってるでしょう」

「なんだよ、それ」

　柏木さんの口ぶりは、まるで浮気がバレたのをごまかしているみたい。あくまで、よもぎとは深い仲ではないと印象づけたい様子だ。

　私は笑いを噛み殺し、よもぎに話しかける。

「ごめんね。あと一ヵ月くらい、柏木さんを貸してね」

　飲み物がテーブルに届き、椅子に戻った。

　猫のおやつが功を奏し、私もすぐに猫の集団に群がられることになったのだけど、よもぎはいつまでも柏木さんの膝から下りなかった。

　よもぎ。もうちょっとだけ、私を柏木さんの彼女でいさせて。




　猫カフェから出るとすでに夕方だった。ふたりでぶらぶらと吉祥寺駅のロータリーまで歩く。

「どっかでメシ食って解散にするか」

　柏木さんはそう言ってくれるけれど、私は最初から決めていた。

「柏木さん、ありがとうございました。今日はもう帰ろうかと思います」

　はっきりと帰宅の意思を示すと、意外だったようで、驚いた顔の彼が私を見下ろしている。

「え？　……ああ、そう」

　拍子抜けした。そう顔に書いてありますよ。

　今日のデートはすごく楽しかった。柏木さんと普段以上にいろいろな話ができたし、猫好きなんて意外な一面も発見できた。このままもっと長い時間一緒にいたい気持ちはある。

　だけど、一日拘束してしまったし、私も自分にブレーキをかけたい。柏木さんと手を繋ぐたびに湧き上がってくる喜びを、少し抑えたい。

「また、お付き合いお願いします」

　私が頭を下げると、彼が答える。

「今日は初心者コースだったから映画だけど、次回はテーマパークにしよう」

「映画とテーマパーク、どう違うんですか？」

　単純な疑問を口にする。デートの難易度に関係あるのかな。

「映画は黙ってても進む。テーマパークは並んだりで待ち時間が多いだろ。できたてカップルはだいたい話題に困るんだよ」

　あー、なるほど、なるほど。

「でも柏木さん、今日も私たち、あんまり話題に困ってないですよ」

　私は口数が多いほうではないと思っていたけれど、柏木さんが話し上手なので、ついついつられて喋っていた。大学時代のこととか、会社の同期の話とか。それこそ、好きな猫の話とか。

　たくさん喋った分、距離が縮まったように感じてしまうのは、恋愛初心者の勘違いかな。

　柏木さんが当然というように言った。

「だから、次の段階に行くんだろ？　あんまり時間ないんだから、サクサクいかないとな」

　サクサク関係を進めるってことだよね。

　やっぱり、私はあと一ヵ月のうちに、彼と一夜をともにするんだ。

　想像すると頬どころか、顔面全体から首までが熱くなる。

　最初、柏木さんに『抱いてください』ってお願いしたときより、今のほうがずっと恥ずかしい。ずっとずっと胸が苦しい。安易に依頼できた自分が、今となっては信じられない。

　嬉しいような、困ったような、胸が痛いような。……うまく分析できないんだけど。

「いろは？」

　柏木さんが、胸を押さえる私を覗き込んだ。

「どうした？」

「あ！　なんでもないですよ！」

　私は慌てて顔を上げた。

　悩んでちゃダメだ。

　柏木さんが、私の困った計画に付き合ってくれている。そのことで満足しなきゃ。

　彼が少し屈かがんだ格好で、私の顔をまじまじと見つめる。

「デートが終わるの、寂しい？」

　思わぬ質問をされたのは、改札階へ上がる階段の手前だった。図星をつかれて、慌てる。

「はは。大丈夫ですよ」

「そう。俺は少し寂しいよ」

　横を多くの人が通り過ぎていく中、そんなことを言う柏木さん。声がびっくりするくらい柔らかくて、本当にちょっぴり寂しそうに聞こえる。きっとこれは、恋人同士の別れ際っていう雰囲気を作ってくれているんだと思う。

　だけど、鼓動は踊りだす。ドンドンドンとうるさいくらいに。

「柏木さん……私」

　私も少し寂しい。でも、口に出しちゃいけない気がする。

　不意に柏木さんが私の腕を掴んだ。

　そのまま引き寄せられる。気づけば、彼の胸に顔をうずめるかたちで抱きしめられていた。

　息が……止まりそう。

　凄すさまじい緊張感と同時に、確かに感じる高揚と歓喜。

　雑踏の中、抱きしめられるなんて、ドラマの中だけのことだと思っていた。現実に起こっていることが信じられない。

　そして私を抱きしめているのが、柏木さんであるという紛れもない事実。

　額に柔らかい感触を覚えた。

　それが柏木さんの唇だと気づいたのは、キスが終わってからだった。

「ファーストキス。おでこだけど」

　柏木さんがいたずらっぽく言い、子どものように笑った。

　そんな無邪気な顔、するんですね。

　私は緊張で潤んだ瞳で、彼を見上げる。

「……ありがとう……ございます」

　本当に嬉しくて、幸せで、泣いてしまいそう。

　このままいたら、もっと離れがたくなる。抱ほう擁ようからゆっくりと逃れ、頭を下げた。

「また来週！　失礼します！」

　踵を返すと、改札まで階段を駆け上がった。

　後ろを振り向かないように注意して。




　先週のデートが私の心を温めている。

　月曜日のオフィス。私は鼻歌でも出そうな勢いで書架に向かっていた。いつもの書類整理も全然億おっ劫くうじゃない。

　彼氏とデート。こんなに楽しい気分になるんだ。柏木さんに感謝だ。

　彼が『ゆっくり関係を進めよう』と提案してくれなければ、私は幸せなデートを体験することなんてできなかった。きっと男性への不安感を抱えたまま、お見合いに踏みきっていたに違いない。

　同時に考えるのは、柏木さんの中で私の評価は変わっただろうかということ。

　浅はかに初体験の相手を物色していた私を、彼はやや軽蔑気味だった。『優しくしてあげられる自信ない』なんて言っていたもん。関係進展に時間をかけるのは、柏木さんの私への悪感情を払ふっ拭しょくする狙いもある。

　結構一緒に過ごしてきたけど、少しは……嫌な女じゃなくなったかな。

　でも私、柏木さんに好いてもらえる要素、いまだゼロパーセントな気もする。いいところ、なにも見せてないもんなぁ。

　背伸びしながらバインダーを取ろうとしていると、後ろから手が伸びた。

　私の代わりにバインダーを引き出してくれたのは、志辺さんだ。データ管理部では一番の年長者。私とは親子ほども年齢が違うオジ様。

「ありがとうございます。志辺さん」

「三条さんには大変な部署だよなぁ。脚立を使っても、一番上の棚は手が届かないだろう」

　志辺さんの口調は、からかうようなものじゃない。私は優しい彼にわざと噛みつく。

「そんなにちっちゃくないですよ！　脚立で背伸びすれば一番上だって届くんです！」

「脚立で背伸び。危ないなぁ」

　志辺さんが笑う。白髪交じりの髪と、年の割には皺のくっきりした顔が、彼の柔らかい雰囲気をアップさせている。

　志辺さんといると、父親のいない私は父おや娘この疑似体験をしている気分になる。勝手に思っているだけだけど。

「ところで三条さん、ちょっと相談があるんだけど、いい？」

「はい。いいですよ」

　バインダーを受け取り、志辺さんのあとにくっついてデスクスペースに戻る。

　山梨部長は会議、宇都宮さんは社内研修、吉永さんは本日お休みという空のフロア。志辺さんの横のオフィスチェアに座る。

「これ、わかるよね」

　彼がパソコンのディスプレイを指す。

「はい。志辺さんの作ったデータベースですよね」

　志辺さんは、社内の膨大な資料のすべてを管轄している。ただの整理というレベルではない。毎日やってくるすべての資料に目を通し、関わっている企業や共通する部材などによって、内容ごとに分類して管理している。

　例えば、営業部が『青あお木き建材に関わる資料がすべて欲しい』と言えば、検索ワードで十年遡った資料まで取り出せる。

『バーマーク社の熱ねつ可か塑そ性せい樹脂のうち、宍しし戸ど工業から原材料を仕入れている製品だけ知りたい』

　こんな一部の情報でも検索可能なのは、志辺さんが資料を完全に理解して、データベース化しているからだ。

　書類を紙ベースで保存するのは十年間、というのが社内規定。でも志辺さんがデータ化してくれたおかげで、社員はそれより以前の資料もデータで閲覧できる。

「これを、三条さんに引き継ぎたいんだ」

　志辺さんの口から出た思わぬ依頼に、私は目を剥いた。

　え？　こんな難解なデータベース化処理を、新人の中でも特に出来の悪い私に？

　そりゃあ、データ管理部の新人は私だけ。でも引き継ぐなら、ベテランの宇都宮さんか山梨部長じゃない？

「に……荷が重いです！」

　こんなとき、あっさり拒否してしまうあたりが、ゆとり世代なのかもしれない！

　でも、無理なものは無理だ。志辺さんのデータベースは社内的にも重要で、頼りにしている営業マンがいっぱいいる。それを私に引き継ぎ？

「志辺さん、定年までまだあるじゃないですか。そんな急に、私に引き継ぎなんて」

「うん、そのことなんだけどね。俺、再さ来らい月げつ末で、早期退職の予定なんだ」

「ええっ!?」

　志辺さんの新たな告白で、私はすっかり狼狽した。

　荷が重い話の上に、お父さんみたいな志辺さんがオフィスからいなくなるなんて。胸に焦りと悲しみが一緒くたにやってくる。

　彼は頭をポリポリとかきながら、なんでもないことのように話しだした。

「女房がね、この前、乳ガンの手術をしたんだ。手術はうまくいったんだけど、結構気力も体力も落ちちゃってね」

「それは……大変でしたね。志辺さん」

「俺が営業部にいた頃は、女房はほとんど母子家庭みたいな状態で頑張ってくれたんだ。俺が今、女房にしてやれることってなにかなと考えてね。それで、娘夫婦がいる小お山やまに家を買って移り住もうかって」

　私は理解を示すために、何度も頷く。寂しいけれど、奥様のためにと言われたら、私に引き止める権利はない。

「ちょっと厄介な仕事だけど、この部署で一番若くて未来のある三条さんに任せたいと思ってるんだ。宇都宮くんや山梨部長も手伝うから、お願いできないかな」

『はい』と答えるべきなんだろう。

　お世話になったお父さんみたいな志辺さんを、安心させたい。憂いなく退職させてあげたい。

　だけど、私が受けていいものじゃない。だって、お見合いをして結婚が決まったら、母は私にこの会社を辞めさせるだろう。母にとって、私の仕事はさほど重要じゃない。有名私大を出て、有名商社に入社したという肩書作りのためでしかない。だから私が入社した時点で、紫藤山商事に母の興味はないのだ。

「すぐじゃなくていいから、少し考えてくれるかな。引き継ぎのこともあるし、一週間ほど」

　優しい志辺さんは、私が答えあぐねているのを許してくれた。

　私は今できる精いっぱいのこととして、彼に頭を下げた。







柏木 一はモヤモヤする　～嫌いじゃないから、苛立つんだ













　現在、俺のスマホの画面には面白い画像が映っている。

　昨日、オフィスに出勤すると、斉田さんがニマニマしながらやってきた。

『どうか、受け取ってください』と送られてきた写真。メール添付じゃなく、同じ機種同士だからできる通信機能で送られてきた、高画質のそれ。

　……もう、全力で吹きました、俺。

　そこには、いろはが映っていた。いろははいろはなんだけど、格好が大問題。ふわふわの浮き世離れしたワンピースに身を包んだ彼女が、不満顔でこっちを見ているではないか。

『フェアリーいろはです』

　斉田さんが真顔で言った。

　フェアリーって！　二十三歳女子が妖精さんって！

　斉田さんいわく、この格好は彼女の母親である三条姫子の趣味らしい。すごい趣味だな、お母さん。

　しかし、不思議といろはに似合っている。こんな妖精コスチュームがしっくりくるとは……。

　三条いろはという女は、顔は元々童顔だし、背も低いほう。身体つきは華きゃ奢しゃというか幼児だ。肩までの髪は、本人が言うには天然パーマだそうで、ふわふわしている。それが嫌で社内ではヘアクリップでまとめているらしいけど、デートのときは垂らしていた。

『朝、コテで伸ばしても、午後にはふわふわになっちゃうんです』なんてぼやいていたっけ。

　うーん。彼女を作り上げるすべての要素が、このフェアリーコスを肯定しているという現実。期間限定ではあるけれど、俺、すごい子と付き合ってんな。

　少なくとも、過去に付き合った相手で、こんな格好がバカみたいに似合う女はいなかった。俺好みの、スタイルがよくて顔も綺麗系で……っていう女がこの服を着たら速攻拒否だけど、いろはならありだな。やたらと可愛く見えるし、この不機嫌な表情がまたいい。

　妙に感心しながら、何度もその写真を開いて見てしまう。

　もう、いっそ待ち受けにしようかな。ロック画面かなんかの。

　そうだ。そんで本人に見せて反応を観察しよう。どんな顔をするかな、いろは。

　きっと真っ赤になって、『消してください！』なんて懇願してくるだろう。その顔はちょっと見たい。

　先週の土曜日、いろはとデートした。映画、猫カフェ、おでこにキスというコースは、結構楽しくていい思い出。

　そうそう。〝猫好き〟っつう弱点がバレた分、俺だって多少はあいつの弱みを握ってもいいだろう？

　猫好きなんて、男にとっては暴露されたくない秘密だし、猫映画で鼻をすすっていたとか、ひとりで猫カフェに行っていたという疑惑も黙っていてもらいたいものだ。口止めにはちょうどいいよな、妖精コスは。

　現在は昼休み。いろはには今夜会う予定だったりする。

　さて、なるべく早く上がれるように仕事しますかね。




　昼休みの終わり頃までパソコンに向かい、昼休憩と外出を兼ねてフロアを出たのは十二時五十分。

　一階の総合受付手前の廊下に、よく知っている背中を見つけた。グレーのベストとタータンチェックのスカートという、紫藤山商事の制服に着られている感の強い女。

「いーろは」

　後ろから声をかけると、いろはが小柄な身体をびくっと弾ませた。ぶんっと振り向くと、首筋の後れ毛がふわっと軽く舞い上がる。

　彼女は少し焦った顔をしていた。

「柏木さん……」

「どうした？　……って、おまえ、すごい荷物」

　いろはの手には盆。そして、うどんだか蕎そ麦ばだかの器が五つ積み重なっているじゃないか。

「松しげの器じゃん。なに？　デー管は今日の昼、みんなで出前？」

「あ……そうなんですけど」

「とりあえず持つよ。受付の姉さんたちに渡すんだろ？」

「はぁ……ですが」

　彼女はなにやら歯切れが悪い。

　どうしたっていうんだ。でも、俺も話を聞く時間がない。社外でアポイントがあるから、その前に昼メシは済ませたい。

「ま、いいや。俺、これから外出だからついでに受付に渡してくわ」

「そんな！　悪いです！」

「いーの、いーの。あ、今夜、予定どおり高たか田だの馬ば場ばに二十時で」

　俺はいろはの手から盆を奪い、困り顔の彼女に約束だけ念押しして、背を向けた。受付の女子社員に盆を渡したとき、ものすごく変な顔をされたのも気にしなかった。

「デー管の分。よろしくー」

　呑気に言い残して外出したのだった。




　その日の夜は、高田馬場からほど近いバーでジャズのイベントがあった。

　大学の友人がチケットをくれたんだけど、いろははきっとこういう場所が好きなはず。ちょっと気の利いた大人のデートっぽくなるし、ちょうどいいだろうと連れてきたものの。

「いろは、なんかあった？」

「はい!?　……なにもないですよ？」

　慌てたように、元気な声を張り上げるいろは。

　なにもない雰囲気じゃないんだけどな。いろは本人がどうも上の空なのだ。

　いや、正確にはジャズの演奏が始まると、彼女はうっとりと聞き惚れる。しかし演奏が終わると、なんだかぼんやりしてしまう。

　曲の余韻というわけじゃなさそうだ。だって、今日いろはと待ち合わせた瞬間からこうなんだから。

　どうしちゃったんだ、こいつ。変な女だとは思っていたけれど、覇気がない女ではない。いつだって楽しそうに、くるくる表情を変えるやつなのに。今日はまったく呆ほうけている。なんだか、輪郭すら滲にじんで見える。




　演奏がすべて終わり、ジャズバーはそこでおしまい。腹も減ったしと、近くのダイニングバーに入り直した。

　目の前にドリンクが到着したのが、いい機会だ。いろはの目を覚まさせてやろうと、とっておきのものを出す。

「いろは。なあ、これ見て」

　俺が見せたスマホの画面には、斉田さんからもらった妖精いろはが映っている。

　彼女の顔色が変わった。口に運ぼうとしていたウーロン茶をテーブルに戻すと、俺のスマホに飛びついてくる。

　お、こいつ、思ったより機敏に動けるぞ。

「きゃあああ！　やめてください！　消してください！」

　予想以上の反応に、俺は嬉しくなった。

　なんだ、元気だ。それに、慌て方のクオリティが最高。

「なんでー？　可愛いじゃん」

　完全にいじめっ子の顔でニヤニヤ笑ってしまう。背を反らし、いろはが届かない後ろのほうへ腕を伸ばす。

　対面の席から身を乗り出して、彼女はスマホを奪おうと必死だ。

「美野里ですね!?　美野里が柏木さんに送ったんですね!!」

「そうそう。可愛いから見てほしいって。似合うなー、いろは。テーマパークのキャラクターに紛れててもしっくりくるぞ。今度、この格好で行ってみるか」

「嫌です！　断固拒否します！」

　涙目で抗議するいろはは可愛いけれど、さすがにいじめすぎな気分になってきた。

　反対の手でいろはの肩を掴む。それから素早く、彼女の耳元に唇を寄せた。

「悪かったよ。からかいすぎた」

「柏木さん……」

　いろはは写真を取り戻すため奮戦した興奮と、俺との距離の近さに首まで真っ赤になっている。

　あー、こういう顔は結構悪くないんだよな。舌の根も乾かぬうちに、またからかいたくなる。

　思いきって耳に唇を触れさせ、ささやいた。

「代わりに、処女くれるとき、その格好してよ」

　ひゅっという音とともに、いろはの呼吸音が消えた。

　あれ。息してないんじゃないか？　口がぱくぱく動くだけだぞ。

　元から大きな目がさらに大きくなり、こぼれそうに見開かれている。よろよろと席に座り直す彼女は、かろうじて呼吸機能を取り戻したものの、言葉に詰まっているようだ。真っ赤な顔のまま、うつむいている。

　俺が『冗談』とからかいを謝罪する前に、いろはが宣言した。

「柏木さんのご趣味が……そういう方向でしたら……私も努力します」

「ぶはっ!!」

　ビールなんか口に含むんじゃなかった。

　からかったつもりが本気のボケを返されて、俺は全身でむせた。

「か……柏木さん！　大丈夫ですか？」

「バカ！　冗談に、わけのわからん答えを返すなよ！」

　恐ろしいことを言いだすやつだ。気管に入ったビールをゲホゲホと吐き出すと、いろはは赤い顔のまま焦りまくっている。

「冗談なんですか？　ええ？」

　女に〝天然〟はいない。これは俺の持論だ。だから、いろはは真性のバカであると認定している。

　しかし、バカのレベルが神クラスの場合、俺はどうしたらいいんだ。いちいち丁寧に突っ込んでいいのか？　これは矯きょう正せいを試みたほうがいいレベルじゃないか？　つうか、最近慣れてきた自分を感じるよ！

「あの……でも本当にお好みがあるんでしたら、事前に言ってくださいね。可能な限り準備しますので」

　おずおずとうつむきがちに、いろはが提案する。

「は？」

　彼女の言った意味を一瞬図りかねるけれど、すぐに理解できた。

　ああ。頼むから、もうそこから先は口にしないでくれ。

「下着の好みですとか、避妊具の形状ですとか、道具の有無ですとか……。あとは、お好きな体位もおっしゃっていただければ、事前に勉強とストレッチをしておきます」

　俺が口を押さえる前に、いろはが恥ずかしいそれらを言語化してくれた。

「バカかっ!!　でかい声で言うことじゃない！」

　大慌てで立ち上がり、いろはの言葉を止めようと手を伸ばす。彼女は自分の主張を言いきるために、俺の手を避けて言った。

「いえ！　でも重要なことだと思いますので！　特に体位は、女性誌の特集で見てもなかなかアクロバティックなものも多くて、身体が硬いと男女とも素晴らしい快感が得られないと……」

「いーから、黙れ!!」

　静かなダイニングバーの中で、でかい声で叫んでしまったのは俺のほうだった。

　……バカいろは。おまえのせいだからな。




　軽くピザをつまみ、一杯飲んだだけで、俺たちはそれぞれ帰路に就いた。

　いろははあまり遅くなれないし、変な痴話喧げん嘩かをしているカップルに見えただろうから、早く店を出たかった。

　フェアリー画像の一件から、いろはの態度は普通に戻ったように見えた。

　なんだ、やっぱり気のせいかな。案外、仕事で疲れていたのかもしれない。いろははデータ管理部で資料の整理整頓なんかをしているはず。紙で届く膨大な資料を書架に移すなんて、彼女の細腕じゃ大変そうだ。

　山手線に乗り、新宿でいろはと別れたあとも、それ以上なにも気にしなかった。




　その週の金曜日のことだ。

　水曜、木曜と夜に時間が取れなかったので、今日の夜、いろはと食事に行く予定になっている。こういう日は、ちょっと気合いを入れて仕事しなければならない。

　デートが楽しみだから……なんて気持ち悪い考えじゃないぞ。断じて違う。

　俺の部署、そして俺の仕事は忙しい。常時いくつかの案件を、他社や他部署と一緒に抱えている。俺が休みたくても、周囲が休ませてくれないことは充分あり得る。

　突発の予定変更は仕方ないにしても、今目の前でこなせる仕事は速やかに済ませておくべきだ。そうしないと、いろはを待たせたり、がっかりさせたりすることになりかねない。

　この気持ちはあくまで責任感。いろはの反抗期の共犯者になるって決めたんだから、俺にできることは手抜きせずやってやりたい。

　だけど、こんな〝彼女に対する責任〟は久しぶりだ。

　もう三年はまともな恋愛をしていない。女子とのデート自体、いろはで丸三年ぶりだもんな。関係を持った女の子たちは、俺の家か彼女たちの家、あるいはホテルで楽しく過ごして終了だった。

　来る者拒まず、去る者追わず。社内で一番のタラシ。俺にはお似合いの称号だ。だから、ひとりの女に尽くすなんて本当に久しぶり。

　いろはの初体験に付き合うと決めてから、俺は外で女と遊んでいない。社内では最近、誘われることも少なかったし、わざわざ社外で欲求を満たすこともしていない。

　だって、仮にも今はいろはの彼氏役だ。いろはに独占されてやるのが、引き受けた俺の責任だろう。

　彼女のために、できることをしたいだなんて。発端が責任感か恋愛感情かの差というだけで、やることは大差ないんだな。

　ちょっと懐かしい彼氏彼女ごっこだ。こんな感じだったっけ、と温かい気持ちで思い出せたのは、いろはのおかげだと思う。




　定時の十八時を三十分過ぎた時点で、仕事の片がついた。明後日はいろはと都内の遊園地に行く予定だから、残りは明日の土曜日に出勤して確認しよう。

　パソコンをシャットダウンし、フロアに残る多くの社員に「お先に失礼しまーす」と声を張る。

「柏木ぃ、合コンか!?　今日のメンツはぁ？」

　営業企画部の代だい田た橋ばし部長のからかい声が飛ぶ。みんなが笑う。俺は平気な顔で乗っかって答える。

「そうなんですぅ。二丁目のお姉さんたちと」

　男性営業からも女子社員からも、笑い声と突っ込み。

「女だけじゃ飽き足らず、そっちもかよ、柏木！」

「柏木さん、やだぁ！」

　自分史上最高に爽やかに手を振り、フロアをあとにした。

　いいんだよ、俺のキャラなんてこんなもんで。まともに恋愛する気がないのは、みんな知っている。だから、どこまでも遊び人で通す。




　一階のエレベーターホールに降り立ち、トイレでも寄っていこうかな、とエントランスとは逆方向に進路を変えた。すると……。

「――さんさぁ――だよね」

「――わかった？」

　女子トイレからぼそぼそと話し声が聞こえる。

　否、女子トイレじゃない。その手前だ。はるか昔、このスペースに公衆電話が置かれていた。そんなわずかにくぼんだスペースが男女トイレの手前にある。微妙に周囲から見えづらい位置なんだよな。

「すみません」

　今度は、はっきりとした声が聞こえた。

　あれ？　この声って。

「すみません、じゃないし、三条さんに言いたいのはそういうことじゃないわけ」

　今度はきつめの女子の声。

　今、やっぱ『三条』って言ったよな。

　俺は反対側の角に移動し、ちょうど壁と柱の隙間に身を隠した。伸び上がって件くだんのスペースを覗く。

　いた。

　やっぱり、いろはがいる。しかしその状況は、どう見てもおかしい。

　いろはが最奥に追いつめられた格好で、その前には制服姿の三人の女子社員。

「柏木くんとは付き合ってないんでしょ？」

　俺の名前？

　そう言った、制服に受付嬢用の色柄の違うスカーフを合わせている女は、田た亀がめだ。同期で、一昨年前に二回ほど寝た。

『私、割りきってるから』とか言って、俺に執着してる感じはなかったやつ。ベッドの中でも格好つけているようで、いまいち合わなくて関係は終わり。

「はい。付き合っていません」

「じゃあ、なんであんたみたいなのが、柏木さんと休日に新宿で映画観てんだよ!!」

　若干口の悪い返しをしているのが、経理部の検け見み川がわ。確か、一歳下。

　ああ。この子は去年一回、飲み会のあとにそういうことになったっけな。

『付き合わないよ』って念押しして寝たけど、終わったそばから『やっぱり付き合って』と泣きだした面倒な子。もちろん、それ一回で関係終了したけど。

「それは……映画館で、偶然お会いしただけで」

「はぁ？　そんな偶然ある？　三条さんが無理やり誘ったとかじゃないの？」

　甲高い声で怒鳴るのは、販促一課の花はな澤ざわさん。ふたつ年上の先輩で、去年一ヵ月くらい関係があった。

『彼氏がいるから、柏木くんとは遊びね』なんて言ったのに、最後は『彼氏と別れるから付き合って』となってしまった。それで俺が引いて終了。

　ここまで並べると俺、最低最悪の男だけど、一応最初は〝遊び〟という同意の上で寝てんだよ？　勝手に本気になられて、泣かれて、正直迷惑……イヤイヤ、待て待て。

　つまりは今いろはに絡んでいるのは、俺が過去に振った女子ってことか。

　え？　こわっ。女ってそういうもの？

　だいたい、三人とも俺を狙ってるなら、どうして徒党を組むわけ？　ライバルだけど共同戦線を張って、俺に近づく女を排除しようってか？

　うおお、マジか。気持ち悪すぎ。どうりで、社内の女子がここ半年以上、俺を誘ってこないわけだ。こいつらの裏工作のせいかよ！

　考えてみたら、いろはと付き合う前に女子とエッチしたかったときは、社外の子ばっかと会ってたもんな。

「この前のお昼だって、私が出前の器を受け取らなかったら、ビビって逃げたくせに。柏木くんに泣きついて届けてもらうなんて、小ずるすぎない？」

　田亀が怒りを含んだ声音で言う。

　いや、『受け取らなかった』おまえのほうがクズだぞ。

　合点がいったのは、いろはがあのとき困り顔をしていた理由だ。嫌がらせとして、田亀から返却の器を突っ返されてたんだ。

　田亀、最悪。顔は綺麗で割と好みだったんだけどな。この醜みにくい怒り顔を見たら、男ならみんな引くわ。

「柏木くんは誰とも付き合う気がないんだから。知ってるなら、彼に絡むのはやめて」

　花澤さんがキンキン声で言い、横から検見川がツバでも吐きかねない勢いで怒鳴る。

「あんたみたいなコネ入社は、おとなしくしてればいいんだよ！　男だって、ママに見繕ってもらえ！」

　うわ、本当にひどい。えげつない。

　ここまで滅法冷静に傍観を決め込んできた俺だけど、『コネ入社』のひとことに、ようやくいろはに心配がいった。おっかない女たちに囲まれて、因縁をつけられているだけで不快なはず。そこにコネだなんて、一番言われたくないことだろう。

　彼女は今にも泣きだしそうな瞳を伏せ、唇を噛みしめていた。泣いてはダメだと自分に言い聞かせているようだ。

「……すみません」

　いろはがやっとのことでしぼり出したけれど、三人の女子社員はまだ腹立ちが治まらないらしい。

「すみません、じゃないよ。私ら、三条さんをいじめたいわけじゃないんだから」

　花澤さんが嘲るように言う。

　いや、いじめてるでしょ。

「確約が欲しいの。誓ってほしいのよ、柏木くんに近づかないって。いっそ誓約書でも書いてほしいくらい」

　誓約書とか怖いことを言いだしたのは田亀だ。おまえらに誓えって、なんでそうなるんだ？　おまえら、そういう役職？

「なんか言いなよっ！」

　検見川が壁を蹴った。

　こいつ、絶対元ヤンだな。俺の前では超お嬢ぶってたのに、本性はこんなやつだったんだ。

　壁の振動にいろはがびくっと跳ねた。萎縮しているようで、言葉を失っている。

『誓って』と言われても、こんな状況で声も出ないだろ。

「週末、よく考えることね。月曜日にまた聞きに来るから。柏木くんに近づかないって誓えるようにしておきなさいよ」

　田亀が捨てゼリフを吐き、三人はオフィスサンダルを鳴らして去っていった。

　ま、俺は面倒なんで、終始隠れてましたけどね。しかし呼び出しって、昭和のスケバンですか。デカですか。

「いろはぁ」

　あっちの三人との面倒事は嫌だけど、いろはを放っておくわけにはいかない。呑気な声をかけながら様子を窺おうと、いろはのいるくぼみに顔を出すと、彼女はその場に座っていた。膝をつき、へたり込んでいる。

「柏木さん……」

　まさか俺が現れるとは思っていなかっただろう。見開かれた目が、いろはの驚きと恐怖を語っていた。

　俺は片膝をつくと、いろはの頬を伝う涙を拭ぬぐった。親指の腹でぐいぐいとこすっても、彼女はされるがままになっている。

「怖かったろ？」

「見てたんですか？」

「ああ。そんで助けに入らなかった。元凶は俺なのにな。ひどい男だよ、まったく。いろはもこんな男に引っかかっちゃダメだぞー」

　茶化してみて、いろはが怒ってくれるのを期待した。だって、本気で俺のせいなわけだから。

　しかし、彼女は力なく首を横に振るだけ。

「なんだよ、その首ふるふるは」

「いいんです。私が柏木さんに絡んでいるのは事実ですし、先輩たちのお怒りもごもっともかと思います」

　いろはは心からそう思っているようだ。

　いや、俺といろはは同意の上で、彼氏彼女契約してるんじゃん。それに、俺が誰と映画に行こうが、あの三人には関係ナッシングなんですけど。

「つーかさ、誓えとか、わけわかんね。いろはも嫌なら嫌ってちゃんと言えよ。あいつらがなにか言う権利ないから」

「そうですね」

　力ないいろはの相槌に、不快な感触がした。

「あいつらみたいな弱虫は群れるんだ。そうしないといじめもできない。はっきり『嫌だ、やめて』って言えば、結構効果あるぞ」

　言いながら、自分の声色にかすかな苛立ちを感じる。俺はなににイライラしてるっていうんだ？

「いろはが言えないなら、俺が田亀たちに言うよ。元は俺が蒔まいた種だし、きちんと刈り取って、根っこも引き抜いてくる」

「いいんです、柏木さん」

「俺が言うのが一番確実だろ？　キモいから、裏でスケバンごっこすんなって」

　畳みかけるように言った俺は、苛立ちをしっかり声音に乗せてしまっていた。

「本当にやめてください！」

　いろはが強い口調で言いきった。涙を拭ふき、立ち上がる。

「私なら大丈夫ですから、なにもしなくていいんです。柏木さんがトラブルの中心に入っていくことはないです」

「はぁ？　また呼び出されるぞ。社内で嫌がらせもされるぞ。それでもいいのかよ」

　俺の問いに、彼女は平然と頷く。

「はい。どうせ私は近い将来、会社を辞める身ですから。我慢も少しの間だけ。むしろ、誰とも交際しない柏木さんを一時でも独占できたんです。そのくらいのペナルティは受けるべきでしょう」

　いろはは弱々しく笑ってみせる。

　なんて、けなげ……なんて思うかっつうの、バーカ。

　俺は苛立ちの矛先に改めて気づいた。

「なんかそれって、ムカつく発言なんだけど」

「え？」

　いろはにとっては思わぬ返しだったようだ。しおれた花みたいに微妙な笑顔を、驚きで歪ゆがめる。

「辞めるからいじめられてもいい、って、なにそれ。究極の逃げ発言だな」

　吐き捨てるように言う。腹が立っているのは、いろはのスタンスだ。

「いろはの思考の根底にはいつもある。『どうせ』っていう卑ひ屈くつが。いじめられるのも、結婚も、『どうせ』逃げられない。それなら仕方ないから受け入れる。……すっげぇムカつく」

　いろはは俺の怒りと苛立ちに困惑している。

　そりゃそうだろう。いろはの考えでは、いじめに対抗しないことも、母親に反抗しないことも同義だ。賢い選択のひとつ。

　だけど、それは『屈している』ことになるんだ。屈した人生を送るやつに幸せなんか来ない。絶対に来ない。

「自分の気持ちとかないのかよ、いろはには」

「柏木さん……あの……ご気分を害されたなら、お詫びします」

　いろはは、俺の怒りを買ったと焦っているようだ。他人と争い慣れていない彼女は、どうにか俺の怒りを解こうと顔色を窺っている。

「そういうとこもムカつく」

　言葉を失い、いろはが黙る。俺は苛立ちに任せて、追い討ちをかけてしまう。

「自分の気持ちを主張しない受け身の人生から抜け出したくて、いろはは俺に今回の計画を持ちかけたんだろう？　一瞬でも、自分の意思で人生を選択したかったからだろう？　それなら、中途半端に屈するな。俺といる権利はおまえが主張しろ。あいつらから勝ち取れよ！」

　言いきってから気づいた。

　なんて傲ごう慢まんな言い様。俺といる権利……よく言うわ。

　でも、言いたかったことは、だいたいこの傲慢なセリフに集約されていたりする。

　ただ、気まずさは消しようがない。いろはの頭に手のひらを置く。ほんの一瞬ですぐに離し、言った。

「悪いけど、今日の夕食はキャンセルで。俺も少し頭冷やす」

　彼女の表情が悲しみに歪みかけた。しかし、すぐに下唇をきゅっと噛みしめるものに変わる。子どものような我慢の表情が、ものすごく愛おしく見えた。

「はい……失礼します」

　いろはは俺の横をすり抜け、小走りにデータ管理部のフロアへと去っていった。




　言いすぎたとき、どう謝ればいいんだろう。

　いや、言いすぎたって言っても、俺もあの発言を撤回したくない。

　その夜、いろはとの約束をキャンセルしておきながら、俺は吉祥寺の駅前でひとり飲んでいた。こうしてチェーンの居酒屋に入っても、考えるのは三条いろはのこと。

　俺、よっぽどあの子に毒されてんな。

　でも、いろはに負けてほしくなかった。あんな筋の通らない女たちにまで、お得意の受け身を披露してやることはないのだ。

　そうしないと、バカでお人よしで世間知らずのいろははこの先、苦労人生確定だ。夫に虐しいたげられ、浮気され、姑しゅうとめにいびられ、ママ友トラブルに巻き込まれ……。人生の負け癖がついちゃうに違いない。いろはが自分の気持ちをきちんと周囲に主張できるようになれば、彼女の世界は劇的に変わるはず。

　いろはは、いいやつだ。単純で猪ちょ突とつ猛もう進しんなところがあるけれど、純粋でまっすぐだ。

　幸せになれる道がいろはに用意されているというのなら、その道を歩いて過あやまたず幸せになってほしい。そのためには、もう少し自分を主張してほしい。

　……いつかの俺みたいには……なってほしくない。

　まるで、家族にでもなった気分だ。

　そこまで考えて、ふと思い至る。

　……そうか。いろはの唯一の家族は、いろはが自分で考えて主張することを望まなかったのだ。ひとりで生きていける力は不要だと判断して、彼女の精神的自立を妨げたのだ。

「それなら、俺がその役割を果たしてやるよ」

　口の中で噛みつぶすように呟く。

　誰も聞いていないとはいえ、公共の場でのひとりごとは恥ずかしい。でも決意にはちょうどよかった。

　スマホが振動する。いろはからメッセージが来た。

【すみません。日曜日の遊園地は、延期してもらってもよろしいでしょうか】

　決意のそばからの拒絶に、気持ちが萎なえかける。

　いや、狭量はよそう。

【ＯＫ】

　そう送って、すぐにもうひとつ。

【俺は、絶対的にいろはの味方。なぜなら共犯者で彼氏だから】

『ムカつく』なんて言ってごめんな。俺が変な女と関係を持ったばっかりに、面倒かけてすまん。

　そこだけは謝りたいけど、それは会ってからにしよう。

　返信はすぐに来た。

【ありがとうございます】

　そっけないメッセージだけど、なんとなく俺はいろはと繋がった気がした。




　翌週の月曜日、定時の十五分後。

　俺はデータ管理部を訪れていた。あくまで仕事を装ってだけど。

「三条さん、ちょっと手貸してくれる？」

　そんなことを言いながら、いろはを書架の影に呼ぶ。

「これからあいつらに会う？」

　声をひそめて問うと、彼女は頷いた。

「十八時半にトイレ前に呼び出されています。たぶん誓いの儀式をさせられるのだと」

　いろはは屈託なく答える。その様子を見て、心配ないのだとわかる。

「俺、一緒に行こうか？」

　念のため聞いてみる。案の定、彼女は首を横に振った。

「ひとりで大丈夫です」

　それから俺は用事があるふりをしてデータ管理部に居残り、いろははマイペースに仕事を片づけていた。そして時間ちょうどに、彼女はフロアを出た。俺も大概暇なもので、後ろをついていく。

　あの三人衆に見つからないように、今回も壁と柱の隙間に身をひそめ、事態を出歯亀する。

　連中はすでに待ち構えていた。

「遅かったじゃない」

　花澤さんが最初に口を開いた。横で田亀が腕を組んでいる。

「覚悟は決まった？　私たちの前で誓える？」

　おいおい。田亀、覚悟とか言いだしちゃったよ。怖いね。

　検見川がひと際ガラ悪く、いろはに迫る。

「柏木さんに近づかないって宣誓しろよ」

　スケバンお姉さんたちがいろはを囲む。絵に描いたようないじめの図だ。いっそ、滑こっ稽けいで笑いをこらえるのに必死。

　なんで俺がこんなに悠長かって。そりゃ、いろはの判断を信用しているからだ。

「申し訳ありません」

　いろははまず頭を下げた。それから、ゆっくり顔を持ち上げると言いきった。

「柏木さんに近づかないとは誓えません」

「はぁ!?」

　田亀が廊下に響く声で叫んだ。

「私たちの忠告が聞けないの？」

「はい、聞けません。私と柏木さんは付き合ってはいませんが、まだ行動をともにする事情があります。私にとっては大事な事情です。先輩方のご意見で、このご縁を解消するわけにはいきません」

　いろはの言葉に、検見川が怒りの声を上げる。

「意味わかんない！」

　花澤さんも『意味不明』と言いたげに首を左右に振る。

「あんたバカなの？」

　口々に言われても、今日のいろはは揺らがない。

「誰がなんと言おうと、私は柏木さんから離れません。私の人生を左右することです。柏木さん本人に拒絶されたら、私は引きます。でも、部外者の方々に口を挟まれるいわれはありません。どうか、口出しご無用に願います」

　毅き然ぜんと言いきるいろは。とはいえ、握った拳が震えているのが見える。

　きっと彼女は覚悟を決め、この週末、トレーニングしてきたのだろう。おっかない先輩たちの前で、きちんと意見する練習を。いじめを跳ねのける特訓を。

「……そういう態度なら、私たちにも考えがあるわよ」

　田亀がドスの利いた声ですごむ。この調子で、何人の女子社員を恋の舞台から引きずり下ろしてきたんだろう。

　しかし、いろははきりっと田亀を見据えた。

「どうされますか？　いじめの対象にしますか？　悪い噂を流しますか？　お好きになさってください」

　彼女は冷静に、かつ真剣な面持ちで告げた。

「私になにをしようが、私は屈しません。ですが、柏木さんに迷惑がかかることなら許しません。どんな手を使ってでも、先輩方を叩きつぶします」

「叩きつぶすとか……たかが窓際部署の新入社員が、なに言っちゃってんの？」

　反論する検見川を、ひやりと一いち瞥べつするいろは。ちょっと迫力のある視線だ。

「なにしろ私、『コネ入社』らしいので。みなさんの査定に関わることくらい、できるのではないでしょうか？」

　場が温度を失い、凍りつく。いろはの冷たい視線と言葉によって。

「母は方々に顔が利きますし、たとえみなさんが会社を辞めても、社会的に不自由が生じるくらいには……」

「もういいわよ!!」

　花澤さんが怒鳴って話を打ち切った。田亀も検見川も、真っ青な顔をしている。

　バカだな、あのとき『コネ』だなんて言うから。自分たちで張った罠わなにかかっていちゃ、世話ないぞ。

　いろはもそれを逆手に取った脅おどし返しとは、気が利いている。

「行こう」

　花澤さんに促され、検見川が続く。田亀が最後までいろはを睨んでいたけれど、最後は踵を返してふたりを追っていった。

　三人の足音が遠ざかってから、俺は壁の隙間から出てくる。

「お疲れ！　そしてお見事！」

　褒めたつもりだった。しかし、いろはがへなへなと座り込む。

　やっぱり、だいぶ無理していたようだ。一対三の女の闘いだもんな。

　肩を貸し、いろはを抱き起こした。

「この前は、ムカつくなんて言ってごめん。いろは、根性あるよ。自分の気持ち、押し通せたじゃん」

　やっと謝れたことと、いろはの健闘が嬉しく、このまま抱きしめてしまいたかった。

「いえ……」

　彼女はそう答えるのがやっとのようだ。

「俺も今後は、『来る者拒まず』スタイルだけ考えなきゃな。あんな粘着な女子たちだと思わなかったよ。嫌な思いさせて悪かった」

「いい……んです」

　いろはは緊張からの解放のせいか、過呼吸になりそうなほど浅い息をしている。俺は彼女の呼吸が落ち着くように、背を撫で続けた。

　五分ほどで、いろはが落ち着いてくる。

「柏木さんのおかげです」

　ようやく彼女が言ったのがそれだった。

「俺、言いたいことを言っただけ。そもそもこの騒動って、俺が女にだらしないから生じたものだろ？　いろはは巻き込まれたんだよ」

「そんなのは、柏木さんとお付き合いできたときから覚悟していたつもりです。でも、私だけなら、きっといじめを我慢し続けていました。裏で泣いて、早く会社を辞めたいなんて思いながら。柏木さんのおかげで、先輩たちを撃退する勇気が湧きました」

　いろはは言葉を切って、ほおっとため息をつく。

「……きちんと、言いたいことを言えてよかった。こんなに清すが々すがしいものなんですね」

　まだ硬い表情ながら、晴れ晴れと微笑んだ。すごく印象的な眩まぶしい笑顔。

　へえ、こんな顔もするんだな。

「でも、すっごくビビってたよな」

「はい。正直、嘔おう吐と寸前の緊張感でした。危なかったです」

「吐かなくてよかった」

「本当です。喉までせり上がっていて、何度か飲み込みました。実際に嘔吐していたら、話し合いどころじゃなかったでしょう」

　真面目に返すいろはが、なんだか三割増しでいい女に見えた。言っていることは、相変わらず変なんだけど。

　俺は『いい子いい子』って感じで、いろはの頭を撫でる。彼女が照れて赤くなりながらも、嬉しそうに微笑む。

　もっと、こんな顔をさせたいな。

「明後日……うん、明後日なら休める」

「へ？」

　勝手に決めたことを提案する。

「水曜日、有給休暇取れよ。昨日行けなかった遊園地に行こう。空いてるぞ、平日だから」

「柏木さん、新入社員に有休がつくのは、十月からです……」

　いろはが困った顔で答える。

「新入社員リフレッシュ休暇が一日つくだろ？　それを使えよ」

　我が社の福利厚生の一環として、新人も三ヵ月勤務を終えれば、一日だけリフレッシュ休暇と銘打った有休がつく。

「でも、実際にリフレッシュ休暇を使う新人なんて、風邪をひいたとかのやむを得ない事情だけですよ」

　そうそう。付与されているけど、新人が申請しづらい休暇でもあるんだよな。

「じゃ、仮病使いなさい。いろはのところの山梨部長、めっちゃ優しいからＯＫしてくれるよ、きっと」

　それでもまだ乗り気じゃない生真面目ないろはに、俺は仕掛ける。

「いろはとデートしたいんだよ。さっきのカッコいいおまえを見たら、俺の心、だいぶ動いた」

　真剣な瞳で、心境の変化を伝える。

「え？　本当ですか？」

　いろはが顔を上げた。彼女的には、俺に好かれていないという思いが刷り込まれているはず。

　実際は、ずいぶん前からいろはを〝印象悪い女〟だなんて思ってはいないけど。

「もっと、いろはの違う顔を見たい。もっと一緒に時間を過ごしたい。どう？」

　熱意を込めて告げた言葉は、俺の本心だったように思う。

　いろはが赤くなる。そしてまた、ふにゃっと嬉しそうに笑った。

　そうそう、この顔。焦った顔も、困った顔もいいけど、幸せそうに笑ういろはは、ちょっといい。ぐっとくる。

　俺が彼女を喜ばせている。そのことが余計、俺をわくわくさせる。

「仮病は気が進まないので……私事で休みたいと……言ってみます」

　真面目な答えに納得して、俺は『楽しみにしている』という意味合いの言葉を追加する。

「いいよ、そうして。ダメなら、週末まで我慢するから」

　いろはが頷く。俺は満足して彼女を見下ろした。




　水曜日、俺たちは本当に有休を取って、郊外の遊園地に来ていた。

　どちらかというと古いタイプの遊園地は、観覧車といくつかのコースター、メリーゴーラウンドなんかの定番の乗り物が揃っている。

　夏休み中ということもあり、子どもと保護者は結構来ている。遠足で来ただろう幼児の集団や、赤ん坊を連れた若い夫婦の姿もある。八月初旬、うだるような暑さで、子どもたちですら日ひ向なたは避けているようだ。

　この日いろはは、なんと弁当を作ってきた。このお嬢が料理ができるということ自体、俺には驚異の事実だったけれど、聞いてみたら料理は中学生くらいからやっているらしい。

「母が忙しい人だったので。週に三度ほど家政婦さんが来てくれるんですが、それ以外は私が作っていました」

　家政婦さんが来てくれるあたりはセレブだけど、本当に意外。根っからのお嬢じゃないんだな。

　その弁当は冷蔵機能付きのコインロッカーに預け、まずは全力で乗り物を制覇することに。

　勝手に俺が決めたジェットコースターにも、迷わずついてくるいろは。

　ああ、嫌いじゃないんだな、と俺も安易に乗せたんだけど、乗り終えた彼女はぐでんぐでんになっていた。足腰立たないいろはを座席から引きずり下ろし、ベンチで休ませる。

「苦手なら言えよ」

　俺に合わせようと無理をしているなら、嫌だ。

　いろはは真っ青な顔の前で手を振る。

「違うんです。私、メリーゴーラウンドやコーヒーカップの横回転が苦手で。ジェットコースターの縦回転は、割と大丈夫なはずだったんですけど」

　あ、なるほど。今のコースターは地面と平行の横回転が結構あった。

「わかった。じゃ、これからは縦回転オンリーで」

「はい、縦オンリーでお願いします。ご迷惑をかけないように、私も気をつけます」

「よし。縦探すぞ、縦」

「縦ならおそらく無敵です」

　なに、この会話。

　ともあれ、いろはの要望もあり、フリーフォールや縦回転のコースターを制覇することになった。やたら広い園内をあっちに行ったり、こっちに行ったり歩きまわる。なんだか小学生に戻ったみたいだ。

　しかし、体力は小学生並みとはいかない。俺もいろはも、暑さと日頃の運動不足がたたり、早々に疲れを感じ始めた。パラソルのついたテーブルセットで冷たいお茶を飲みながら、提案する。

「メシにすっか」

「はい！　では、お弁当を出してきます」

　いろはの作ってきた弁当は、基本中の基本という内容だ。からあげに卵焼き、アスパラベーコン巻き、ミートボールに、ミニトマトときゅうりのピンチョス。大きなおにぎりが三つ。

　からあげを口に入れて、俺は嬉しくなった。

「うま！　生しょう姜がが利いてる！」

「本当ですか？」

　いろはも、ぱあっと明るい顔になる。

　からあげを飲み込み、今度は卵焼き。甘い卵焼きはお袋が作ってくれる味とは違うけれど、優しくて安心する味だ。

「いろは、おいしいよ。料理上手じゃん」

「こういう、ちょっとしたものしか作れないんです。母からは、結婚前に料理教室に通って基本を身につけろと言われてます」

　料理教室ね。セレブ妻ってお手伝いさんにメシを作ってもらうイメージがあったけど、良妻としての修業をしておけってことなんだろうな。

　いろはの家庭的な味、好きだけどな。俺は。

　その証拠に、どんどんからあげを消費してみせる。

「これで充分だよ。俺、夕飯にこのからあげ出てきたら、めっちゃ嬉しいもん」

　いろはが照れに照れた顔で、もじもじと笑う。わかりやすく喜んでいるところが可愛い。

　可愛いといえば、今日のいろはの格好だ。遊園地で歩くとわかっていたからだろう、前回のデートとは打って変わって、彼女は半袖パーカーに七部丈のパンツスタイルだ。髪の毛はポニーテールに結い上げ、じゃまにならないことを優先している様子。足元はすっかり馴染んでいそうなスニーカー。

　おいおい、高校生か。デート二回目で気ぃ抜きすぎ。

　だけどこの飾らなさが、いろはの好感度をぐっと上げる。動きまわるデートに、ひらひらのミニスカートだったり、華奢なミュールなんか履いてこられたら、その気遣いのなさに引くもんな。

　中学生か高校生のグループデートかという格好で、俺に濡ぬれタオルを手渡し、手作りの弁当を用意してくれるいろは。そんな彼女を、素直に可愛いと思う。

「柏木さん」

　向かいに座るいろはが俺を呼ぶ。

　急に立ち上がり、パラソルの支柱を超えて腕を伸ばしてくる。それから、俺の頬についた米粒を取り、ぱくっと自分の口に入れた。

「子どもみたいで可愛いです、柏木さん」

　俺はあっけに取られ、自分の頬がかすかに熱くなるのを感じた。

「……今の、ポイント高いよ」

　ぼそっと呟くと、彼女が首を傾かしげた。

「なにがですか？」

　意味がわかっていないいろは。こういうことを無自覚でするあたり、俺が結構揺れていることに、こいつは気づいていないんだろう。

　高鳴る胸の鼓動を抑え、考える。

　お見合い相手にも、いろはは同じことをするのかな。遊園地に弁当持参で来て、相手の頬についたごはん粒を取ってあげるのかな。

　いろはのからあげを食べる資格のあるやつは、別にいる。

　わかりきっていた事実に、少し背筋が寒くなった。今さら、ショックを受けている自分に気づいた。




　一日を遊園地で過ごすには、夏の日差しは暑すぎた。午後の早い時間で、俺たちは帰路に就くことにする。別れ際にコーヒーを飲んでも、会社の定時よりは早く帰宅できるだろう。

　帰る前に、いろはの希望で観覧車に乗った。がらがらの観覧車からは、周囲の山並みや、点在する人家や田畑が見渡せた。

　遠く見えるビル群は新宿だろうか。今頃、会社では同僚たちが仕事中だ。みんなが働いているときに休むのは、少しの優越感と、同量の罪悪感を覚える。

「来週はお盆休みがありますね」

「ああ。でも俺、何日かは出勤だよ」

「そうなんですか？　お忙しいですね」

　俺は遠くを眺めながら頷く。

　最近はお盆も関係ない企業が多い。うちの会社が休みでも客先が仕事なら、俺みたいに密に連携を取っている身は、相手に合わせることも大事。営業企画部の同僚には、やはりお盆返上のやつらが何人かいる。

「ま、だからこうして休めるときに休んでるんだけどな」

「貴重なお休みを私のために、ありがとうございます」

　いろはが丁寧に頭を下げる。

　少し考えるように視線を巡らせてから、彼女が言った。

「私ももしかすると、何日か出勤するかもしれません。柏木さんがいらっしゃる日に合わせたら、一緒に帰れますかね」

　思わぬことに俺は首を傾げる。

「いろはが？　俺に合わせて出ることないよ、せっかくの休みに」

「違うんです。……私、ひとつ大きなお仕事を引き継いだんです。それをものにするのに、平日だけじゃ足りないかなってところで」

　言うかどうしようか迷った……いろはの声音はそんな雰囲気だった。

「大きな仕事？」

「志辺さんが、早期退職のご予定で。営業資料データベースの管理を任されました」

　驚いた。いろはの言う仕事は、データ管理部では一番重要な仕事と言っていい。多くの社員が志辺さんの構築したデータベースに頼っている。

「悪いけど、大丈夫か？」

　率直に聞く。いろはの能力的に、そしていずれ結婚で辞める身で……。

「最初は断りました。私じゃお役に立てそうもないし、近い将来、会社を去る身ですから」

　彼女は苦笑いで続ける。

「でも、この前柏木さんに言われた言葉が大きかったです。自分のやりたいことは主張しろ、って。いろいろ考えましたが、私は志辺さんの仕事を引き受けたかったんです。だから、勇気を出しました」

「いろは……」

　俺の言葉なんかで、彼女の気持ちがそんなに動いたのか。申し訳ないような、嬉しいような、不思議な気持ちだ。

「考えてみたら、結婚が決まっても、式までは時間がありますもんね」

　明るい口調でいろはが続ける。

「旦那さんになる方が理解してくださるなら、妊娠しても出産までは働けるかもしれないし。その間に優秀な新人が入ってきてくれれば、引き継げます。そうでなくても、私がわかりやすくマニュアル化しておけば、データ管理部の全員が運用できるようになると思うんです」

　いろははいきいきと話す。彼女の語る近い将来に、俺はいない。その一点のみ、虚むなしさはある。

　だけど、圧倒的に嬉しかった。いろはが『辞める』前提ではない道を選択したのだから。自分でやりたいことを選び取れたのだから。

「やる気あるじゃん。自信もあるんだ」

「はい。伊だ達てにいい大学を出てませんので」

　いろはが珍しく、狙ってボケる。

「じゃー、お手並み拝見だな。近いうちに、いろはを頼りに行こうっと」

「えーと、夏が終わるまでに、少しは……。いえ！　大丈夫です！　いつでもいらしてください」

　請け負っちゃっているけど、おおいに心配ですよ、お兄さんは。

「いろは、今すごくいい表情してるよ」

　俺は腕を伸ばして、いろはの頬をぶにゅっとつまむ。彼女が表情を困り顔に変える。

「そうれすか？　ほお、いたいれすけど」

「悪い、悪い」

　頬から手を離し、いろはの頭を撫でた。

「柏木さん、汗で頭べたべたなので……」

「全然。いい匂いしかしないよ」

　わざと顔を近づけ、いろはの耳みみ朶たぶに鼻先を触れさせる。彼女がカチンコチンに緊張しているのがわかる。

「あー、今ちょっとキスしたくなった」

　ここ一番の低いささやき声で言った。

「ええ!?」

　いろはが叫ぶ。動揺しているな。

「本気だよ。でも今はやめとく」

　俺はさっと身を引き、座席に背を預ける。距離が空いたので、いろはがほっとため息をついた。

　そんなあからさまに安堵するなよ。

「頑張ってるいろは、すごく魅力的。その調子で俺のことをドキドキさせてくれ」

　上から目線で言ったのに、彼女は嬉しそうに頷いた。

「はい。柏木さんが苦もなく抱けるような、いい女を目指します」

　俺たちの関係は、このひと夏で終わる。

　胸が少し苦しいのは、きっとこの非日常感を惜しむ気持ちがあるからだ。

　まるで夏休みの終わりを悟った子どもみたいに。







三条いろはは恋を知る　～この気持ちはいけない。それだけはわかる













　八月三週目の火曜日、あと二日で土日を含めて五日間のお盆休みに入るという日。

　社食で、私は美野里と向かい合っていた。

　私はＢ定食、美野里はエビアボカドサラダうどんという女子っぽいメニュー。絶対、彼女のほうがおいしいと思う。病院食そっくりのＢ定食と、クレソンの鎮座ましますサラダうどんじゃ、見た目からして違うもん。

　当の美野里は、なんだか普段よりぼうっとしている気がする。

「サラダうどん、おいしい？」

「うーん……」

　否定とも肯定ともつかない返事が戻ってくる。

　どうしたんだろう、美野里。柏木さんいわく、先輩女子社員に嫌がらせをされたときの私も結構ぼんやりしていたらしいけど、それ以上じゃない？

「なにか心配事？」

　彼女は私を見て、一瞬言い淀よどむ。しかし、やはり言うべきと判断したようで、のろのろと口を開いた。

「この休み、第三営業部の柘植さんに、遊びに行かないかって誘われてるの」

「ええ!?　そうなの？」

　私は柘植さんなる人を思い出してみる。

　一回、柏木さんとふたりでデータ管理部に来た気がするなぁ。吉永さんが『イケメンふたり組』ってあとで言っていたから、柏木さんくらいカッコいい人だった……気がする。私、柏木さんばっかり見てたからなぁ。

「どこで接点があったの？　一緒に仕事したとか？」

　美野里がふうっとため息をつく。

「あんたよ。いろは」

「へ？　私？」

　まさか私が原因とは思わなかったもので、変な声が出てしまった。

「いろはのことで柏木さんに挨拶したとき、頼まれたの。柘植さんとごはんに行ってやってくれって。本当は夏が終わってからって話だったんだけど、お盆休みに予定がないならどうかなって」

　なんと！　初耳ですけど！

　美野里と柏木さんの間にそんなやり取りがあったことも知らなかったし、報酬に美野里のデート権がかかっていたなんて。

「ごめんね、美野里！　私のせいで困ったことになってたんだね！　柏木さんに、私から言って撤回してもらうから！」

　慌てて身を乗り出すと、Ｂ定食のお盆がガチャンと音をたてた。

「誤解しないでよ、いろは」

　美野里が頭をポリポリとかく。彼女らしくないとぼけたポーズだ。

「デートは嫌じゃないよ。柘植さん、社内の野球チームでサードなんだけどさ、結構カッコいいんだよ。仕事で関わるときも優しいし」

　ふむふむ。美野里が男性を褒めるなんて珍しいな。先々月、彼氏と別れてから、メンズに対する審査が辛くなっていたのに。

「ただね、誘われたのが、プールなんだ」

「プール！　ってことは水着着用？」

「他になにを着用するのよ……。でもその水着がねぇ。やっぱり初めて遊びに行く男性に、いきなり水着姿を見せるのは抵抗があるというか……。私、メリハリボディじゃないし」

　美野里はため息をついて、サラダうどんの横に突っ伏した。

　私から見たら、美野里は充分メリハリボディなんだけどなぁ。でも、女子には各自理想のスタイルってものがあるよね。それに近づけなければ、自信なんか持てないに決まっている。

「柘植さんが気になるからこそ、水着見せるの、ためらっちゃってるんだね」

「うーん。気になると断言するのは怖いような……。でも、うーん」

「あ、水着は新調するんでしょ？　私、見立ててあげる。この前のデートで協力してもらったお返し」

　私の提案に、彼女がうえーっと顔をしかめた。

「いろはのセンス、超不安」

「え!?　失礼な!!」

「この前のデート服のノリだったら、ヒモと貝殻にされちゃうよ。私の水着」

　私のセンスって、そんなに壊滅的デスカ？

　は！　そんなことを言われたら、この前の遊園地デートの服装がセーフだったか気になるじゃない！　急だったし、美野里の知恵も借りず、動きやすさ重視にしちゃったんですけど！

「あはは。冗談冗談。じゃあ、お言葉に甘えて付き合ってもらおうかな。清せい楚そで可愛く見える水着選び」

　美野里がからっと笑う。

　そうそう。過ぎたことはいいから、今は美野里のことを考えなきゃ。

「任せて！　……本当は、グループデートとか言って付き合ってあげたいところなんだけど」

　私の陽気な提案に、彼女が真面目に口を挟む。

「それはまずいでしょ。いろはと柏木さんの関係って一応秘密だし、あと二週間くらいで解消するわけだし」

　ずくんと鈍い痛みが胸に走る。

　大丈夫、大丈夫。痛くない。

「そうだよねぇ。まずいかぁ」

「いろは、もう一回念押ししておくけど、柏木さんには本気になっちゃダメだよ」

　美野里が真顔で告げる。

　いつも私を心配してくれる優しい美野里。姉のような私の親友。

「デート、うまくいってるみたいだけど、柏木さんは誰にも本気にはならないよ。誰のものにもならない。そういう人種なんだもん。いろはみたいに未来が決まってる女の子が入れ込んじゃいけない相手だよ」

　私も神妙に頷く。

　わかってる、わかってるよ。そんなの最初からわかってる。

　納得ずくで、彼に共犯者になってもらったんだもん。

「大丈夫。いい思い出を作ってもらって、それでスパッと終わりにする」

「いろは……」

　私の顔が神妙すぎたのか、美野里が心配げな声を漏らす。

　精いっぱい、ニコッと笑ってみせた。強がりに見えませんように。

「私、切り替え早いほうだから、平気だよ！」




　美野里の水着を選び、ふたりで夕食を食べての帰り道。私はぼんやりと考えていた。

　本気になっちゃダメ。

　柏木さんは誰のものにもならない。

　私の未来は決まっている。

　……呪文のように頭の中で呟く。

　お見合いの話が出たのは、六月だった。母が帰宅するなり私に手渡した封筒には、写真と釣書が入っていた。

『結婚しなさい。いろは』

　母が言った。

　先にお風呂に入っちゃいなさい。そんな軽い雰囲気の発言だった。

　だけど、今までもそうだった。

『大学はこことここを受けなさい。滑り止めはここ。浪人は絶対ダメよ』

『就職は安定した企業だけを受けなさい。大手の総合商社か、銀行ね。新人のときからこき使われるような業種はやめなさい』

　母の命令はいつも絶対。私も逆らう理由がないから、従ってきた。

　結婚だって、母が私の幸せのために決めてくれたことだもん。私がウエディングドレスを見せてあげられたら、孫を抱かせてあげられたら、母がどれほど喜ぶか。

　私にできる精いっぱいの親孝行。父を亡くしてから、大変な思いで私を育ててくれた母への恩返し。

　だから、私が今抱いている感情は捨てなければならない。

　たったひとり、私が恋した男性と結ばれたいだなんて。そんな人と出会ってしまっただなんて。

　首を横に振った。

　私の感情なんていいんだ。どちらにしろ柏木さんは私に振り向かないし、私は母の願いどおり結婚する。

「いろは」

　後ろから声をかけられ振り向くと、ちょうどそこには母がいた。ヒールの高いパンプスに、真夏なのにぱりっとクールに着こなされたパンツスーツ。

「お母さん、今帰り？」

「ええ。いろはは遅かったじゃない」

「美野里とごはんを食べに行ってたの。すごくおいしかったよ、今日行ってきたイタリアン」

「そう。イタリアンもいいけど、夜に食べすぎないようにしなさいよ。お見合いまであと少しなんだから。あなたは私に似て、太るとすぐに顔が丸くなる」

　私がなにか言うと、即座にお小言にすり替わってしまう。でも、こんなやり取りも慣れたもので、ことさら嫌には感じない。

「身長がお母さんに似ればよかったね」

　隣を歩く母を見上げる。女性誌に取り上げられもする彼女は、私より十センチほど身長が高い。

　母がかすかに睫毛を伏せた。

「お父さんは……私より少しだけ大きい程度だったからね」

　私の身長はお父さん似かぁ。

　ほとんど覚えていない父に似ていると聞くのは、嬉しい。だけど、強気な母が父の話をする一瞬、沈鬱な表情になってしまう。それが私は嫌。ものすごくつらい。

「お母さん、足裏反射区って知ってる？」

「……なに、急に」

　私の突拍子もない話題選びに、母が変な顔をした。実の親子でもまったく噛み合わない私たち。

　私は構わず、ニコニコ笑って言った。

「この前、初めて美野里とリフレクソロジーに行ったの。すごくスッキリしたんだ。いくつかツボを教わったから、お母さんの足も押してあげる」

　母がふっと笑った。

「やぁだ、くすぐったそうで」

「そんなこと言わないでってば。自分で押すより、人が押すほうがいいんだって」

　私たちは並んでマンションに帰った。

　母が笑ってくれると、私は安心する。そう。それが一番大事な、私の幸せ。




　お盆休みはあっという間にやってきた。

　本日は、お休み二日目。きっと美野里は今頃、柘植さんとデートだ。うまくいきますように。

　私はというと、祈るような気持ちを抱きつつ休日出社をしている。データ管理部は私ひとりきりだ。ようし、もう少し仕事を進めなきゃ。

　志辺さんから引き継ぎ中の営業資料のデータベース化は、一朝一夕で学べるものじゃない。基本を教わったあとは、そこからいくつもの資料概要を自分で打ち込み、ＰＤＦを作ってリンクさせる。何度もこなして確認。作業自体に慣れることも大事。

　とはいえ、今まで資料整理という事務方の仕事しか知らなかった私は、書類に書かれている用語がわからない。あまたある取引先の情報も、皆目わからない。それらをひとつずつ調べ、自分で噛み砕いて理解する。そうしてからでないとデータとして打ち込めないのだ。

　受験勉強よりずっと大変。だけど、ずっとやり甲斐がある。

　だって私、このお仕事でお金をもらっている。社内の人に活用してもらえるデータベースを作ることで、事業の一部分を担っているわけだ。

　私だって、できることがある。望んでもらえる。それなら頑張りたい。




　昼近く。目の前の資料を打ち込んでいた手を止め、お茶のペットボトルを開けた。

　ひと息つくと、ふと柏木さんのことを考えてしまう。

　今日は柏木さんも出社予定。十七時くらいには終わりそうだから、帰りは一緒にごはんでも食べようという話になっている。

　この前、遊園地で彼に言われたことがよぎる。

『今ちょっとキスしたくなった』

　キス……。

　想像するだけで、死にそうなくらい恥ずかしくなる。

　柏木さんとキス。

　どうしよう。キスってどんなふうにすればいいんだろう。相手は柏木さんだから、任せておけばいいんだろうけれど……どうしよう！

　私にできることって、なにかあるかな。女性誌の大人のキス特集を読み返してみたものの、恥ずかしくなるばかりだし、あんまり私がテクニックを押し出していっても柏木さんにドン引かれそう。そもそも女性誌を読んだくらいじゃ、テクニックなんか身につかないよ。

　柏木さんがああ言ったってことは、キスは遠くない。私たちに残された時間があと二週間ほどなんだから、進行としては遅いくらいだけど、キスは本当に間近に迫っているはず！

　もしかして、今夜あたり……。

　あああ、どうしよう……。

「やめやめ、仕事しなきゃ」

　誰もいないフロアに私の声が響き、少しだけ冷静になれた。休日出勤までして、妄想に時間をかけていたらもったいない。

　お茶を置き、立ち上がる。書架に向かい、膨大な紙資料の中から現物を見たいものを探し始めた。

　あった、あった。

　少し高い位置にある薄いクリアファイルを引き出すと、サイドの分厚いハードカバーのファイルが二冊、ぐらっと傾ぐ。

　あ、まずい！　落ちてきちゃう。

　結構、重たいファイルだ。避けようか受け止めようか、一瞬迷った。

　ただでさえ鈍い私が、そんなことを考えてはいけなかったのだ。ファイルが私の頭目がけて落下してくる。

　い、痛そう！

　覚悟を決めるしか時間がなく、頭を抱えてうずくまった。

　どさどさとファイルが落ちる音。しかし、私に痛みはない。

　顔を上げると、私をかばうように片膝をつき、覆い被さる柏木さんがいた。

「柏木さん！」

　両膝をついた格好で、彼の顔を見上げる。唇のそばのホクロが間近に見えた。ものすごく近い距離だ。

「いろは。おまえなぁ、自分の身長考えて、無理そうなら脚立使えよ。すぐそこにあるだろ？」

　柏木さんは私の代わりに、その背中でファイルを受けてくれたらしい。痛かったのだろう、顔がしかめられている。

「ごめんなさい……でも、どうしたんですか？」

「普通に過去の資料が欲しくて、デー管に来たんだよ。そしたら、いろはがぷるぷる背伸びして、危なっかしく書類を取ってるからさ」

　急に現れたのが、会いたかった柏木さんで、しかもヒーローよろしく私を助けてくれるなんて。

　そして、この体勢。まるでひざまずかれて抱きしめられているみたい。

　心臓が大騒ぎになるのに、他の理由はいらなかった。

「ありがとうございます。助かりました。だけど、痛かったんじゃないですか？」

　柏木さんの背をさすろうと手を伸ばすと、自然と抱きつく格好に近づく。

　わ！　私、なにやってんだろ。自分から接近してしまった。

　慌てて身を引こうとすると、私を守るように覆っていた彼の手が、はっきりと私の背に回された。そして、間もなく本当に抱きしめられる。

　書架の影。誰もいない休日のオフィス。柏木さんの心臓の音が、胸に押しつけている私の頬に響く。シャツの感触。柏木さんのシトラスノートの香り。

　少し顔を上げると、彼の唇付近の小さなホクロがさらに近くにあった。いつもセクシーだと思って見つめているホクロだ。

　柏木さんの長い指が、私の顎あごに触れる。そのまま押し上げられ、上を向かされた。

　至近距離にある彼の顔がさらに近づく。

　言葉を発する余裕はなかった。柏木さんの唇が、私の唇に重なる。

　ほんの数秒の接触。彼はすぐに顔を離した。

「不意打ちでごめん」

　微笑んだ柏木さんは、なんだか緊張しているようにも見えた。

　おそらく真っ赤になっているだろう私は、ただ頷くしかできない。言語中枢が麻ま痺ひしてしまったみたい。

　初めてのキスは、混乱と幸福とがない交ぜになって、すっかり私から考える力を奪ってしまった。

　柔らかな柏木さんの唇の感触。たった今味わったそれが、無性に愛しくて、思わず自分の唇に触れてしまう。

　すると、彼が私の指先を唇から引き剥がした。

　驚く暇さえ与えられない。再び、柏木さんが私の唇を奪った。

　今度はわずかに角度を変えて、さっきより深く合わさる。柔らかく触れているだけなのに、唇から溶けてしまいそう。

　熱くて、胸が苦しくて、どうしようもなく幸せで。

　今この瞬間に地球が終わっても、私は後悔なく死ねる。そんな気分。

　キスがそれ以上深くなることはなく、柏木さんが顔を離した。私はしばし呼吸を止めてしまっていたせいか、ふうっと大きく息をつく。

「嫌だった？」

　少しだけ、不安そうな声だった。彼がまだ私を抱きしめた格好で見下ろしてくる。

　私は優しい瞳の柏木さんを見上げ、かぶりを振る。

「……嫌じゃありません。すごく嬉しいです」

「そっか、俺も嬉しい。いろはとキスできて」

　言うと、彼は私を抱擁から解放した。先に立ち上がって、私に手を差し伸べてくる。私はその手を取り、身体を起こした。

「これ以上、ここで本気になっちゃうとまずいからな。離れとく」

　いたずらっぽく言って、名な残ごり惜しそうに手を離す柏木さん。

　本気になっちゃうと、どうなるんでしょう。そんなことはさすがに口に出せない。

　柏木さんの温かい愛を感じた。それは、普通の女の子なら誰でも向けてもらえるものかもしれない。だけど、今まで彼にとって恋愛対象外だった私は、彼が『抱いてもいい』と思える女になるのが重要課題。

　つまりは、今のキスは合格と……そう取ってもいいのかな。

「さ、仕事片づけて、一緒に帰ろう」

　彼は、さっきのキスなんてなんでもないことのように笑った。

　私はまだ治まらない激しい鼓動を感じていた。




「で、どうだったのよ～」

　お盆休み明け、美野里に会った私の第一声がそれ。いつもはこのノリは美野里のほうなんだけど、今回の質問者は私だ。

　お昼休みに、社食でＢ定食をふたつ挟んで向かい合う私たち。まったくもって普段どおりの光景です。

　しかし、しかし！　当の美野里は曖昧な表情。どうだったかと聞けば、美野里と柘植さんのプールデートの件で間違いないと、彼女もわかっているはずなのに。

　あれ？　デート、いまいちうまくいかなかったのかな？

「えーと、思ってた感じじゃなかったとか？」

　おそるおそる美野里に聞くと、彼女は首を横に振る。

「んーにゃ、すんごく楽しかったよ」

「え？　じゃあなんで？」

　美野里の眉間には消えない皺が一本。その顔はハッピーな感じではないですよ、美野里姉さん。

「プールでたっぷり遊んで、アウトレット行って、夕飯は海辺のレストランでフレンチだった。柘植さん、優しいし楽しいし、一緒にいる時間があっという間に感じた」

「うんうん。ってことは、付き合うの？」

「でも、完璧すぎるんだよね。エスコート慣れしすぎっていうか。他にも女の子を同じコースでデートに誘ってそう」

　ふうっとため息をついて、美野里はＢ定食に箸をつけた。彼女のマイナス思考を打ち消したくて、よく知らない柘植さんを取り成す私。

「いいじゃない。エスコートしてくれるなんて頼もしいよ。相手任せの草食系でも、ヤル気なしの絶食系でもないわけじゃない」

「女好きのチャラ男だったら嫌なの」

　美野里が言いきる。

　そっか。美野里が元彼と別れた原因は、元彼の浮気だ。草食系だと思っていたら、仲間内の何人もの女の子と浮気しまくっていたらしい。そりゃ、次の恋は慎重になっちゃうよね。

「柘植さんの仲よしっていったら、タラシの柏木さんだから、ふたりで合コンやナンパに明け暮れてんじゃないかなぁなんて」

「美野里、それは邪推だと思う。柘植さんに失礼だよ」

　おっと、柏木さんの名誉のためにも言葉を付け加えとこう。

「あとね、柏木さんは特定の人を作らないって決めてるんだから、女の子をとっかえひっかえでも浮気に当たらないもん」

「それ、なんでだろうね」

　美野里がぽつんと言う。

「……いろはの話だと、柏木さんって結構お人よしだし、思いやり深い人みたいだけど、なんで特定の彼女は作らないっていう、反感買いそうな道を選んでるんだろう」

　え？　そんなの真面目に考えてみたこともなかった。

　女の子大好きで、モテるから、特定の彼女がいると遊べなくて不便とか？

　でも、私と一緒にいるときの柏木さんは、あんまり女の子が好きそうじゃない。

　例えばデート中、電車なんかで『モデル!?』『芸能人!?』みたいな女子が隣に座って、イケメン柏木さんに意味ありげな視線を向けたとする。でも柏木さんは全力でスルー。私といるから、って理由だけじゃなさそう。どっちかっていうと、女子に興味なし男さんって感じなんだけど。

　なのに、女の子は来る者拒まずとは変な話だ。そういうポリシー自体、男女ともに反感を持つ人だっている。

　問うておいて答えはいらなかったらしく、美野里は話を柘植さんの件に戻す。

「柘植さんがチャラ男ってのは、疑いでしかないよね。私のビビリ根性が生んだ妄想かも」

「そうだよ。で、お付き合いはしないの？」

「うーん。答えはすぐに出さなくてもいいかなって思ってる」

　美野里は色の悪い野菜の煮物をぱくぱくと口に運び、しばし咀そ嚼しゃくしている。答えの続きはそのあとという様子で、私も彼女にならって箸を持つ。

「まだ告白されたわけでも、付き合おうって言われたわけでもないし。大人として、同僚として、何度か食事に行ってみる。それから考える」

　意外だ。竹を割ったような性格の美野里が、〝保留〟などと曖昧な答えを出すなんて。

「急いで決めなくていいことも、たくさんある。そんな気がする」

　自分に言い聞かせるように話す美野里。

　うん。その気持ち、少しわかるよ。

　急いで決めなくてもいいよね。今は曖昧でもいいよね。

　美野里の言葉は自身へのものなのに、私の柏木さんへの気持ちを代弁してくれているみたい。

　私も、今は曖昧でもいい。好きだなんて、認めなくていい。

　柏木さんと恋人ごっこをしながら、楽しいひとときを共有する。それで充分。

「いろははどうなの？　休み中、出かけたりしたんでしょ」

「出勤ばかりだったから、帰りに二度くらいごはん行っただけだよー」

「ふぅん。一応進展してるみたいだね」

「うん。順調、順調」

　私は余裕綽しゃく々しゃくという口調で答えた。

　キスのことは、なんとなく口に出せなかった。




　社食で美野里と別れ、データ管理部に戻る。部署のメンバーはすでに全員休憩を終え、デスクに揃っていた。

「三条さん、おかえり。ほら、見て。山梨部長が買ってきてくれたんだよ」

　吉永さんが私をミーティングテーブルに呼ぶ。そこにはおいしそうな瓶詰めのプリンがいくつも並んでいた。

「わ！　プリン大好きです！」

「それならよかった。いや、たまたまデパートで北海道物産展をやっていたからさ」

　山梨部長がたいしたことじゃなさそうに答えた。横から宇都宮さんが顔を出して、口添えする。

「最近、三条さんが頑張ってるから、ご褒美をあげたくなったみたいだよ」

「部長、さては娘さんに使う手と一緒でしょう」

　宇都宮さんと吉永さんの突っ込みに、山梨部長が困った顔で反論する。

「別に、部下をエサで釣ってるわけじゃないぞ。たまたまだよ！　たまたま」

「まあまあ。せっかく冷えてておいしそうなんだから、早速いただきましょう」

　志辺さんが「どうどう」と場を収め、私たちはミーティングテーブルへ。吉永さんはスプーンとプリンを全員に振り分けながら、自分好みのいちご味をゲットしている。

　私はベーシックな卵プリンをいただく。Ｂ定食でカロリー控えめにした意味はなくなっちゃうけど、山梨部長のお心遣いは嬉しい。

　最近、私の仕事量の増加に伴い、データ管理部の先輩たちはなにかと気を遣ってくれる。私が至らない部分のサポートや、こんな差し入れまで。

　来月には志辺さんがこの輪からいなくなる。それはすごく寂しいことだ。

　そして、いずれ私もここを去る。

　私の結婚は変えられない。だからこそ、決めたんだ。最後まで精いっぱい、この部署で頑張ろうって。

　自分にできることを全力でやり遂げてから、この温かい場所をあとにしよう。

　私がいなくなってから、この席に座るのは誰だろう。それを考えると、少し虚しさを覚える。志辺さんの仕事を引き受けたことは後悔していないけれど、仕事に楽しさを見いだしてしまったことはつらい。割りきったつもりでも、どこかで引っかかる。

　私は、このままでいいの？




　駅からすぐの水族館は、リニューアルしたばかりで混んでいた。夏休みのせいもあってか、二十時という時間帯でもまだ家族連れの姿がある。もちろん、仕事帰りのデートを楽しむカップルも多いけれど。

　私と柏木さんも、本日の帰り道は水族館デートだ。

　大水槽にひらめくエイを眺め、ライトを反射する色鮮やかな小魚たちを見つめる。暗い館内では手を繋いで進み、魚の動きや様子に顔を見合わせる。

　なんでもないことだけど、ものすごく楽しい。はたから見たら、私と柏木さんは立派な恋人同士なんだろうな。私たちが期間限定で寄り添っていることを知る人は、この場にいない。

　狭い都心の水族館は、一時間程度ですべて見て回れてしまう。もう少しここにいて、独特の美しい世界に浸っていたいけれど、館内は混んでいるし、パッと座れる場所もない。

「いろは、出よっか」

「近くにおいしいパスタのお店があるんです。行きませんか？」

「おう。行く行く」

　水族館を出て、手は繋いだまま短い坂を下りた。

　夏の夜は暑いけれど、風があるおかげか熱気が心地いい。もし私たちの付き合いが続いたとしたら、こんな夏の夜が何度も訪れるはずだ。

　旅先かもしれない。花火大会かもしれない。お祭りや、海なんかも……。

　だけど、私たちにそんな未来の時間は存在しない。

　あと一週間と少しで、私たちの日々は終わる。




　イタリアンカフェの店内は混んでいて、私たちが案内されたのはオープンテラス席だ。まわりに配置された観葉植物が風を遮断するので、むわっと暑い。

　どうしようかと思ったけれど、柏木さんが「ビアガーデンみたいじゃん」と嬉しそうに言うので、案内のまま席に着いた。

　柏木さんが喜んでくれるならいいや。

　ビアガーデンにならい、彼は生ビールを頼む。やってきた凍ったグラスと細やかな泡を見ていたら、普段はお酒をほとんど飲まない私も、羨うらやましくなってきた。喉の渇きを感じる。

「私も……頼んでみます」

「お？　いろは、酒は苦手なほうだろ？」

　決意するように言った私を、驚いた顔で見つめる柏木さん。なんだか、子ども扱いされているみたいで悔しい。

「飲み慣れていないだけで、飲めないわけではないと思います」

「そうかもしんないけど、酒は慣れが大きいから、今日のところはやめときな。ほら、俺のをひと口やるよ」

　彼がグラスをずいっと私の前に押し出す。冷たいグラスに触れると指の跡がついた。

「いただきます」

　おそるおそる唇をつける。泡も、弾ける液体も、アルコール臭くて苦しいほどだ。そしてなにより苦い。

「うぅ……ごちそうさまでした」

「はや！　本当にひと口か！」

「一度しか飲んだことなかったんですが……やっぱり苦いですね」

　柏木さんが腕を伸ばし、私の口のまわりをこする。どうやら泡がついていたみたい。

「お子様～」

「はい。返す言葉もないお子様です」

　オープンテラスからは、先ほどふたりで下ってきた坂が見える。観葉植物越しに、水族館から帰る家族連れが視界に入った。小学生くらいの男の子と両親が、仲よく手を繋いで歩いている。

　時刻は二十一時過ぎ。ちょっとだけ遅くまでの外出は、彼の夏休みの特別な思い出になるんだろうな。

「夏休みっていいよな。俺も子どもの頃は、親や姉と出かけたな。動物園とかさ、プラネタリウムとか。いろはは？」

「私は……母が起業してからは、ほとんどありません」

「そっか」

　悪いことを言ったというような気の遣い方はされなかった。柏木さんは静かに頷いただけだ。

　私の脳裏によぎるのは、母との数少ない夏休みの思い出。保育園の頃、連れていってもらった真夏の動物園。フラミンゴに見とれて迷子になったっけな。必死になって探しただろう母は、心配しすぎてものすごく怖い顔をしていた。

　怖くて、申し訳なくて、謝りながら泣いてしまった。大泣きする私を抱きしめて、母が本当に深く安堵の息をついたのを思い出す。

「柏木さん、私はおかしいでしょうか？」

　思いきって発した質問は要領を得ず、慌てて言葉を付け足す。

「母の言うままにお見合いをして、結婚をして……そんなふうに人生を選択するのは、間違っているでしょうか？」

　彼は驚いたように眉を持ち上げたけど、すぐにいつもの優しい微笑みに戻る。

「親のために人生を選択するなんて、ありふれたことだよ。俺だって、田舎いなかに住んでいる両親に介護が必要になったり、近くに住んでくれなんて言われたりしたら、どうなるかわからない」

　柏木さんのご家族の話は初めて聞いた。地方出身なのはなんとなく知っていたけれど、彼の若さでもうそんなことを考え始めているとは、少し驚く。

「姉は嫁に行っちゃってるしさ。俺が会社辞めるのか、両親を東京に呼ぶのか。な、これだって、家族のために人生を決めなきゃいけないってことだろ？」

「確かにそうですね」

　柏木さんはあっけらかんと言う。

「多かれ少なかれ、そんなもんみんな抱えてる。だって、家族だもんな。家族が喜ぶことをしてやりたいってのは、普通の気持ち。だけど、大事なことがある。それは、自分の中で納得がいっているか」

『納得』という言葉に、私の胸が跳ねた。顔を上げ、柏木さんを見つめる。

　彼は続けた。

「覚悟って言ってもいいかも。いつか、家族のための選択で後悔したとする。そのときに家族を恨んだら、大バカのクソヤローだ。そうならないために、自分で人生を選び取るんだ」

　柏木さんはぎゅっと拳を握り、自分に言い聞かせるように話す。

「俺は自分で決めて、今を生きている。そう胸を張って言える選択を、納得してすべきだと思う」

　彼の言葉を聞くうちに、私の目も鼻もつんと痛くなってきた。

『納得』……ああ。私、全然『納得』できてないんだ。だから、こんなに苦しいんだ。

「柏木さん。私、母が大事なんです。大好きなんです」

「うん」

「でも、仕事も職場も大事なんです。社会人になって、初めて自分の責任について考えています。会社の一員になった意味や、私が頑張ることで助かる人がいるのを実感して。先輩たちの優しさも感じて……」

「わかるよ」

　柏木さんの優しい相槌に、我慢していた涙が溢あふれそうになる。それでも私は泣くまいと、深く息を吸い込んだ。

「でも、母は私が結婚して家庭に入ることを望むでしょう。手がけている今の仕事も、母に知られたらいい顔をされないのもわかっています。だけど……！」

　彼が向かいの席から手を伸ばし、私の頬を両手で包んだ。滲んだ涙を拭われ、そのまま柔らかく引き寄せられる。

　他に誰もいないオープンテラスで、柏木さんの唇は軽く私のそれに触れた。

　温度だけを伝えて、すぐに離れていく唇。

　柏木さんが私を見つめていた。驚いたように目を見張りつつ、嬉しそうに口の端を上げて。

「いろはは、そんなことを考えるようになったんだね」

「自分がどちらの気持ちに従えばいいか、わからないんです」

　こんなに悩むとは思っていなかった。

　こんなに苦しくなるとは思っていなかった。

　母に盲目的に従ってきた自分が正しいとは、もう思えない。

「俺には手伝えない。こればっかりは、いろはが納得できる結論を自分で見つけるしかない。だけど、お母さんとは話し合う余地があるんじゃないか？　きっと今まで、お母さんと話し合おうなんて思ってこなかっただろ？」

『手伝えない』という言葉に、思いやりが溢れていた。柏木さんは優しく語りかけることで、私の気持ちをほぐして整理してくれる。

「母と……はい、母と意見をぶつけ合うことはなかったです」

「じゃあ、それも視野に入れて考えないとな。大丈夫。どんな結論でも、俺はいろはの味方。共犯者で彼氏だからな」

　柏木さんがニッと笑い、請け負った。

　あと少しだけの私の彼氏。それでも、その言葉は心強かった。ひとりでは見つけられなかった答えが見つかりそうだ。

「柏木さん、ありがとうございます。柏木さんが彼氏でよかったです」

　私が言うと、彼はまったくふざけた様子で返す。

「俺もいろはが彼女で幸せ～。ほら、パスタ来るぞ。食べよう、食べよう」

　これが彼の一線の引き方だとわかるので、私はあえて微笑み返した。

　わかっています。本気になんかなっていません……そう見えるように。

　今の告白で、私は大事な部分を言わなかった。

　仕事だけじゃない。柏木さんとも離れたくない。

　お見合いも結婚も、今となっては嫌。だって私には好きな人ができてしまったから。

　その一部分の本音を言わなかった。

　こればかりは、私にはどうにもできないことだから。

　この気持ちだけは、私がひとりで処理すべきものだから。




　食事を終え、ジェラートとコーヒーを楽しんでいると、柏木さんが口を開いた。

「お見合い、来週の日曜日だよな」

「はい」

「じゃ、今週の土日、空けて。できれば泊まれるように準備してほしい」

　柏木さんは、まるで仕事の用件でも頼むかのような言い方をした。わざと事務的な言葉を選んでいるようだ。

　心臓がどくんと大きく鳴った。

　泊まる。

　泊まるって、つまり……。

「お母さんに言い訳が必要なら、斉田さんにアリバイ作りを協力してもらおう」

「柏木さん、あの……」

「約束の期限も近いし、そろそろ片をつけないとな」

　柏木さんはなんでもなさそうに言った。

　そりゃ、彼からしたらたいしたことじゃないだろうけど。私には一生で一度の……夢に見た……。

「イエス、オア、ノー」

　柏木さんがまたニヤニヤとふざけた表情になる。私は勢いのまま答えた。

「イエス！です。母には美野里と旅行とでも言います」

「よろしい。じゃ、可愛い下着を着けてこいよ」

　冗談なのか本気なのかわからない言葉に、思いっきり焦るけれど、やっぱりこれはそういうこと。

　私の初体験は、次の週末と決まったのだった。







柏木 一はおおいに悩む　～触れたいけれど、触れたくない













「なにがダメだったんだ～！」

　俺の隣で、居酒屋の木製カウンターに額をこすりつけて呻うめいているのは、第三営業部の同期、柘植だ。

　柘植のグラスに、焼酎で割るタイプのビールテイスト飲料を勝手に注ぐと、俺は了承なしで自分の生ビールジョッキと乾杯させた。喉カラカラで、待っている余裕なんてない。

「やっぱ斉田さん、彼氏いるんじゃないか？」

　柘植が呻いているのは、先日の斉田美野里とのデートが奮わなかったという理由だ。

「いや、フリーのはずだよ」

　壁に貼られたメニューを眺めながら答える俺。斉田さんがフリーってのは、親友のいろはの情報だから確か。

「じゃあ、なんで次のデートは断られたんだ」

「断られたわけじゃないだろ？」

「休日に長時間出かけるのは、暗に断られてるんだよ！　『終業後に食事じゃダメですか？』って言われたんだから！」

　柘植が絶望的な顔をする。

　百パーセント断られたわけじゃないじゃん。それほど深刻か？

　茶化したくなった俺は、ニヤニヤと吹っかける。

「案外、柘植と俺が同類だと思ってるかもな。女なら誰でもＯＫなタラシとか」

「……さようなら、柏木くん！　俺ときみとの友情もここまでだ！　俺はきみを捨て、愛を取る！」

　おいおい。そこまで言うか。

　思いつきで言ったけど、結構ありそうな理由だ。俺と仲がいいならタラシの部類だろう、って勘違いされていたりして。だとしたら、柘植には申し訳ないかもしれない。

　いろはからは、斉田さんの反応は聞いていない。実際のところはどうなってんのか、今度スパッと聞いてみようか。

　いや、よそう。俺といろはには目下、大事な事情がある。俺たちの恋人契約のメインイベントが、明日に迫っているわけだから。

　目の前でへこみ倒す友をひとまず慰めるべく、肩を叩く。

「斉田さんだって、慎重に考えたいんだろ？　いきなり社内恋愛はしたくないって子もいるし」

「いや、もう脈がないのかもしれない……」

「いつの間に、そんなに本気になってんだよ。『可愛いから一緒にごはん行きたい』程度だったじゃん」

「俺もこんなに本気になるなんて、思わなかったんだよ。一緒にいて楽しかったし、斉田さんの笑顔すげー可愛いし、もっと知りたい、触りたいってなっちゃったんだよ！もう、最初と同じ気持ちではいられない。斉田さんと付き合いたい！」

　柘植は恥ずかしげもなく言って、やはり照れたのか、ジョッキの中身を一気に飲み干した。

「すみませーん、中の焼酎くださーい。あと、イカの一夜干しと、長ナスの漬物もー」

　気を利かせて注文してやる俺。いや、自分が腹減ったんですけどね。

　注文を終えてから、余裕の笑顔を柘植に見せる。

「柘植、その気持ちをはっきりと斉田さんに言えばいいじゃん」

「ことはそんなに簡単じゃねーだろーが。うまくいく公算がなかったら、はっきりなんか言えるか。百戦錬磨の柏木と一緒にするな」

　俺だって、おまえと一緒だよ。

　そう言おうと思ってやめた。そこから先は言える事情じゃないから。

「でも、柘植が素直に気持ちを伝えて心打たれない女なら、そこまでだろ。おまえとは合わないよ。告白がいい判断基準になると思うけど」

「うー。斉田さんと俺が合う合わないの前に、こっちが惚れちゃってるんだよ。失敗したくない。彼女の笑顔が見られなくなるなら、このまま曖昧な関係のままでもいい」

　わかるよ、その気持ち。

　言えない言葉を再び呑み込む。

「わかった。とりあえず、今日は柘植が元気出るように付き合う。英気を養って、来週もう一回誘ってみろよ。まずは彼女の望む終業後のメシからさ」

「久しぶりだ、誰かを好きになるの。こんなにチキン野郎になるもんなんだな」

　本当だよな。好きになった途端、相手を失うのが極端に怖くなる。

　曖昧でも、なあなあでもいいから、ずっと一緒にいられる道を模索してしまう。自分の弱さにドン引くわ。

「柏木がここ奢ってくれるなら、めっちゃ英気養われまくるんだけど」

「調子乗んな」

　柘植の側頭部にチョップをお見舞いし、生ビールのお代わりを頼んだ。




　新宿駅で柘植と別れ、中央線に乗る。

　金曜夜の中央線は激混みだ。吊り革に掴まり、左右からぎゅうぎゅうと押される。

　隣のお姉さん、相当お酒を楽しんできたみたいだ。すごいアルコール臭が俺の鼻にまで届く。

　ちらちら俺を見上げて意味ありげな視線をくださるんだけど、無理だからね。もう、適当に女の子とエッチできないよ。大事な女が……できちゃったから。

　そこまで考えて、自分の浅慮が嫌になる。

　バカか、俺は。恋愛する気で受けた契約じゃない。俺の仕事は、三条いろはに幸せな初体験の思い出を作ってやるだけ。

　いろはは、俺が自分を好きにならないと確信しているから、相手を依頼したんだ。俺が本気になったら契約違反。

　そもそも俺は、もう女はいいと思ってたんじゃないのか？　面倒事にしかならないなら、誰かと真剣に恋愛はしない。誰かの好意なんか受けない。そう思ってきたのに。

　明日、俺はいろはを抱く。彼女の望みどおりに、ふたりの夜を過ごす。

　それが済んだら、俺たちの恋人ごっこは終了だ。いろはは見合いをし、その相手とおそらく結婚の運びとなる。わかっていたはずのプロセスが、今はものすごく苦しい。

　俺は三条いろはに惚れているのか？

　自問する。

　答えは出ている。三条いろはに惹ひかれている。どうしようもなく気にかかっている。

　幼くてバカで、真面目で熱心で、俺の言うことをいちいち真に受けて、困って騒いで、笑って泣いて……。俺の顔を幸せそうに見上げてくるいろはに、懐かしい〝恋〟という種類の愛情を抱いている。

　それだけじゃない。いろはは今、変わりつつある。仕事に対する気持ちが強くなり、母との関係性にも変革の気持ちが芽生え始めた。おそらく彼女には初めての自立の機会だ。大きすぎる母の陰で育ったいろはが、ようやく自分の足で歩きたくなったのだ。

　サナギになった彼女が、美しく羽化するのが見たい。できれば一番近くで見守り続けたい。これからもずっと。そんな口に出せない気持ちが、俺の中には確かにある。

　オレンジのラインの電車が吉祥寺に到着する。人の波に乗ってホームに降りると、さっきのお姉さんが声をかけてきた。

「よければ、飲み直さない？」

「よくないッス。俺、彼女いるんで」

「ふぅん。真面目」

　お姉さんはたいして気分を害していないようだ。お酒のせいなのか、こうしたやり取りに慣れているのか。

「バイバーイ」と手を振って、改札階に下りていってしまった。

　自分もあちら側の人間だったのに、こんなことになるなんて、一ヵ月半前は想像もしていなかった。

　俺はホームに立ちつくす。

　明日、いろはを抱く。ささやかだけど人生をかけた彼女の反抗を叶えてやる。

　だけど、いろはを抱いたあと、俺は彼女を手放せるのか？　彼女の愛しい温もりに触れてから、他の男の元へ送り出せるのか？

　嫌だ。それならいっそ、このままでいたい。

　いろはを失うとわかって、彼女を抱きたくない。

　このまま、中学生カップルのような優しい愛を育んでいたい。

　全部、全部、俺の勝手な願いだ。




「柏木さーん！」

　土曜日の十時、吉祥寺駅の南改札前で俺たちは待ち合わせた。

　意気揚々とやってきたいろはは、旅行と偽って出てきたせいか、小ぶりなボストンバッグを提げている。

「お、どちらまでご旅行？」

　俺がふざけて問うと、自信たっぷりな答えが返ってくる。

「ニューレッドアロー号で秩ちち父ぶまで！　……と言ってきました」

「はは。秩父のみやげ話、できるのかよ」

「美野里からレクチャー済みであります！」

　敬礼でもしかねない勢いのいろは。張りきりすぎ。でも、そこが可愛い。

「持とうか？」

　バッグに手を伸ばそうとすると、彼女に断られた。

「自分の荷物は自分で持ちます」

　世の中には、小さなクラッチバッグまで男に持たせる女がいるのに。いろはの常識はやっぱり心地いい。

「じゃ、近場で悪いけど、猫カフェでも行くか」

　昼前からイチャつくのもなんだし、時間はたっぷりある。

　いろはが嬉しそうに、ぱあっと笑う。

「柏木さんの正妻、よもぎちゃんに会いに行くんですね！」

「そうそう。第二夫人として礼儀を尽くせよ」

「ラジャです」

　本当に敬礼しやがった。バカだな、いろは。

　俺は当たり前のように、いろはの空いた左手を取った。彼女がぎゅっと握り返してくるのを心地よく感じながら歩きだす。




　猫カフェは時間が早いこともあり、俺たちがひと組目の客だった。

　おやつ効果で、いろはには猫が鈴なりになっている。俺の膝にはいつもどおり、ノルウェージャンのよもぎが居座っている。

　いや、全然いいんだけどね。俺の膝はずっとよもぎの指定席だし。

「仲よしですねぇ～」

　いろはは猫たちに肩や頭にまでのぼられながら、ニコニコしている。

「まあ、付き合い長いから」

「羨ましいです」

「俺といろはのほうが、これからもっと仲よくするじゃん」

　自分で言って後悔した。普段はいろはを焦らせる言葉が、今は己の首を絞める。

　赤くなって困るだろうと思ったのに、当のいろはは、想定外にも苦笑いするだけだ。

「あはは。まあ、そうなんですけど」

　なんだよ、その顔。言った俺のほうが気まずい。




　昼前には猫カフェを出て、近くでランチにした。

　夕食をパスタにする予定なので、昼はお好み焼き。案の定、いろははお好み焼き屋も初めてだったようで、鉄板もコテも物珍しそうに見ていた。〝チーズ明太もち玉麺入り〟という、ごちゃごちゃしたメニューをふたりで楽しむ。

　月並みのデートだけど、昼食後は井いの頭かしら公園を歩きまわる。

　気温が少し下がる夕刻までは、この公園をぶらぶらしていた。真夏なので、何度もアイスコーヒーで休憩を取りながら。

　帰路は駅を越え、スーパーで買い物。夕食は家で作る予定だ。

　といっても、普段目立った自炊もしないので、うちにはろくな材料がない。ほとんどの食材はここで買うことになった。

　吉祥寺通りを、青お梅うめ街道方向に十分進む。三年前から住んでいる俺の部屋は、築年数は経っているものの、手入れのいき届いたマンションだ。管理人在住なのが、オールドスタイルなりにセキュリティになっていい。

　ふたりで買い物袋を提げながら中に入る。

　俺が管理人のオッチャンに「ちわーす」と声をかけている間、なにを思ったか、いろははコソコソ隠れていた。

　たぶんだけど、俺の悪印象を与えたくなかったんだろうな。俺がまた別の女を部屋に連れ込むことを考えて。とっかえひっかえ感を出さないように、と思ったのだろう。

　バカだな、いろは。バレたくない女といるときに、仲よしの管理人のオッチャンに声なんかかけねぇよ。もっと言えば、猫カフェのよもぎにだって会わせたりしない。

　三階の俺の部屋に到着すると、いろはが緊張気味にごくんと喉を鳴らした。彼女にとって、次にここを出るのは処女喪失後だ。緊張くらいするだろう。

「狭いけど、どうぞ」

「おじゃまします！」

　いろはが努めて明るく声を張った。




　鍋にたっぷりの湯を沸かし、パスタを茹でる。俺がスマホでレシピサイトを睨みながらそうしている横で、いろははセロリとチキンのサラダを作っている。

　彼女は自分がすべて作ると言ってくれたけど、俺はふたりでイベントっぽく作りたかった。だってこれが最後だし。

　今夜が終わったら、会う理由はなくなる。他の男と結婚する女を、冗談だって誘えない。

　パスタが茹で上がる前に、サラダは完成してしまった。今度はいろはが俺のスマホを持ち、レシピを読み上げる役になる。そのとおりに作る役が俺。

　なのに、でき上がったカルボナーラはダマだらけで、レシピの写真とは似ても似つかぬ代物だった。

「いろはー！　ちゃんとレシピ読んだかー？」

　火が通りすぎた塊だらけのカルボナーラを皿に分けながら、文句を言う。いろはが負けじと反論してきた。

「読みましたよ！　柏木さんが、大丈夫だろうって強火にかけすぎたせいです！」

「それを言うなら、いろはが『卵感が強いほうが好き』って卵黄を増量したせいだろ」

「柏木さんだって、『いいねー』って言ったじゃないですかー！」

　言い合いをしながら、ふたりがけのカフェテーブルに移動。女子ウケがいいだろうと買ったインテリアだけど、いろはは一切突っ込まず、サラダや塊ゴロゴロのカルボナーラの皿を並べていく。

　このテーブルセットを『可愛いー』って言わなかったの、いろはが初だな。むしろ、さっきふきんでカフェテーブルを拭いていた姿は、あまりに家事慣れしていて、小さいおっかさんみたいだ。

　きちんと女子ぶっているのに、ちょいちょい外すいろはを愛しいと思う。俺の恋愛ポイントって、こんなところにあったんだな。

　カルボナーラは見た目と食感こそいまいちだったけれど、味はすごくおいしかった。卵、増やして正解だよ。

　ワインも開けたのは、多少アルコールが入ったほうがいろはもリラックスできるだろうと思ったから。俺もためらわずに済む。

　アルコールに慣れていないいろはのために、スパークリングロゼの甘いワインを用意しておいた。

「ジュースみたいですね」

「だろ？」

「おいしいです。これなら飲めます」

　そんなことを言っておきながら、いろははグラスで一杯飲んだだけ。酔ってはいなそうだ。自制しているのだろう。




　食後はふたりでベランダに出て、少ない星を眺めたり、くだらない話をしたり。たいして観たくもないけれど、バラエティ番組をつけてみたり。

　そうこうしているうちに、夜も更けてくる。

　そろそろだ。変な言い方だけど、俺が誘った以上は俺がリードすべきだろう。

「いろは、シャワー浴びてきたら？」

　あからさまに、彼女がびくんと肩を揺らした。

「そうですね。お借りします」

「シャンプーとか、あるの使って」

「大丈夫です。旅行セットを持ってきました」

　いろははニッコリ笑い、ボストンバッグから小分けの袋にいろいろと移して、バスルームに向かっていった。

　余裕あるな、いろは。

　いや、いろはのことだし、精いっぱいシミュレーションしてきた結果だろう。慌てたり、逃げだしたりしないように、心積もりを決めてきたはず。

　俺だけだ。いまだに心が決まっていないのは。

　これからいろはを抱く。だけど、これで終わりにしたくない。

　じゃあ、どうすればいい？　いっそ、いろはをさらってしまおうか。三条姫子を敵に回しても、いろはを自分のものにしてしまおうか。

　ダメだ。そんなのは、いろはの気持ちを無視している。仕事について、彼女は母と話し合うべきだ。だけど結婚に関しては異存ないはず。それをぶち壊す権利は、俺にはない。

　いろはは三十分ほどで出てきた。ドライヤーを当てただけの髪は普段よりふわふわと軽く、彼女を実年齢よりずっと幼く見せた。

　ショートパンツにＴシャツという姿も、ナチュラルで、いろはらしくて、俺の胸がかき乱される。

「俺も浴びてくる」

　まずい。

　これ以上迷わないよう、立ち上がった。




　バスルームから出ると、いろはがいない。視線をずらすと、開け放たれたドアの向こうの寝室の中にいた。ベッドに座っている。

「ごめんなさい。勝手に入ってしまって」

「いや、いいよ」

　ためらうな。

　なんのためにアルコールを摂ったんだ。勢いをつけるためだろう？　いろはの望みを叶えるんだ。

　寝室に入り、後ろ手にドアを閉めた。彼女の隣に座る。

　間を置かず、いろはを抱き寄せる。見上げてきた彼女に、なにも言わず唇を重ねた。

　最初は優しく、すぐに角度を変え、互いの唇が深く合わさるようにする。そして、いろはには初めてであろうディープキスに変化させていく。

　舌を差し込んだとき、彼女は一瞬身体に力を入れた。しかし、思い直したように懸命に唇を開き、俺を受け入れようとしてくれる。舌の動かし方はわからない様子で、俺はもどかしいいろはの舌を吸い、自らのそれを強く絡ませ、いろはの唇を蹂じゅう躙りんする。

　時間をかけて味わった唇を解放すると、彼女がくたりと身体を預けてきた。

「どうだった？」

　意地悪く聞いてみる。いろはが潤んだ瞳で俺を見上げた。

「なんか……変な感じです」

「気持ち悪かった？」

「や……その逆で……なんだか身体が熱くなって……変です」

　真っ赤な顔で、潤んだ瞳でそんなことを言われて、俺の理性がチリチリと音をたてて燃えカスになっていく。

「それを『感じてる』っていうんだよ」

　いろはの耳元でささやくと、そのまま彼女をベッドに押し倒した。スプリングが弾む間もなく、いろはの唇に噛みつく。

　もっともっといろはが欲しい。

　いろはを知りたい。

　触りたい。

　感じさせたい。

　唇をいろはの首筋に落とし、鎖骨まで舌を這はわせた。

「柏木さんっ……」

　キスから解放されたいろはが、耐えきれないように声を上げる。その声がもっと聞きたくて、手が自然と彼女の身体に触れる。

　Ｔシャツの上から腰に腕を回し、背を撫で上げる。

　これでいい。

　俺の欲望のままに、いろはを抱けばいい。

　他の女と同じだ。いろはだって、俺の身体を望んでいる。俺の心を明け渡す契約じゃないんだから、当然のこと。お互い様の一夜の情事じゃないか。今夜を最大限に楽しんで、明日には他人に戻ろう。

　いろはの吸いつくような肌に、最初に歯を立てたのは俺。

　彼女のあえかな嬌きょう声せいを最初に聞いたのも俺。

　それで満足しろ。

　ああ。だけど狂いそうだ。

　この愛しい女を、他の男が抱くなんて。

　そんなのは我慢ならない。想像するだけで、はらわたが煮える。

　気づくと俺は、呆ぼう然ぜんと動きを止めていた。愛あい撫ぶの手も、キスの唇も、凍りついたように動かなくなってしまっていた。

「柏木さん」

　いろはに声をかけられ、意識を戻す。俺は彼女を押し倒した姿勢のまま、固まっていたのだ。

「悪い。一瞬、ぼうっとした。飲みすぎたかな」

　頭の中で繰り広げられていた煩はん悶もんを、彼女に悟られるわけにはいかない。

　いろはを抱きたい。

　だけど、今夜限りなんて我慢できない。

　相克するふたつの欲望は、俺の中だけで始末をつけるべきこと。

　いろはは俺を見つめていた。ベッドに仰向けになり、先ほどまでの愛撫で頬こそ赤いものの、静かで透明な瞳で、俺をじっと見据えていた。

「柏木さん、やめにしましょう」

「え？」

　思わぬ提案だった。いろはに、怖おじけていると思われたのだろうか。

「大丈夫。飲みすぎたって言っても、反応しないわけじゃない。心配しなくていい」

「そうじゃありません。やめにしたいのは……私の事情です」

　彼女はひとことずつゆっくり、しかし毅然と言いきった。瞳は揺るがない。

　いろはの事情。

　……抱かれたくないというのは、いろはの意思。

　狼狽も煩悶も心からかき消え、なんだか力が抜けてしまった。俺は彼女の上から退しりぞくと、ベッドの端に戻り、どすんと腰かけた。

「やっぱ……俺みたいなタラシに処女あげるのは、もったいなくなっちゃったか」

　呟いた声が落胆まみれで、情けなくて笑えてきた。

　俺が下心なんか持ったせいだ。いろはは案外、見透かしていたんじゃなかろうか。

「違います……」

　背後で小さな声が聞こえ、振り向く。いろははベッドにひっくり返ったまま、ぶるぶる震えていた。

　よく見ると、いろはは泣いていた。嗚お咽えつを押し殺しているから、彼女は震えているのだ。

「柏木さん……違います……私、あなたに抱いてほしい……だけど……ダメなんです」

「いろは？」

「私……好きになってしまったから……柏木さんのこと」

　いろはが消え入りそうな声で言った。

　……俺を好きに？　まさか。嘘だろ？

　恋愛が目的ではないというのは、いろは自身の言ったことだ。あくまで俺の役目は、彼女の処女を奪うこと。そのためだけの契約だったはず。いろはは、母親の用意した幸せな未来に異存がなかったんじゃないのか？

　信じられない気持ちで、おそるおそるいろはに近づく。

　見下ろした彼女は顔を覆って、ふーふーと息を吐きながら涙をこらえている。猫が怒っているみたいだ。

「いろは」

　なだめるように呼ぶ。俺のために泣くいろはが愛しくて、胸が潰れそうになった。

「すみません。契約違反です……柏木さんは……誰とも付き合わないのに……」

「ううん。俺も契約違反」

　手で覆われていない彼女の額に、唇を落とした。

「いろはのこと、好きになってしまったから」

　いろはが、顔を隠していた手をほどいた。俺を見上げる涙に濡れた瞳が、真ん丸になっている。

「冗談ですよね」

「ここで冗談言ったら、タチ悪いだろ。本気だよ」

　苦笑いして答えると、彼女はがばりと身体を起こした。

「それはつまり……私たちは、両想いということですか？」

　俺はその真面目な問いに吹き出してしまった。

　なんの確認だよ。

「ああ、そうみたい。まずいことに」

「はい、困りました。私たち、こんなことになる予定じゃなかったのに」

「本当だよな」

　俺たちは顔を見合わせ、改めて笑った。お互いに苦笑半分、哀切半分の、寂しい笑顔だった。

「気づいたら、好きになってました」

「うん、俺も。最初はあり得ないって思ってたけどな」

「何度も自制したんです。でも、柏木さんを想う気持ちはどうにもならなかった」

　なんだ。いろはも、俺と同じだったのか。

　俺は勝手にひとりで盛り上がって、取り返しのつかなくなった恋心を持て余していた。いろはもまた、俺への消せない気持ちに苦しんでいたのだ。

　心が通じた今、自分たちのここ数日の苦しみが、愛おしくさえなった。誰かに好かれて、これほど嬉しいと思ったのは初めてだ。

　いろは、俺たち、両想いになっちゃったな。絶対に本気にならないとわかっていて、スタートした恋人契約なのにな。

　いろはが自嘲的に言う。

「私たち、まずいですね」

「ああ。まずい」

　いろはは、母親を裏切るつもりはない。彼女にとっては母親の言うとおり、見合いの官僚と結婚するのが一番。俺たちの抱える気持ちは『まずい』のだ。

「柏木さん、少し待ってもらえませんか？」

　急にいろはがベッドの上で居住まいを正し、正座をした。

　大事なことを言おうとしているようで、濡れた双眸が俺をじいっと見つめている。

「私……母に話してみようかと思います。仕事のことと一緒に、好きな人ができたことを。お見合いはお断りしたいことを」

「いろは、いいのか？」

　いろはが母親に敵対行動を取るとしたら、それは人生初のことだ。仕事と俺のために、彼女が勇気を出そうとしてくれている。

「母が許してくれるかは、わかりません。私も、母に面と向かって意見を言うのは初めてなので……きちんと言えるかわかりません。でも、やっぱり諦めきれません。仕事のことも、柏木さんのことも」

　俺に向かって宣言するいろはは、まだ涙目だし、自信なさげで頼りないけれど、それでも出会ったばかりの頃の彼女とはもう違う女になっていた。

　キラキラしていて、眩しい。ああ。俺はこの輝きに当てられてしまったんだ。

　久しく忘れていた、誰かを愛する気持ちを思い出させてくれたのは、間違いなくこの年下のちょっと抜けている女。

「誰はばかることなく、私が柏木さんのものになれる日が来たら、抱いてくれますか？」

　その問いに『イエス』と答える前に、いろはを抱きしめた。

　気持ちが伝わったのなら、本当は今すぐ俺のものにしてしまいたい。だけど、ぐっと我慢する。

　いろはが大事だから。これから、ずっと一緒にいたい女だから。

「いろは、俺の話も少し聞いてくれる？」

　俺は今まで口にしてこなかったことを話そうとしている。場合によっては、いろはに嫌われるかもしれない。

「はい。なんでしょう」

　いろははなんでも受け止めてくれそうに微笑んでいる。それでも不安で、俺は彼女の肩に顔を一度押しつけ、深呼吸した。

　きちんと言おう。彼女は母親の用意する未来を蹴ってまで、俺を選ぼうとしてくれているのだから。

「タラシ柏木 一の誕生秘話」

「誕生秘話……」

　いろはがかすかに緊張するのが、硬い表情から伝わってきた。俺の口から他の女の話なんて、聞きたいはずがないだろう。

「そう。結構引く話だと思うから、本当は黙っていたいけど。いろはには俺のことをきちんと知った上で判断してほしい」

　俺でいいのか。後悔しないよう、『納得』できるよう、情報は開示しておきたい。

「もちろん、聞きたいです」

　いろはの声が俺の身体に響いた。

　ベッドに並んで転がる。夜はすっかり更けていた。暗い部屋には、窓から届く外の明かりだけ。

「今から四年前の話な。俺は新人で、営業五課にいた」

「紡績関係でしたね、五課は」

　シングルベッドなので、肩を寄せ合っているふたり。大事な話とはいえ、顔を突き合わせてより、並んで天井を眺めているほうが話しやすかった。

「ちょうど夏だったな。同期の女子に告白されたんだよ。……あんまり気分のいい話じゃないから、そいつは仮にＡ子ってさせてもらうな」

　当時のことを思い出す。何度思い返しても苦い気分にしかならないので、普段は記憶の底に封じ込めているものだ。それを今、いろはに告白する。

「当時は大学の頃から付き合ってる彼女がいたし、Ａ子は研修が同じ班の仲間だったからさ、『友達でいよう』って断り方をしたんだ。Ａ子は『わかったー』って納得してくれたみたいだった」

　いろはは俺に顔を向けながら、真剣に聞いてくれている。

「だから、そのあとも仲間内の飲み会では今までどおり接し続けた。Ａ子はサバサバした気持ちのいい性格の女だったし、まさか引きずってるとは思わなかったんだよな」

　あまり言いたい話じゃないし、この話を知っているのは社内でも本当にごく一部だ。俺と寝てきた女の子たちは誰ひとりとして知らない。

「Ａ子からは頻繁にメールや電話が来てたけど、友達だから、普通に全部返した。二ヵ月くらい経った頃、また告白されて、それも断った。仲間内で揉もめたくなかったから、極力穏便にさ。『彼女がいるし、Ａ子のことは同期として大事だから、そういうふうに見られない』って」

「納得してくれたんですか？」

「いや、Ａ子からは『諦められない。浮気でもいいから相手して』って言われてさ、正直俺には、どうしてそこまで執着してくるのかわからなかった。ただ面倒で、『ごめんなー』なんて言いながら断るしかできなかった」

　考えてみれば、このタイミングでＡ子を突き放していれば、大事には至らなかったのだ。彼女の精神構造を悪化させたのは、俺の受け身で曖昧な態度だろう。

「Ａ子からの連絡が執しつ拗ようになってきたのは、そのあと。メールは社内メールも合わせると、一日五十件ほど。着信も何十回と入ってる。いつ仕事してるんだってくらい。内容も恨みごとや脅きょう迫はくに近いものが増えてきた」

　思い出すのは、スマホとＰＣを埋めつくすＡ子の名前。最初の頃は【たいした用事はないよ】なんて内容だったのが、次第に変化していった。

【どうして付き合ってくれないの？】

【私、柏木くんのこといつも見てるよ】

【私を傷つけた罪を償って】

「さすがに俺も気味悪くなってきてさ、ほとんどのメールは返さなくなった。でも、Ａ子は友達だと思ってたし、気が済めばやめるだろうくらいに安易に考えてたんだ」

「それは……ストーカーという状態ではないですか？」

　いろはが遠慮がちに言葉を挟んだ。俺は頷く。

「そうなんだよな。同じ部署の同期とすぐ上の先輩が状況を知って、『上司に相談しよう』なんて言ってくれた。俺の携帯が仕事中にやたら鳴ることや、社内メールの受信ボックスにＡ子の名前がずらりっていうのが見えて気づいたみたいだ。でも、上司への相談はできなかった」

　上司に相談という行動は、当時の俺にはハードルが高かった。情けないことに、このときの俺は周囲の勧めを断り、なんの手段も講じることができなかったのだ。

「俺は入ったばかりの新人だったから、変な揉め事で会社にいづらくなったり、上司の覚えが悪くなったりするのは嫌だった。ただただ保身のために、ことを荒立てたくなかったんだ。そうこうしているうちに、ずっと付き合っていた彼女から、別れを切り出された」

　俺の表情はつい、苦虫を噛みつぶしたようなものになってしまう。口調も自然と暗くなる。

「Ａ子の行動に追いつめられて、俺が余裕のない態度を彼女に取っていたせいだろうと最初は思っていた。あとで知ったことだけど、彼女はすでにＡ子から嫌がらせを受けてたんだ。隠し撮りをネットでさらされたり、中傷メールを送られたり」

「ひどい……」

　いろはは震える声で言った。いろはの常識の観念では、そんなことをするのが同じ人間かすら疑わしくなるだろう。

「でも、彼女はそれを俺に話して、Ａ子と闘うなんて意思はなかったみたいだな。俺のせいで自分が嫌がらせされたと知って、俺への気持ちが冷めた。理由も話さず別れを告げたのは、そういうこと」

　まだ真剣に女子と付き合っていた当時の俺にとって、一方的に告げられた別れはショックだった。なにが悪かったのかと自問もした。

「別れたら、すぐにＡ子が寄ってきたよ。『彼女と別れたんでしょ？　付き合って』って。なんで知ってんだよって話。もうここまでくるとホラーだよな」

　思わず自嘲の笑いを漏らすと、いろはが痛々しそうに俺を見つめた。

「でも俺はまだ、穏便に済ませたいなんて腹があるもんだから、Ａ子に言ったんだ。『付き合えない。友達でいよう』って」

　友達でいる気なんかないくせに、そんな絵空事を吹いた俺を、Ａ子は憎んだだろうな。たとえ原因が彼女自身にあるとしたって、俺の態度が〝保身〟に傾いていたのは事実だ。俺は幼くて、卑ひ怯きょうだったのだ。

「Ａ子が会社に来なくなって、彼女の上司が俺の元へ事情を聞きに来た。なんでもＡ子は、俺に強ごう姦かんされたから会社に行けないと言ってるらしかった。俺は、一番望まないかたちで上司を巻き込むことになったわけ」

　言いたくないことを言うときは、砂を飲んだように胸が苦しい。でも、いろはにはきちんと知ってほしい。俺の犯した失敗を。

「そこからが大変。どう知ったのか、上司との話し合い会場のミーティングルームにＡ子が乗り込んできてさ。わけのわからないことを叫んで、わーっと瓶から薬みたいなものを出して一気に飲むんだよ。俺も上司たちも大騒ぎで、救急車呼んでさ」

　救急車に乗せるとき、Ａ子ははっきりと言った。

『私の本気がわかったなら付き合って』

　恨みと期待のこもった瞳を向けて。

「……結局、Ａ子は死ぬ気なんかなくて、あとで調べたら、飲んだのはただの整腸剤だった。笑えるよ」

　いろはが息を呑むのがわかった。

　そうだろうな。普通は引くよ。こんな話が、付き合おうとしている男の口から出てきたら。

「Ａ子の親も会社も巻き込んでの事件になったけど、俺の携帯にもＰＣにも、Ａ子からの脅迫じみたメールが残ってたし、同期と先輩も俺の潔白を証言してくれた。会社の顧問弁護士が『訴えれば勝てる』なんて言いだしたけど、俺は平謝りするＡ子の親と示談にした。彼女は二度と俺に近づかないっていう念書を書かされて、人づてに聞いたけど、今は海外で結婚してるらしい」

　一度切って続けた言葉は、ため息と一緒になる。

「俺には、入社早々に騒ぎを起こしたやつっていう評価だけが残った」

「でも……柏木さんは被害者じゃないですか」

　いろはが、静かだけど憤慨した声で言う。俺は首を横に振った。

「上司の心証までは変えられないよ。俺がＡ子のことを面倒くさがって放置していたのは事実だし」

　面倒事を起こした新人がどうなるのか。当時の俺にはわからなかったけれど、ただ漠然とした不安を抱え、毎日をやり過ごすように仕事をしていたのを覚えている。

「この事件には戒厳令が布しかれたけど、それが変な噂を呼んだ。あるとき、飲み会で別部署の先輩に言われたんだ。『おまえだろ？　女を弄んで、自殺未遂まで追い込んだやつ』って」

　いろはがまた言葉を失い、憤然と息を呑むのがわかった。

「正直、言葉が出なかった。『違う』って言いたいけど、言いきれない気もした。Ａ子を追いつめたのは、確かに俺だもんな。噂はいろんなかたちで広がって、気づいたら俺には『泣かせた女は数知れず。最低のタラシ野郎』っていう不名誉なふたつ名がついてた」

　もう幾度目かわからないが、俺は自嘲気味に笑う。

「あとはもうヤケだよな。それなら、そういうふうに振る舞ってやろうってさ。実際、もう女はこりごりだと思ってたし、俺に寄ってくるのが身体目当ての子だけなら、こっちも楽。誰かと心を通わすなんて、うんざりだった。適当に楽しくできればいいや、まわりも仕事さえ評価してくれれば、人間性なんてなんでもいいやって」

　ついこの間まで、そう思ってきた。誰とでも寝て、タラシの評価に乗っかって平気な顔で笑っていた。

　いろはに会うまで。

　彼女がいきなり俺に抱きついてきた。頭をかき抱くように、ぎゅうっと。

「ものすごく……大変だったんじゃないですか。柏木さんのタラシ生活は、そのまま人間不信生活です」

「ドン引いた？」

「引いてません。でも、ストーカー被害も、そのあとの蔑視にも、ひとりで耐えてきた柏木さんがかわいそうです」

　いろはの匂いとぬくもりを感じると、ほっと安心できた。

　なんだ、結構張りつめて喋ってたんだな。あんまり楽しい過去じゃないし、いろはに嫌われるかも、とびくついてたもんな。

「蔑視っていうか……タラシは結構エンジョイしてたからいいんだよ。でも、もう流されるままの適当な生活はやめたい。誰かを好きになるって、責任が伴うだろ？　ずっと逃げてきたそういう面倒事に、もう一回飛び込みたくなったんだ」

　俺はいろはの腕を柔らかく外し、間近く見つめた。彼女が切なげな瞳で俺を見つめ返して答える。

「はい」

「反応薄いな。きみのおかげでございますよ、いろはさん」

「反応薄いかもしれませんけど、今、噛みしめてるんです」

　俺たちは顔を見合わせ、笑った。そして軽くキスをする。

　いろはがいてくれてよかった。

　もう、誰のことも好きにならないと考えていたのに、過去を話して向き合いたいと思う女に出会ってしまった。誰かと苦楽を分かち合う幸福を思い出してしまった。

「この前さ、いろはが田亀たちに絡まれてただろ？　負けんじゃねーって追い立てたのは、俺みたいになってほしくなかったんだよ。流されて、負けて、理不尽に屈するようなやつになってほしくなかった」

　反省を込めて告白する。俺は、いろはと自分を重ねて苛立っていたのだ。いろはからしたら、いい迷惑かもしれないけれど。

「柏木さんがそう言ってくれなかったら、簡単に屈してました。元々の私の性分じゃ、受け身でいることが普通ですもん。私を変えたのは柏木さんです。だから……」

　いろはが俺の額にキスをした。まるでさっきのお返しみたいに。

「私も柏木さんを変えたい」

「俺を？」

『変えたい』という言葉の持つ印象的な響きに、目を見張る。

「はい。タラシの柏木さんでも私は好きですけど、もっとこう……気持ち的な部分で、安心してもらいたい。嫌なことも、理不尽なことも、これから起こることは全部、私が一緒に背負います。柏木さんが素顔でいられる場所はあるんだよって言い続けたい」

　ほら、そんな顔をする。慈愛と希望に満ちた眩しい笑顔。

　ずるいな、いろは。たった一ヵ月半で、こんなにいい女になっちゃって。俺ばっかりがおまえに惚れてる気がしてきたよ。

「もう結構、変えられてるよ？　いろはに」

　ふっと笑って言うと、彼女が不思議そうに問い返してくる。

「え？　どこがですか？」

「それは今度、ベッドの中でじっくり教える」

　うそぶくと、いろはが怒った顔をした。可愛く頬でも膨らませりゃいいのに、眉をひそめてマジの怒り顔。

「なんだよ、その顔はー。俺を笑わせたいのか？」

「違います！　真面目に話してるのに、はぐらかす柏木さんに怒ってるんです！」

　その晩、俺たちはいろいろな話をして、最後は寄り添って眠った。

　それ以上はなにもせず、ただ互いのぬくもりに安心して。




　翌日、俺たちは夕方まで一緒に過ごした。いろはは旅行に出ている設定だから、あまり早く帰ってもおかしい。

　それに、気持ちを伝え合った直後だ。情熱に任せた行為はできなくても、なるべく一緒にいたかった。ともに朝食を食べ、近所を散歩し、部屋で寄り添っているうちに時間は過ぎた。

　別れるのが寂しい。そんな気持ちになったのは、いつぶりだろう。

「送るよ。いろはの家まで」

　俺の言葉に一瞬嬉しそうな顔をしたいろはだったけれど、すぐに顔を伏せ、断りを口にする。

「うちは……たぶん母がいるので」

「そっか、お母さんに挨拶はちょっと早いな。駅までにしとく」

　本当は駅までじゃ足りない。帰したくなんかない。

　でもこれ以上いろはを困らせたくないから、口をつぐむ。

　いろはの住まう代官山までは、井の頭線と東横線で三十分ほど。短い時間だけど、せめてもう少しだけ並んでいよう。




　ふたりで電車に乗る。今までとはまったく違う意味で手を繋ぐ。

　もう契約じゃない。俺たちは、本物の恋人同士になるのだ。越えるべき障害はまだあるけれど。

　代官山の駅で降り、改札を抜けた。

「柏木さん、ありがとうございました」

「あのさ、そろそろ名前で呼んでみない？」

　俺の提案に、いろはが嬉しそうに笑った。頬を赤らめて、照れ笑いのあと、彼女は小さな声で言った。

「ハジメさん、ありがとうございました。また、会社で」

　可愛すぎるんですけど。

　思わず、人目もはばからずにいろはを抱き寄せてしまった。小さな彼女は俺の腕の中にすっぽりと収まる。

　ああ、ここから出したくない。ずっと、こうしていたい。

「いろは」

　その声は、俺といろはの真横から聞こえた。

　ぞくっとした。女性の低い声だ。

　俺たちは顔を向ける。

「なにをやっているの？」

　そこにはいろはの母親、三条姫子が立っていた。濃紺のスーツをびしっと着こなした、雑誌から抜け出てきたような女。表情は能面のごとく硬くて、動かない。

　俺だってよく知っている有名人だ。見間違いだったらいいけど、そんなわけはない。

　いろはが引っかかったような声で呼んだ。

「お母さん……」

「離れなさい!!」

　三条姫子が鋭い声を上げ、俺の腕からいろはを引き剥がした。俺をぎろりと一瞥した瞳は、野生の肉食動物のように獰どう猛もうで、付け入る隙は一ミリも見当たらなかった。

　しかし、俺を見たのは一瞬。すぐにいろはの腕を掴み、ずんずんと歩きだす。

「いろは!!」

　俺は叫んだ。彼女が引きずられながら、顔だけ振り向く。

「大丈夫です！　必ず連絡します！」

　追ってくれるな。いろはの瞳がそう言っていた。

　任せるしかないのか。こんなかたちで、いろはと母親の争議が始まってしまうことが悔やまれた。彼女にとっては圧倒的に不利なスタートになってしまう。

「いろは……本当に平気か？」

　ふたりが消えた方向を見つめ、俺は呆然と立ちつくした。




　翌日の月曜日、いろはは会社を欠勤した。まだ有休のつかない彼女は無給の欠勤扱いだ。それなのに、休み。おそらくは母親である三条姫子の考えだろう。

　スマホは繋がらない。斉田さんに頼んで連絡してもらっても、電源が切られている様子。

　火曜日も、次の水曜日も、いろはは欠勤だった。

　どうなってるんだよ、いろは。







闘え、三条いろは　～私にできる本当の冒険













　自分の部屋でまんじりともせず、時間を過ごす。もうこれで三日目だ。

　玄関が開く音が聞こえる。母が出勤していったのだろう。

　私は財布だけ小さなバッグに入れると、立ち上がった。自室を出て、そろりと玄関に向かう。

「お嬢様、どちらにお出かけですか？」

　声をかけられ、ぎくりと固まる。振り向くと、おとといから我が家に詰めている家政婦さんがいた。

「えっと、喉が渇いたので、コンビニまで……」

「でしたら、お紅茶をお淹いれいたします」

「でも、雑誌も見たいし……」

「雑誌の名称をおっしゃってくだされば、間もなくやってくる谷たに村むらに申しつけて買って参らせます」

　ぐっと声を詰まらせる。

　年配の厳しそうな家政婦さんは、月曜日に初めて会ったばかり。柏木さんに送ってもらったあの日曜日、母が緊急に手配したのだ。

　彼女の仕事は、私をこの家から出さないという一点のみ。なにを言っても取りつく島がなく、私はすごすごと自室に戻った。

　いつも掃除や料理に来てくれる家政婦の谷村さんなら、私が高校生の頃からの付き合いだ。仲もいいし、相談すれば事情をわかってくれるかもしれない。だけど、今の鬼のようなおばあちゃん家政婦さんがいる限り、私の外出は叶いそうもない。

　本日は水曜日。日曜日から私は、この家に軟禁状態だ。

　あの日、柏木さんと抱き合う姿を見られ、母に引きずられて帰った。

　軽率だった。あんなかたちで母に裏切りの姿を見せたくはなかった。きちんと順序を踏んで説明し、理解を求めたかったというのに。

　帰宅したあと、事情を説明しようとする私を、母は氷のような無表情で見つめた。

『男性との交際は禁止したはずです』

『お母さん、大事な話があるの』

　食い下がる私を、彼女はぎろりと一瞥した。そのひと睨みは私を威圧し、戦意を削そぐには充分な威力を誇る。

　母が無表情だと思ったのは間違いだった。その瞳には怒りが燃え盛っていたからだ。いっそ、憎悪すら感じたのは気のせいではないだろう。

　母を裏切ったのは私。

　大罪だ。こんな瞳を向けられても文句は言えない。

　おののき、言葉を失った私に、母は丁寧な口調で告げた。

『携帯を渡しなさい。外部との連絡は取らなくていいわ。会社にはお休みする旨を私が連絡しておきます。あなたは今週末のお見合いまで、家で頭を冷やしておきなさい』

　逆らえなかった。永らく母に追従してきた精神は、簡単に反旗を翻ひるがえせなくなっていた。こと憎しみの視線を向けられては、余計に。

　スマホもＰＣも取り上げられ、連絡手段はない。せめて心配しているだろう柏木さんにだけでも連絡をしたい。けれど、それも叶わないでいる。




　その水曜日の夜のことだ。仕事帰りの美野里が私を訪ねてきたのだ。

　玄関での話し合いの声に、私が自室を出てみると、ちょうど帰宅した母が美野里を玄関先で追い返すところだった。

　彼女は私に会いたいという主旨を懸命に話している。でも母は応じない。

　慌てて乱入しようとした私の腕を、臨時で来ている例の年配家政婦さんが掴んだ。すごい力で自室に押し込まれかける。

「放してください！」

　家政婦さんは無言だけど、腕に食い込む骨ばった指は緩まない。

　それでも、非力ながらもどうにか家政婦さんを振りはらい、玄関に向かったけれど、そこにはすでに母の姿しかなかった。

「お母さん！　今、美野里が……」

「今は美野里さんとも話す必要はないわよ。あなたの仕事はなに？」

　母の怜れい悧りな声音に一転、身がすくむ。答えられないでいると、母が代わりに答えた。

「いろはの仕事は、お見合いをして、結婚をすることでしょう？　よき妻となり、よき母となる。それがあなたの一生の仕事よ」

「お母さん、私……」

　言わなきゃ、柏木さんのこと。仕事のこと。母に理解してもらえるよう、説明しなきゃ。今しかない！

「がっかりしてるのよ、私は」

　母が私の声には一切反応せず、言葉を紡ぐ。

「私に隠れて男性と交際をしていたこと。いろはには失望したわ。私が用意した幸福な道を、土足で踏みにじろうとしていたのね」

　抑えきれない母の憎しみを感じる。怒りは治まるどころか増しているのだ。

　私が反抗する限り、母は私の意見など聞く耳を持たないだろう。それが現実。

　ふっと母が笑った。

　顔を上げると、嘲笑とも苦笑とも取れる悲しい微笑みを浮かべているのが見えた。

「本当に、悪い子」

　母にとって悪い子になるのも、仕方ないと思っていた。

　だけど、こんなふうに吐き捨てるように言われ、私の心はギリギリと激しく痛んだ。心臓を真っぷたつに切り裂かれたみたい。

「お母さん……ごめんなさい」

　気づけば、私は泣きそうな声で謝っていた。

　頭の中を支配するのは、恐怖と焦燥。

　お母さんに嫌われる。

　お母さんに捨てられる。

　お母さんを泣かせてしまう。

　大事なことが他にあったはずなのに。母を説得しなければと思っていたのに。

　母の憎悪に触れた瞬間、私は幼児に戻ってしまった。たったひとりの家族の愛を失ってはいけないと、恐ろしい強迫観念がつきまとう。

「自分が悪いと思っているなら、日曜日のお見合いまで家でゆっくりしていなさい。これ以上、私を苛立たせないでちょうだい」

　言い放つと、母は自室に向かって廊下を歩いていってしまった。私は呆然とその背中を見送る。

　柏木さん、ごめんなさい。

　母を説得するなんて言っておいて、私にはできないかもしれない。

　私の心には枷かせがついている。

　母を失いたくないという、ただひとつの根源的恐怖。




　木曜日の朝、なにもすることがなく、ベッドに転がっていた。服を着替えたものの、今日もこの家からは出られない。

　母は本気で、お見合いの日まで私を軟禁し続けるつもりだ。案外、このまま会社も辞めさせようとしているかもしれない。あり得ることだ。

　もしそうなってしまったら、データ管理部のメンバーにどれほど迷惑がかかるだろう。来月には退職される志辺さんも、きっと困惑するに違いない。志辺さんに安心して退職の日を迎えてもらいたかったのに。

　山梨部長や宇都宮さんが私の業務を代行するとしても、彼らにも抱えている仕事がある。負担は軽くない。一家の母である吉永さんの残業も増えてしまうだろう。

　そして、柏木さん。

　私は彼になんと言って謝ればいいんだろう。母を説得できず他の男性に嫁ぐ私は、今度は柏木さんを裏切るのだ。

　たった一瞬だったけど心が通じ、未来を誓おうとした相手。

　大好きな人。

　私の初恋。

　嫌だ。離れたくない。柏木さん以外の男性とウエディングベルを鳴らすなんて嫌。

　だけど、もう手立てがない。私はどうしたらいいんだろう……。

　――こつん。

　そんな音が枕元で聞こえた。

　私が顔を上げると、再び、こつん。

　窓の外に、なにやら棒状のシルエットがちらちらと見えてから引っ込んだ。

　おそるおそる窓を開け、棒の行ゆく方えをそっと追う。部屋の左手にはマンションの外階段がある。

　多くの住人がエレベーターを使うので、普段あまり人気がないその階段。そこから伸びるステンレス製の棒を目で追うと、階段の手すりとなっている部分に乗り、片膝をついている人影が見えた。

　なんと、そこで柏木さんが手を振っていた。

「柏木さん!!」

「よっし！　成功！　斉田さんの情報、大当たり！」

　彼がガッツポーズをしている。

　いえいえ、そうじゃなくてですね。なんで、そんなところにいるんですか!?

「危ないですよ！　下りてください！」

　我が家は十階だ。柏木さんがいるのは九・五階といった位置だけど、落ちたら命はない。

「俺は大丈夫。見てくれよ、このセルフィースティック。柘植が持ってるの、かっぱらってきたんだ。いろはを呼ぶには役立ったけど、こういうの持ってる男子ってどう思う？」

　柏木さんは状況無視で、呑気なことを質問してくる。私ひとりが慌てているなんて、まったく変な話だ。

「本当に危ないです！　やめてください！　そこから下りてください！」

「確かに危ないんだけどさ。いろは、こっちに来られるか？」

　彼が自分のいる階段の手すりを指す。私はぶんぶんと首を横に振った。

「無理です！　母が私のことを見張る家政婦さんを頼んでしまいましたし、今はまだ母も出勤前で家にいます。出られません」

「そうじゃなくてさ、俺が手ぇ伸ばすから、そこのひさしに足乗っけて、飛び移れるかって聞いてる」

「ええっ!?」

　思わず大声を出し、慌てて口を塞ふさいだ。母たちにバレるわけにはいかない。

「大丈夫。ここは十階だけど、ほら、そこの窓の下なら八階のベランダが近い。最悪、落ちても死なない。少し頑張ってくれれば、いろはは軽いから俺が受け止められる」

「そんな無茶な……」

「無茶を承知で言ってる。俺はおまえをさらいに来たから」

　柏木さんの瞳は熱を宿していて、声音は本気のものだった。

　どくんと胸が鳴る。

　彼は、三日間も音信がない私に会いに来てくれた。この時間ということは、きっと有休を使ったんだろう。

　美野里に住所や会えそうな方法を聞いて、柘植さんに使えそうなアイテムを借りて、私を救い出しに来てくれたんだ。

　彼は私のことを、まだ望んでくれている。

　でも……。

「柏木さん、私……やっぱり母を裏切れません」

　母のために柏木さんを拒絶する私は、きっと苦痛に顔を歪めていただろう。この決断は、断腸の思いで決めたこと。

「お母さんの言うとおり、知らない男と結婚するのが、いろはの幸せか？」

　彼の言葉は責めているわけじゃない。私の本心の確認だ。だからこそ、私も本音を言わなければならない。

「私の幸せは、柏木さんといることです！　だけど、私にとって母はたったひとりの家族なんです。母に冷たい目で見られて、悲しい言葉をかけられて、私には母を捨てられないと気づきました。母を失いたくないんです。母を泣かせたくないんです」

　泣きそうな声を振りしぼり、母への思いを柏木さんに伝える。

　母を裏切ったら、私にはもう存在する価値がなくなってしまう。

「いろは！　それは違う。おまえはもう気づいてるはずだ」

　柏木さんが強い口調で言った。身を乗り出し、私の目をまっすぐに見つめる真摯な茶色の瞳。

「いろははお母さんを理由にして、自分で歩くのをやめているだけだ。お母さんの歪んだ干渉を受け入れることで、心を満たしているんだ。そんなの愛情じゃない。思いやりじゃない」

　彼の表情は、今までに見たことがないほど真剣だった。私は突きつけられた言葉にかぶりを振る。

　私の気持ちは……愛情じゃない？

「……気づいてるんだろ？　自分とお母さんとの関係の歪みに。だから、おまえは悩んだんだ。仕事のことも、俺とのことも」

　柏木さんは諭すように言葉を選ぶ。

『歪み』……私たちの親子関係は、おかしいものなの？

「歪み……私は……」

「三条いろは！　おまえは三条姫子じゃない！　別の、ひとりの人間だ。俺が好きになったひとりの女だ！」

　胸の中にあった鏡が割れた。

　その鏡は二十三年間、母を映し続けてきたものだ。

『鏡よ、鏡』

　母は私にいつも聞いた。

『私の言うことが聞ける？』

　私は鏡だから、母の思うままの姿を映した。それが自分だと思ってきた。

　違う。

　そんなのは違う。

　私は、三条いろはだ。三条姫子じゃない。

　母の思うとおりに生きるなら、私が私として産まれてきた意味がない。

　わかっていたのに。私は母を喜ばせたいばっかりに、自分を偽り続けてきた。

　音をたてて、私を作り上げていた鏡が割れた。

　がらんどうの心……そこには、何者でもないただの私が座り込んでいた。

「私は……私です」

「ああ。そうだ」

「私は、自分の足で自分の人生を歩きたい！」

　窓に足をかけた。スカートが風にはためく。

　落ちたら怪我するかもしれない。痛いかもしれない。

　だけど、私は自分の足で一歩踏み出さなければならない。腕を広げて待っていてくれる彼の元へ。

　雨どいを掴み、ひさしに足をかけ、飛んだ。柏木さんの元へ、ジャンプした。

　つま先が壁に届く。そこからは柏木さんが私の腕を握り、身体を手た繰ぐり寄せてくれた。彼を下敷きに、私は階段の踊り場へ転がり込む。

「柏木さん！」

　上体を起こし、重たい身体を抱き止めてくれた柏木さんを見下ろすと、後頭部に手を添えられて顔を引き寄せられる。

　重なる唇。

　不意打ちのキスは驚いたけれど、安心と喜びで涙が溢れた。

「柏木さん、好きです」

「俺も、いろはが好きだ。惚れてなきゃ、家まで押しかけないっつうの」

　苦笑いして答える柏木さんは、少年みたいだ。眩しくて、愛しくて、胸が痛い。

　私の恋した人は、本当にすごい人。

　私の曇った目に光をくれた。弱った心に勇気をくれた。

　もう、なにも怖くない。

「あなたの恋人になるために、母と話をしてきます」

「俺も一緒に行こうか？」

　宣言した私に、柏木さんは問う。答えがわかっているかのような、落ち着いた口調だった。

「いえ！　ひとりで大丈夫です！　待っていてくれますか？」

「もちろん」

　私たちはもう一度抱き合う。埃ほこりっぽい階段の踊り場に転がって。

　それから、私は立ち上がった。自分で歩きだすために。




　玄関のチャイムを押した。家政婦さんがインターホンに出る。

「いろはです。開けてください」

　おそらく母は昼頃の出社のため、仕度している時刻。リビングにいるだろう。

　しばらく間があり、私が自室にいないことは確認されたようだ。

　ドアが開く。そこには家政婦さんではなく、母が立っていた。

「状況がわからないわね」

　汚れた素足は玄関マットで拭いただけ。母について室内に入る。家政婦さんは気を利かせたのか、リビングから出ていった。

　ようやく母と対たい峙じする。

「これはどういうこと？」

　母が剣呑に問うてくる。すっかり仕度を終え、コーヒーを飲んでいたらしい。リビングには環境音楽とコーヒーの香りが満ちている。私たちの持つ喧々としたムードは、場違いな感じがした。

「お母さん、話があります」

　私は勢いよく頭を下げた。

「お見合いは行けません。結婚はまだしません」

「この前の男の子が原因？」

　母の瞳も声音も冷えきっていた。だけど、私はもう負けない。

「そう。そして、仕事も。責任ある業務を任されてるの。結婚を理由に辞めたくない」

「あなたにしかできない仕事なんて、この世の中にはないのよ？」

　怜悧に響く母の言葉は、たぶんそのとおりなのだ。私は深く頷く。

「わかってるつもり。だけど、任された責任を全まっとうしたいのは、私の意思」

　母が弓形に描かれた眉をひそめる。

「あの男の子、私がその気になれば、会社にいづらくすることもできるわよ」

「そんなことをするなら、お母さんを軽蔑する。もし、お母さんが彼を傷つけるなら、私がなにに代えても彼を守る」

　たぶん、母は見たこともないだろう。私のこれほどまでに強硬な態度は。

　彼女が苛立たしそうにため息をついた。

「あなたはまだ子どもなの。人生の本質をちっとも理解していない。情熱に任せてバカな判断をしないよう、小さい頃から賢明にと育ててきたけれど、失敗ね。あなたも若さに任せた軽率な未来を選び取ろうとしているの？」

「お母さんは、お父さんとの結婚を軽率だったと思ってるの？」

　母の表情が初めて動いた。苛立ちや怒りとは別の、動揺に似た気配がかすめる。

　畳みかけるように、私は必死に言い募る。

「私、もう子どもじゃないよ。お母さんがお父さんと結婚した年齢になったよ。ひとりで判断できる年だよ。お母さん、大好き。ずっとずっと、お母さんに笑ってほしくて生きてきた。でも、それだけじゃ私の人生は前に進まない」

　大好きだから。愛しているから。

　たとえ、ここで道を違えることになったとしても、私は言う。

「私は、お母さんの用意した道は歩かない。自分で探し当てた道を、自分の足で歩きたい。転んでも、息が切れてもいい。後悔しても納得する。生きていくって、そういうことだと思うから」

　言葉にしながら、涙が出そうだった。でも、泣いていたら前を向いて歩けない。一度ぎゅっと唇を噛みしめて、言いきった。

　母が眉間に深い皺を刻み、低く告げる。

「私の言うことが聞けないなら、あなたはいらない。私の庇ひ護ごから出たいなら、親子の縁は切るわ。それでもいいのね」

　これが母の最後通つう牒ちょうだろう。

　私は息を呑み、それからゆっくりと深呼吸した。胸が痛くてしょうがないけれど、未来を選ぶ。

「いいよ。悲しくてたくさん泣くだろうけど、私はお母さんから離れるよ」

　静かな私の答えに、綺麗にメイクされた母の顔が歪んだ。マスカラとシャドウで彩られた目元がくぼみ、睫毛が長い影を頬に落とす。

　それから、彼女はどさりとダイニングの椅子に腰を下ろした。

「簡単に言ってくれるじゃないの」

「簡単じゃない。苦しいよ。だけど、決めたんだ」

　母が片手を額に当て、ダイニングテーブルにもたれる。私が歩み寄ると、悔しそうに微笑んだ。

「さすが、私たちの娘ってところね。血っていうものは侮あなどれないわ」

　血。私に流れるのは、母と、そして亡くなった父の血だ。

『私たち』という言葉から、母が父の話をしようとしているのがわかった。

「お父さんの話、あんまりしてこなかったね」

「私が話さなかったのよ。……お父さんは、一回賞を獲とっただけの売れない画家」

　父の仕事を、私はこの瞬間まで知らなかった。父の描いた絵だってあるだろうに、母は私に見せてこなかったのだ。

「身寄りもなくてね、私の両親は大反対よ。大学まで出した娘が、そんなヒモ同然の男とくっついたなんて許せなかったんでしょうね。結局、駆け落ちみたいなかたちで結婚したの」

　父の話になると、母はいつも口が重かった。それにものすごく悲しい表情になるので、それが嫌で深く聞いてこなかった。

「いろはが産まれて、お金はないけど、お父さんと三人で私は幸せだったわ」

　母は懐かしそうに言ってからうつむいた。

「でも、あなたが一歳半のとき、お父さんは肺炎をこじらせてあっけなく死んじゃった。元から身体の弱い人だったからね。私は運命を呪ったし、私たちを置いて逝いったお父さんも恨んだ」

　本当に初耳の話で、少し驚く。

　父の記憶のない私には、『お父さん』とは概念でしかなく、人格を持った人間としては考えてこなかった。母の表情を暗くする存在でしかなかった。

「そこからはもう必死。コンサルの会社で死ぬ気で働いたわ。保育園のあなたのお迎えは、いつも最後だったわね。いろはが寂しがって泣くのがつらかった。私だって泣きたいよって、毎日思ってた」

　おぼろげながら覚えている。保育士さんと夜の軽食を食べ、ひとりで積み木や塗り絵をしながら母を待っていたこと。窓の外は暗く、心細くて、早く母に抱っこしてほしいなと考えていたっけ。

「一度、本当に言ったのよ。『あんたばっかり泣かないで！　お母さんには泣く場所もないのよ！』って」

「そんなこと、あったんだ……覚えてないな」

「あなた、三歳くらいだったもの。そりゃ覚えてないわよ。でもね、小さないろはは泣きやんだの。そして、私の頭を撫でてくれた。『泣いていいよ』って」

　母は思い出しているようで、わずかに息を詰めた。

「そう言われて、私はもう金輪際泣くもんかと思ったわ。いろはに弱いところを見せられない。私がこの子を幸せにしてやるんだって」

　そこで母は言葉を切った。深く息をつく姿は、いつも若々しい彼女を年相応に見せていた。

「ずっとあなたに、〝私の幸せ〟を押しつけてきたのかもしれないわ。よかれと思って、安全な道を用意して。私が守りたかったのは、いろはじゃなくて、自分の心なんでしょうね。娘の優しさに甘えてきたのね」

　母の瞳から、ぽろんと涙が転がり落ちた。そのひと粒だけで、彼女はすぐに鼻をすすり、顔を背けた。

「お父さんも笑ってるわ。私の空回りを」

　私はもう一歩、歩み寄る。それから、母の肩に手を添えた。

「お母さん、ありがとう。いい娘でいられなくてごめんなさい」

　万感を込めて言葉にする。

　たったふたりきりの家族。あなたがいるから、私がいる。なのに、あなたの希望どおりの娘ではいられなくなってしまった。

「別にいいわ。子どもなんて、どうせ巣立っていくんだもの。それを忘れていたのは、私よ」

　恥ずかしいようで、母が私の手をさっと振りはらう。それはそっけないけれど、人に弱みを見せない彼女らしい行動だった。

　それから、ぽつりとおまけのように呟く。

「ついでに思い出したわ。運命も、先に逝っちゃったお父さんも恨んだけど、いろはを産んだことは一度も後悔していない。あなたがいたから、今の私がある」

「お母さん……」

　涙が滲んだ。

　いい子でいたって、悪い子でいたって、母は私のことを愛してくれている。そんな単純で普遍的なことすら、私も母もわからなくなっていた。それほどまでに私たちの心は隔たっていたんだ。ようやく私たちは、本来の親子へ近づけたのかもしれない。

「さてと」

　母は立ち上がり、深呼吸した。息を吐ききると、いつものしゃきっとした表情に戻っている。涙の跡なんてどこにも見えない。

「会社に行かなきゃ。……いろは、お見合いの件はわかったわ。断っておく」

「お母さん！」

　母の言葉に、私は信じられない気持ちで叫んだ。彼女がびしっと私に人差し指を突きつける。

「だけど、仕事の件と男女交際の件は別問題。また折を見て話しましょう」

「あの、お母さん……今、玄関を出たすぐのところに、彼が来てるんだけど……紹介したいと思って……」

　どうせなら柏木さんと会ってもらいたいと焦る私を、母はぴしゃりと言葉で跳ねのけた。

「調子に乗るんじゃないわよ」

　傲ごう岸がんに微笑む。きっと、社長・三条姫子はこういう顔をするんだろうな。

　自信たっぷりの女性リーダーの顔で、彼女は言った。

「一日で全部の話を納得してもらおうなんて、甘い。口説き落としたいクライアントには、時間と手間をかけて、熱意と誠意を見せるものよ。せいぜい、私にどこまで本気か見せてからにしなさい。仕事も恋愛も」

　ソファにあったバッグを手に、母は玄関へ向かう。

　ああ、今行ったら、紹介はしなくても柏木さんと鉢合わせじゃないかな。

　少々ハラハラする私に、パンプスをひっかけながら母が言う。

「安心しなさい。あなたの彼氏は全力で無視してあげるから。あと、あなたの会社にはタチの悪い風か邪ぜで入院したと伝えてあるから、今週いっぱいくらいは休めるわよ」

「もう、お母さん……今から私も出社するよ」

「そう？　せっかくだから、彼氏と遊びに行けばいいじゃない」

　母はニヤリと笑い、片手を上げると出ていった。玄関で見守っていたおばあちゃん家政婦さんには、「あとで連絡します」とひと声かけていったけれど、彼女の仕事も今日までだろう。

　私は母のあとを追うように、玄関を飛び出した。

　廊下には柏木さんが立ちつくしていた。

「いろは……俺、おまえのお母さんにガン無視されたけど……話し合いは決裂か？」

　おそるおそる聞いてくる彼に、思わず笑ってしまう私。

「いえ！　決裂ではないです！」

　笑いながら答える。柏木さんは訝しげな表情だ。

「じゃ、勝てたのか？」

「勝ち負けなら、負けかもしれません。母にはまだ敵かなわないので。でも、私の権利は守れました」

　柏木さんの顔がいっそうハテナだらけになる。私は笑いながら、彼の頬に触れた。

「仕度をしてくるので、待っていてください。詳しくは会社に行きながら話します」

「え？　俺、腹痛いって有休使っちゃったんですけど！」

「治ったって言いましょう」

「ええー」と否定的な叫びを上げる柏木さんを尻目に、玄関に引っ込む。

　完璧じゃない。だけど私はようやく、人生で最初の一歩を踏み出したのだ。それがとてつもなく嬉しかった。







柏木 一は決意した　～俺たちは、たぶん













　金曜日の朝、営業企画部の代田橋部長に呼ばれたとき、俺は進行中の案件の確認だと思いながらデスクに向かった。

「福岡支社ですか？」

　思わぬ話を持ち出され、上ずった声で聞き返してしまう。俺の問いに代田橋部長は、うんうんと上機嫌に頷いた。

「一応、栄転な。主任っつう役職になるから」

「やだな。残業代つきづらくなるじゃないですか」

　俺が動揺を隠してふざけると、代田橋部長は大声で笑った。

「残業減らして、博はか多た美人と遊べばいいじゃないか。福岡は楽しいぞー。おまえ、絶対好きだと思うけどな」

　はは、と笑い返しながら、頭の中をさまざまなことが駆け巡る。

　いろはを代官山の自宅まで迎えに行ったのは、昨日の出来事だ。彼女が母親と対峙し、ようやく自立の道しるべを見つけてから、まだ一日しか経っていない。こんなことってあるのか。

　同時に、妙に納得している自分もいた。

　そうか。やはり世界はうまく回っている。運命論者ではないけれど、いろはの自立と俺の異動は、まるで最初から決められていたことのように自然に訪れた。俺は、いろはのそばにはいられないのだ。

「で、返事は？」

　代田橋部長が俺を見ている。

「断れる種類のものじゃないでしょう？」

　俺が答えると、代田橋部長がニッと笑った。

「正式には、再来週からあっちな。送別会は来週頭に急いでセッティングさせるわ」




　午前の遅い時間には、社内のイントラネットに俺の異動が掲示された。他にも数名の異動が記されているけれど、こんなに急なのは俺だけだろう。きっと、いろはもこれを見ているはず。

「柏木さん……」

　昼休みに入ってすぐ、斉田さんが俺の元へやってくる。心配そうな顔をしている彼女は、俺だけでなくいろはのことも考えているに違いない。

「いろはには今夜話すから。お昼に会ったら、伝えておいて」

　彼女は頷き、小さなバッグを持ってフロアを出ていった。伝言役に使ってすまなく思う。

　だけどまだ、いろはの顔を見て、きちんと話せる気がしない。

　夜までに、気持ちを整理しておこう。そして、うまく伝えられるようにしておこう。




　その夜は、都庁近くで待ち合わせた。会社からさほど遠くないけれど、穴場の店に連れていきたかったのだ。

「ステーキ、食べたくない？」

　俺が聞くと、いろはは苦笑いする。

「少し」

「じゃ、決定な。近くにがっつりうまい店があるんだ。大丈夫。柘植と結構行くんだけど、うちの会社のやつは見かけたことないから」

　いろはの手を取って歩きだす。誰かに見られるかもという懸念と、いっそ目撃されたいという気持ちが半分ずつ。

　でもいろはのためには、見られないほうがいいんだよな。

「異動の件さ」

　歩きながら、彼女に告げる。

「来週いっぱいかな、こっちは。再来週から福岡だって。急だよなー」

　いろはがぎこちなく頷いた。その顔を横目で盗み見る。沈痛な表情から察するに、彼女もまた迷っているのだろう。

　想いを伝え合ったばかりの俺たちが、離れ離れになるということが、なにを意味するのか。

「あっちにさ、営業五課時代の先輩がいるんだよ。俺がストーカーされてたとき、心配してくれた恩のある人でさ。その人が福岡支社の欠員補充に、ぜひ俺をって指名してくれたみたいなんだよね。本当、頭が上がんないよ」

「よもぎが……寂しがりますね」

　いろはの声はかすれていて、ようやくしぼり出したもののようだった。俺は平静を装って答える。

「よもぎは一緒に連れていけないかって考えてる。前からあの猫カフェには、よもぎの引退時は引き取りたいって言ってあるし、スタッフも今回の事情を慮おもんぱかってくれるんじゃないかな」

「そうなんですね……うまくいくといいです」

「ああ。でもさ」

　言葉を切って、息を吸い込んだ。なるべく軽薄に聞こえるように言う。

「いろはは連れていけないよ」

　いろはが歩みを止めた。俺は一歩後ろで固まる彼女へ振り向く。

　手は繋いだままなのに、俺たちを隔てる壁が見えた気がした。

「私は……ダメですか？」

　いろはの声は震えていた。

　泣かせたくない。悲しませたくない。

　だけど、そんなのは無理なのも知っている。

「当たり前だろ？　いろはがお母さんと闘って、見合いを拒否したのはなんのため？仕事が大事だからだろ？　俺についてくるとしたら、仕事を辞めることになる。そんなの本末転倒だ」

「でも、私は柏木さんと……いたいです」

　わざとおかしそうに、俺は笑い声を上げた。

「俺も、いろはといたいよ。好きなのは本当。でもさ、恋愛より仕事っていうタイミングがあるよな。今回は俺、仕事を取りたい。いろはのお母さんを説得して、いろはを嫁にしてっていうプロセスは、手間が多すぎる」

　いっそ、冷たく響けばいい。嫌な男だって思われたほうが楽だ。

　いろはとは一緒に行けない。それは今朝、辞令を聞いた瞬間から決めていたこと。

「俺たちの関係は、一回リセットしようぜ」

　いろはを好きだと言った口で、いろはを拒絶する言葉を吐く俺は、なんてバカげていて醜いんだろう。

　いろはといたい。

　いろはが望んでくれるなら、福岡へ連れていきたい。

　恋人としてでも、妻としてでもいい。『俺が一生幸せにする』なんて甘い言葉を吐いて、彼女の人生をもらい受ければいい。

　だけど、そんなのはダメだ。いろははやっと、自分の足で歩き始めた。マザーコンプレックスから抜け出し、これから自分で世界を切り開いていくのだ。

　今はようやく、目の前が明るく開けたばかり。産まれたての赤ん坊のようないろはを、愛や恋の感情だけで俺がさらってはいけない。

　仕事も恋愛も、彼女はなんだって自ら選び取っていける。誰に遠慮もいらない。それは俺相手だって例外じゃない。俺に縛られて未来を決めるなら、母親の庇護下にいたときと大差なくなってしまう。

　いろはに人生の選択を迫ってはダメだ。

「遠距離恋愛も自信ないしさ。離れている間、お互い縛り合わないで済むように、元の同僚に戻ろうよ」

　心にもない言葉を平気な顔で言う俺を、いろははじっと見つめた。

「柏木さんがそう望むんですね」

　彼女は気丈だ。泣きそうな顔をニッコリと笑顔に変えて答えた。

「それなら、私もいいです。最初の関係に戻りましょう」

　握った手は、どちらからともなくほどけた。

　宙に浮き、緩やかに落ちていく互いの手が、なんだか夢みたいだ。

「初体験、もらわなくて正解だな」

　俺はぐちゃぐちゃになった心の中を押し隠すように、明るく告げる。

「タイムリミットもなくなったんだし、ゆっくり好きな男を探せよ」

　隣を歩きだしたいろはが、曖昧に頷いた。寂しい微笑みを浮かべて言う。

「当分は、仕事を頑張ります」




　俺たちは最後の晩ばん餐さんにステーキというムードのないメニューを選び、今までどおり笑い合いながら食事をした。

　少しだけ酒を飲んで、でかいステーキにふたりとも困って、腹いっぱいになるまで食べた。やけに明るくて、やけに楽しくて、圧倒的に悲しい晩餐だった。

　新宿駅西口で別れるとき、いろはは笑って言った。

「福岡でも頑張ってください。柏木さんなら、きっとどんなお仕事も大丈夫です」

「ありがとう。いろはも、デー管で仕事をものにしろよ。俺、すっげえ頼るからな」

「はい。柏木さんに恥ずかしくない仕事をしますので、乞こうご期待です」

　俺たちは笑い合って、握手をして別れた。

　山手線のホームに向かういろはを見送りながら、その背を追いたくなる衝動を必死に抑えた。

　今すぐ追いかけたい。

　振り向かせて、抱きしめて、キスをして。『全部嘘だ。好きだ』と叫びたい。

　嫌だ。

　いろはを失うなんて嫌だ。

　あいつが他の男と恋愛して、幸せになるなんて我慢ならない。

　だけど、未来の約束で彼女を縛りたくない。彼女の隣にいられない俺は、手を離すのが一番。

　抱きしめたい。

　キスをしたい。

　見つめ合って、笑い合いたい。

　いろはにそれらを教えたのは俺なんだ。これからのすべてだって、俺が……。

「やめろ」

　歯を食いしばり、拳を握り、自分に呟く。

　家路を急ぐ人たちの流れからそれて、広告を背に、低い天井を仰いだ。

　いろはは気づいている。俺の本当の気持ちも、俺がどうしてあんな態度だったかも。

　自分が選ぶべき道もわかっている。だから、俺に乗ったのだ。元に戻ろうなんて、無茶な話を笑って受けたのだ。

　最後まで、究極の気ぃ遣いだ。人の顔色ばっかり窺って、バカだな、いろは。

　だけど、ありがとう。おまえのこと、好きになってよかった。

　誰かのために必死になることの幸福を、もう一度味わえた。

　ありがとう、いろは。

　西口改札の中、雑踏の隅で俺はいつまでも動けなかった。




　翌週は慌ただしく過ぎていった。

　土日で福岡に飛び、新しく住むペット可のマンションの確保。日曜日は帰った足で猫カフェに顔を出し、よもぎをもらい受けたい相談をした。

　よもぎと俺の仲を知っている店長は、『特例ですよ』と、よもぎを送り出すことを了承してくれた。よもぎが老年に差しかかることも考慮してくれたのかもしれない。

　月曜日からは、引き継ぎに大忙しとなった。手がけている案件の多くは、後輩や同僚に引き継いだけれど、中には俺が最後まで責任を持つと請け負って取った仕事もある。代田橋部長と福岡支社長の判断で、それらいくつかは抱えたままの異動となる。しばらくは東京と行ったり来たりだろう。

　送別会は、理由やメンバーを変え、月、火、水と三日間も催された。ありがたいけれど、肝臓には大ダメージだ。

　今住んでいる部屋は、九月いっぱい借りておく。引っ越し自体は次の週末の予定。時間がなさすぎて、とても片づきそうにない。単身パックに荷造りまで頼むことになりそうだ。

　いろはとは二度ほど顔を合わせた。一度目は、データ管理部に行ったとき。普通に『お疲れさまです』なんて声をかけてくるから、拍子抜けした。

　二度目は、社食で。俺は柘植といたものだから、斉田さんと話がしたい柘植に引っ張っていかれたのだ。いろははやはりニコニコしていた。

『隣、空いてますよ。よければ』と、柘植と斉田さんの仲を応援している素振りも見せた。

　女は強い。失恋から立ち直るのも、女性のほうが早いっていうもんな。彼女たちは後ろを振り向かないから。

　いろはもそうなのかもしれない。それなら、それでいい。

　俺はあと数日で本社を去る。いろはが新しい恋をするところは見なくて済む。




　金曜日の夜だった。

　名目上、本社最終日を終えた俺は、何度目かの酒の誘いを〝引っ越し準備〟を理由に断った。本当は、よもぎを引き取りに行く予定があったからだけど。

　今のマンションはペット禁止なので、ひと晩だけ内緒ということになる。

「お疲れ、よもぎ。といっても、明日はまた移動で大変だけどよろしくな」

　移動用のケージから出すと、ぐーんと伸びをするよもぎ。慣れ親しんだ猫カフェとまるで違う俺の部屋。でも、よもぎは変わらず俺の脚に擦り寄ってくる。

「おまえの安定感、好きだわー」

　すると、玄関のチャイムが鳴った。

　なんだろ。新聞の勧誘は入ってこられないし、宅配便は頼んでいないし。

「はい」

　たいした疑問も覚えず、無造作にドアを開けた。

　そこには三条いろはが立っていた。

「いろは……」

　会社帰りだろう。大きな花柄のフレアスカートにインしたトップス。ふわふわの髪は結っていない。

　そのあまりにいつもどおりの姿を間近に見て、喜びとも困惑ともつかない気持ちが湧いてきた。

「なにか用事？」

　俺のそっけない問いには答えず、いろはは俺を押し込むように玄関に入ってきた。よもぎが足元に来ていたので、逃げないように気を利かせたのだろう。

「おじゃまします」

　落ち着きはらった声で、いろはが言う。

　違う。不自然な雰囲気を感じて、彼女の用事がここで済むものではないと気づく。

　いろはは靴を脱ぎ、俺を押しのけて部屋に上がった。勝手知ったるというように、ずかずかとリビングに入ると、あっけに取られて追う俺へ振り向いた。

「いろは、本当にどうした？」

「柏木さん、失礼します」

　言うなり、いろはが俺にぶつかるように抱きついてきた。彼女の髪から懐かしい香りがして、その細い身体の感触も愛しく胸を締めつける。

　いろはは俺の狼狽に気づいているのだろうか。

　間近く俺を見上げ、彼女は言いきった。

「夜這いに来ました。私に襲われてください」

「はぁ!?」

　驚く俺の首に、精いっぱい背伸びしたいろはが腕を回す。力がない分、体重をかけて俺の顔を引き寄せると、強引にキスをしてきた。

　経験値不足のいろはのキスは、ぶつかり稽古みたいに乱暴で、無我夢中で。気持ちいいとか、そんなレベルの話ではない。

　やっと唇を離したときに、はあはあと肩で息をしているのは、彼女のほうだった。

「いろは。大丈夫か？」

　おいおい、無茶すんなよ。低体力のいろはを本気で心配するけれど、彼女は俺の気遣いなんて無視だ。

「ずるいですよ、柏木さん」

　腕をほどき、うつむいて唸うなる。それから耐えきれないように叫んだ。

「こんなに好きになっちゃったのに、元になんか戻れるわけないじゃないですか!!」

　足元で心配そうに、よもぎがにゃあにゃあ鳴いている。よもぎが心配しているのは、いろはのようだ。

　俺はいろはの頬に両手を添え、彼女の顔を上に向かせた。いろはは涙に濡れ、怒りと悲しみで真っ赤な顔をしていた。

「遠距離は無理とか……、自由にとか……、そんな言葉で納得しなきゃいけない私の身にもなってくださいよ！」

「だって、そうしなきゃ、いろははついていくって言うだろ？」

　俺も困って、厳しい声で応戦する。

「行きますよ！　行きたいですよ！　柏木さんが一緒なら、どこだって！　……だけど、それが私にとっていい選択じゃないことだって、わかってるんですよ!!」

　いろはは涙を振り飛ばしながら訴える。もはやキレ泣きだ。ここまで激しく泣くやつだったんだな。

　こんなときなのに、彼女の新たな顔を見られて感動している俺がいる。

「柏木さんに言われなくたって、私は本社に残ります！　任された仕事を全うして、一人前になります！　ご心配なく！　福岡で新しい恋でもなんでもしてください！」

「バカ、飛躍しすぎ。そんなに簡単に好きな女なんて変えられるかよ」

　妙な疑いを持ってほしくなくて、必死に言う。離れて簡単に忘れられる女なら、こんなに苦しんでいない。

「そーいう優しい言葉に、ほだされに来たんじゃないんです!!」

　いろはが俺の胸に両手をついた。体重をかけて、ぐいぐい押し始める。

　涙でぐちゃぐちゃな顔をさらに歪めて、必死に俺を押すんだけど、こいつ、なにがしたいんだ？

「いろは、俺の胸がへこむ。痛い」

「じゃあ、早く押し倒されてくださいよ！」

「え？　なに、おまえ。俺のこと押し倒そうとしてたの？」

　非力すぎて全然わかんなかったわ。

　彼女は変わらず、両手を伸ばして俺の胸を突いている。たぶん、こいつが全体重をかけても、俺は倒れないと思う。

「まだ、約束を果たしてもらってません」

　いろはは力を込めすぎて、「くう～」と妙に高く呻いた。その姿と、ブレない彼女の思考が面白くて、ついあきれたような声音になってしまう。

「約束って、いろは……それかよ。夜這いの意味は」

「当たり前です！　柏木さんに処女をあげて、ようやく私は次に進めるんです！」

　再び怒鳴ってから泣きだしたいろはは、憤りを全部力にしている様子。腕がぷるぷる震えて、白く筋まで浮いちゃって。なのに、俺はほとんど動いていない。

　よもぎがなおも心配そうに、俺たちのまわりをくるくる回る。

　最初から最後までバカだ、いろは。相変わらず無茶な思考回路をしている。

　でも、出会った頃とは大きく違う。いろははひとりの女になって、俺はそんな彼女に惚れてしまった。

　いろはの細い腕を掴み、胸から簡単に引き剥がした。驚く彼女の動きを封じ、そのままキスを返す。いろはがしてきた乱暴なやつじゃない。たっぷり時間と愛をかけた、甘ったるいキスを。

　唇が離れると、彼女の顔の赤さの意味が違っていた。弾む吐息が、キスの結果を教えてくれる。

「か……しわぎ、さん……」

「俺が本社に戻ってくるの、何年先だと思う？」

　いろはを見下ろして言った。互いの吐息がかかるくらい近くで。

「だから、俺はいろはを縛らない。それについては撤回しない。俺は待てる。だけど、初めての恋が遠距離じゃ、つらいのはいろはだ。……俺は、彼女としてはいろはを置いていけない」

「はい……」

「でも、いろはの願いは叶える。それは俺の願いでもあるから。好きだ、いろは。この先もずっと、俺はおまえだけが好きだ」

　そう言って、俺はいろはを抱き上げた。

　軽い身体を寝室に運び、ベッドに横たえた。キスを交わし、腕を巻きつけ、この瞬間だけは離れまいと抱き合う。

「待ちません。私、柏木さんのことなんて待ちませんから……」

　彼女は泣き笑いの顔で言った。

「そんなに重い女じゃないです。軽いんです。吹けば飛ぶような紙っぺら女なんです」

「いーから、黙れ。集中しろ」

　俺は言い訳するいろはの唇を塞ぐ。

　甘やかな吐息を混ぜ合わせ、愛しく触れ合い、俺たちは一夜を過ごした。

　世界で一番大事な女を、たった一度独占できた夜だった。

　翌日、俺は猫のよもぎと東京を発った。
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　九月初旬のある日。

　定時まであと少しというときに、美野里からスマホにメッセージが届いた。

【お見えだよー】

　それだけで私は意味を把握し、無性に嬉しくなった。急いで仕事を片づける。

　第一営業部と財務部から頼まれた資料をメール添付で送り、締め業務に入る。明日に回せる業務は回すことにした。

　定時を過ぎると、データ管理部を飛び出した。

　十四階の営業企画部のフロアに顔を出すと、居並ぶ営業マンたちの奥に、久しぶりに見る背中がある。

　美野里がデスクから腰を浮かせて、私に手招きする。さすがに用もないのに中までは入れない。

　すると、その懐かしい背中がくるりと振り向いた。

　柏木さんは、私を見つけると破顔一笑し、片手を上げた。それだけで満足してしまう私。

　やっぱり押しかけたりせずに、スマホに連絡が来るのを待っていればよかったかなぁ。でも早く姿を見たかったんだ。

　顔を見せただけで、私は営業企画部のフロアから退散する。

　データ管理部で明日の仕事を前倒しで処理しながら、連絡を待つ。志辺さんから引き継いで一年になる営業資料データベースは、今や私のメイン業務。社内的にも順調に運用できているし、私がいなくても対応できるよう、マニュアル化も進めている。

　もう少しやっておこうかと新たな資料に手をつけかけたとき、柏木さんからメッセージが届いた。

【エントランスで待ってる】

　残業にならないよう朝から頑張っていた甲斐もあり、スムーズに退勤できた。

　エントランスホールに到着すると、柏木さんが人目もはばからず手を振っている。

　あーあ、すぐそこに受付があるのに。私、また怖いお姉さんたちに指導を受けることになっちゃうよ。

「お待たせしました」

　まあいいや、と私は柏木さんの横に並んだ。以前より怖いことは減ったように思う。

　西新宿をぶらぶら歩きだす。今日、柏木さんが来ることは聞いていたけれど、行く場所は決めていない。

　彼が口を開く。

「急に悪いな。付き合ってくれてありがと」

「本社出張だなんて、お忙しいですね」

　転勤してすぐはしょっちゅう東京に来ていた柏木さんも、ここ半年ちょっとは、ずっと福岡から離れていない。

　柏木さんがセンチメンタルな口調になる。

「あれからもう一年が経つんだな。本当に久しぶり。いろは、綺麗になったよ」

　私は背伸びをして、彼の側頭部にチョップする。

「確かに柏木さんが福岡転勤になって一年ですけど、私たちは二ヵ月前にも会ってるじゃないですか」

「あれ、そうでしたっけー？」

　柏木さんがニヤニヤと答える。

　そうですよ。私が会いに行ってるじゃないですか。結構、足繁く。

　柏木さんが転勤して一年。同僚として離れ離れになった私たちは、実は二ヵ月に一回の割合で会っている。柏木さんが東京に出る用事のあるときに。もしくは、私が福岡まで会いに行くかたちで。

「だって、いろは、会ってもなにひとつさせてくれないんだもん」

「当たり前です。交際していない男女間で性交渉があってはいけませんから」

「だからってこの前も、ほとんどよもぎにかかりっきりで帰ってったじゃないかよ。俺をほったらかしにするのにもほどがあるだろ」

　ぶすっとふてくされた顔をされるのはキュートなんだけど、ここは私も譲れず、声を張り上げる。

「柏木さんがよもぎのブラッシングをサボって、毛玉だらけにしたからじゃないですか。重ねて言いますけど、ノルウェージャンフォレストキャットという猫は、下毛が豊かなので絡みやすいんですよ。専用のブラシで毎日梳すいてあげることが――」

「わかったわかった」

　柏木さんが観念したように頭を下げる。

「はい。いろはさんのおかげで、うちのよもぎが綺麗な毛並みを取り戻しました。ありがとうございます」

「わかっていただければいいんですよ。さて、ごはんでも食べに行きましょうか」

　このまま当あて所どなく歩いてもいいけれど、せっかくだから夕食に誘ってみる。

「お蕎麦にしませんか？　この先に、柘植さんと美野里と三人でよく行くお店があるんですけど」

「あー。今日暑いから、冷たいざる蕎麦と日本酒で締めるのは歓迎。……ところで、柘植と斉田さんってうまくいったんだね」

「はい。すごく仲よしで、一緒にごはんとか行くと当てられちゃいます」

　店まではあと五分ほどの距離。新宿の高層ビル群の間を並んで歩く。

　手は繋がない。それは、付き合っていない私たちのけじめ。

「いろは、大事な話がある」

　ふと、柏木さんが口を開いた。私は立ち止まり、背の高い彼を見上げた。

　アーモンド型の綺麗な目。口元のセクシーなホクロ。

　一年前、一度だけの夜が、今でも私の心を満たしてくれている。

「なんでしょう？」

「来月、本社に戻る。配属は第一営業部で、建築資材関係」

　さりげなく、だけどはっきりと柏木さんは言いきった。私の瞳をまっすぐ射抜いて。

　思わぬ告白に驚いて、私は目を見開いた。

　初耳だ。いつからそんな話になっていたのだろう。

　それから、つい声を上げて笑ってしまった。

「たった一年で、福岡暮らしは終わりなんですか？」

「それを言うなよ。俺も驚いてんだから。ははっ」

　柏木さんが情けなく苦笑い。

　私たちふたりとも、長いお別れだと思ったから苦しんだのに。現実は案外こんなものだ。

　私は腕を伸ばし、思いきって柏木さんの口元に触れた。下唇をなぞると、一気に伸び上がり、彼の頭を両側からがしっと掴む。

　ぐいっと引き寄せ、彼にキスをした。

「柏木さん、好きです。改めて、私と付き合ってください」

　唇を離し、鼻と鼻がくっつきそうな距離で言う。

「いろは」

　苦笑いで口を挟もうとする柏木さんより先に、言葉を被せる。

「もう、遠距離は無理とか、お互い束縛しないようにとか……そういう言い訳は聞きませんよ。近くであなたと笑っていたい」

　柏木さんが帰ってきたら、私から言おうと決めていた。逃げ場を塞いだ愛の告白に、困った顔で彼が答える。

「おまえさ、そういうことは、俺から言うものでしょ？　そういう雰囲気だったでしょ？　それを無視して……。あああ。やっぱり、いろはのバカだけが治ってない」

「バカはお嫌いですか」

「いや、大好きですけど」

　柏木さんが笑った。

　私も笑った。

　彼が私のヒップの下に腕を添え、まるで幼児にするように私を抱き上げた。

「好きだ、いろは。大好きだ。もう遠慮しない。俺はおまえの本物の彼氏になる」

　柏木さんが精悍に微笑み、言った。去年より、別れたときより、もっと素敵になった。そう思う。

「柏木さん、大好き。ずっとずっと、この先なにがあっても、私はあなたの隣にいる。離れません」

　私も少しはいい女になれたでしょうか？

　この人の前では対等でいたいから、自信を持って告白する。

　唇が重なった。高層ビルの間、都庁の足元で、私たちはキスをする。

　人が通る。恥ずかしいし、きっと浮かれたバカなカップルに見える。だけど、こんなに嬉しい瞬間にキスしないなんてもったいなかった。

　もちろん、キスのあと、周囲を気にしてそそくさとその場を離れた小心者の私たち。

　路地を入ると、蕎麦屋が見えてきた。もう離すまいと手を繋いで、互いを見つめる。

「考えてみたら、二ヵ月に一回くらい会ってたから、遠距離恋愛と変わらなかったな、俺たち」

「このまま何年でも、何十年でも、柏木さんが私をもらう覚悟がつくまで、福岡に通うつもりでしたよ？」

　私がさらっと言った執念深い言葉に、柏木さんが身震いする。

「俺が煮えきらなくて、何年も答えを出せなかったら、どうしてた？」

「誘惑するつもりでした。私とエッチしたければ、覚悟を決めて婚約するしかないんだぞ～。そうしないと、いつまでも通ってきちゃうぞ～って」

　魔女のように笑ってみせる。

「いろは、怖い子！　それ、誘惑っていうか脅し！」

　彼が悲鳴じみた声で言い、私は楽しくてしょうがなくなる。

　私の大好きな人。柏木 一さん。

　世慣れているタラシかと思いきや、お人よしの女嫌い。いつからか、ものすごく惹かれていた。

　あのとき、私があなたに声をかけていなかったら、今の未来は存在しないんだ。

『抱いてください』なんて言ったから、あなたはすごく変な顔で私を見たけど。ねえ、結果オーライに思えませんか？

　柏木さんが私を変えた。

　幼い心を育ててくれた。

　母への依存を断ちきるチャンスをくれた。

　今度は、柏木さんの隣を自分の足で歩きたい。並んでどこまでも一緒に、美しく光る日々を抱きしめながら。

「ところで今夜、俺、近くに宿取ってるんだ」

　柏木さんが前髪をかき上げなから、ぽつりと言う。

　私はまたしても先手を打って答えた。

「外泊はできませんよ。今日は柏木さんと会うって、母に話しちゃいましたもん」

「おわっ！　出た、オカアサン！」

　柏木さんがおののいて叫んだ。

　彼の記憶では、イメージ最悪だろうな、うちの母。今後、最強の敵になりそうだし。

「婚約するまで、外泊は許さないとのことです」

　私が笑顔で答えると、柏木さんが「うーん」と呟いた。

　一拍の間のあと、返ってきた言葉。

「じゃあ、するか。婚約」

「え!?」

　ニッと笑う、子どもみたいな柏木さん。

　彼を見つめ、言葉を失う私。

　私たちふたりは、まだ歩きだしたばかり……。







番外編　ふたりの距離は八百八十キロ













　早朝の便で福岡空港に着くと、柏木さんの住むマンションまでタクシーで向かう。

　何度目だろう、このプロセス。私は手の中にある、本日必要なグッズを握りしめた。




「いろは、いらっしゃーい。一ヵ月半ぶりだな」

　柏木さんはドアから呑気に顔を出した。ここは、彼と猫のよもぎが暮らす福岡市内のマンションの一室だ。

「はい、お久しぶりです。おじゃましますね」

　柏木さんの手におみやげのシュークリーム入りの箱を乗せると、挨拶もそこそこに、彼を押しのけ気味に中へ入る私。

「よもぎ！」

　リビングに向かって呼ぶと、にゃあんと声が聞こえる。顔を出したよもぎを見て、絶句した。

「なんという……哀あわれな姿。かわいそうに、よもぎ」

　テツテツと廊下をやってくるよもぎに、あのなめらかで美しい毛並みはなかった。大きなお団子になった、ボコボコの毛玉の塊。それが、今のよもぎの姿だ。

「いやー、先週は本当に忙しくて、ブラシ持つ暇もなくて……すまん」

　柏木さんが気まずそうに言う。私はうんうんと頷きながら、まったく納得していない顔で答える。

「わかってます。忙しいのは仕方ないので、よもぎの惨さん事じは柏木さんのせいではありません」

「いや、すんごい怒ってるよね。顔怖いし」

　柏木さんからヘルプの電話が来たのは、おとといの夜だ。

　普段、彼はよもぎへのブラッシングを欠かさない。こまめにトリミングに行くし、出張などでペットホテルに預けるときも、オプションでブラッシングを頼むほどだ。

　しかし、先週から忙しかった柏木さんは、つい一週間ほどよもぎのブラッシングをサボってしまった。気づいたときには、よもぎの美しいロングコートは、厚い下毛ごと大きな毛玉に覆われていた。

　こうなるとブラッシングは痛いので、よもぎは言うことを聞いてくれない。ひとりでは手に負えなくなり、彼は私の出動を要請したのだ。

　こうして、私は何度目かの個人的な福岡出張にやってきている。

「よもぎ。痛いかもしれないけど、私も頑張るから我慢してね」

　よもぎは私の膝の上でおとなしくしている。これからなにをされるか、わかっている様子だ。それでも逃げださず、けなげに私を見上げている。

　なんて可愛い子！　最近、ぐっと親密になったね、私たち。来るたび、オーガニックでおいしいと評判の猫缶を持参するからかしら。

　これまた持参したロングコートの猫用ブラシを取り出すと、慎重によもぎのブラッシングを始めた。

「あの……いろは、コーヒー飲む？」

　柏木さんが、後ろから遠慮がちに言った。




　結局よもぎの毛玉はなかなか手強く、半分ほど梳いたところで、残りはトリミングのお世話になることにした。全部は無理だったけれど、これでよもぎが丸刈りになるのは阻止できたんじゃなかろうか。

　昼過ぎの予約でトリミングに連れていき、帰ってくると夕方だ。夕食は外で食べることになっているけど……。

「いろはー、いろはさんやーい」

　幾分スッキリと細くなってしまったよもぎをリビングに放すと、いきなり後ろから柏木さんが抱きついてきた。すかさず身を翻し、抱擁から抜け出す私。

「つ、つれなすぎる！」

「何度も言ってますが、私たち交際してないんですよ。それなのに、イチャイチャしてたらおかしいです」

　ショックを受ける柏木さんを、冷静に諭す私。

　以前より、私たちの関係は対等になったように思う。私も言いたいことは遠慮なく言っているし。

「うう、それはそうなんだけどな。俺も同意してるけどな。でも、今回は朝からよもぎにかかりっきりで、俺のこと放置してない？　それともこれはプレイ？」

　彼がじりじりと私に近づいてくる。私もじりじりと後退。

「今回は、よもぎのために来たんです」

「へー」

　さすがに、ないがしろにしすぎたようで、柏木さんの瞳に意地悪な光が閃ひらめいた。

　間が悪く、ソファの肘かけにお尻が当たる私。一瞬後ろを気にした瞬間に、彼の腕が伸びた。

　そもそもリーチが違うのだ。そのまま捕まり、抱きすくめられる。

「こうやってると、ドキドキしない？」

　柏木さんが私の髪に顔をうずめて言う。動揺させようという魂胆は見え見えだけど、まんまと引っかかりそうだ。

　私は高鳴る胸を押さえ、正直に答える。

「それはドキドキします。でも、放してください」

「いろは、最近強いなぁ。だけど、恋愛初心者が元タラシに勝とうなんて、百億年早いんじゃないの？」

　いたずらな手が私の背を撫で上げる。薄手のワンピースしか隔てるもののない背中を、熱いくらいの手のひらが這う。

　ぎゅっと目を閉じ、身体を固くすると、その手はうなじへ伸びてきた。耳の裏を指の腹でくすぐられ、びくっと身じろぎする。

「ここ好き？　舐なめてあげようか？」

「嫌です。ダメです」

　セクシーなささやきに流されないよう、硬い口調で拒否する。

「そんな生意気な口、きいてもいいの？」

　柏木さんが身を屈め、本当に私のうなじに唇を押し当てた。一瞬で甦ったのは、去年の夏の記憶。たった一度の私たちの逢おう瀬せ。

　ずるい。

　こんなやり口はずるい。

「柏木さんの卑怯者」

　私は唸った。本気の怒りを乗せて。

　数瞬の沈黙が流れる。

「……ごめん。調子に乗った」

　柏木さんが苦い顔を上げ、真横にそらした。私の両肩に手を置き、身体と身体の間に距離を作ってくれる。

　私が本気で言って、この人が正確に反応しないわけはないのだ。私たちの気持ちはきちんと通じ合っている。こんな瞬間に確認する。

　彼は私から離れ、カフェテーブルの椅子にどかっと腰かけた。吉祥寺時代からあるこのテーブルセットは女子好みで、いかにも柏木さんのタラシ時代の名残といった雰囲気だ。

　柏木さんは片手を額につけて、ふうっとため息。

「わかってる。悪いのはルール無視の俺。でもさ、いろはがよもぎばっか構ってると、俺はよもぎのついでかよって思っちゃうわけだよ。ダッセぇ、俺」

　呟いて、彼は天井を仰いだ。背もたれに身体を預けて、豪快にふんぞり返る。

　その膝に、幾分シャープになったよもぎがやってきた。ひらりと柏木さんの腿ももに乗ると、いつもどおりにくつろぎだす。

　よもぎ、ありがとう。私に〝近づく理由〟をくれて。

　私は柏木さんに歩み寄り、腿の上のよもぎを撫でた。

　本当は柏木さんのことも撫でたい。私に触れたいと思ってくれている彼を、愛しく思う。だけど、私たちは案外真面目で、ふたりで決めたルールを破ることはできない。

〝離れている間は、恋愛しない〟

　こんなに好きなのにね。

　言えない言葉を呑み込んだ。

「柏木さん。天てん神じんの、なんでしたっけ、あそこ」

「は？　わかんない」

　彼が顔だけ起こす。私の話の冒頭はいつも曖昧で、大抵うまく噛み合わない。最近気づいたけれど、主語も述語も足りないみたい。

「えっと、ともかく、ビアガーデンがオープンしてるってネットのガイドで見ました。行きましょうよ」

「ビアガーデンかぁ。確かに、猛烈に屋外で生ビールが飲みたい。大ジョッキで」

「私、小ジョッキくらいなら飲めるようになったんです！　お見せしますよ！」

「マジでか。それはお手並み拝見せねば」

　私が手を差し出す。柏木さんの手が重なる。

　合図をしたかのように、よもぎがひらりと退き、柏木さんが立ち上がった。その勢いで一瞬、風のように彼が私を包んだ。ほんの一秒ほど、肩を抱かれる。

　すぐに抱擁を解き、手を離すと、柏木さんは先に立って歩きだした。

「行こう、いろは」

　私は頷き、彼のあとに続く。

　あと何度、私たちはこんな日々を繰り返すのだろう。

　未来への希望を感じないわけじゃない。だけど、もどかしい寂しさは消せない。

　柏木さん、何年もこのままで我慢できなくなったら私、お嫁に来ちゃうからね。

　荷物まとめて、勝手に来ちゃうからね。

　彼の背に抱きつきたい衝動を抑え、玄関で靴を履いた。
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　シティホテルのシングルルームは、窓から新宿の夜景がよく見えた。何度も通りかかったことのあるホテルだけど、室内に入るのは初めて。

　キャミソールを頭から被り、襟だけブルーのブラウスを着ると、立ち上がる。

「じゃ、そろそろ私は行きます」

「やっぱり泊まっていけよー」

　ベッドの上では、布団から上半身をはみ出させた柏木さんが突っ伏して呻いている。

「ダメですよ。もう二十二時です。母に叱られます」

　あの日から二ヵ月、私たちは東京で再会した。

　告げられた柏木さんの本社転勤。そして、告白……。

　帰ると言いつつ、結局私は彼の泊まるシティホテルに連れ込まれてしまった。

　今回は百パーセント同意。この一年間の遠距離生活はどうしたって寂しくて、気持ちを告白し合ったら、それでおしまいにできなくなってしまった。

　うーん。私たち、青臭いほどに若いかもしれない。

　たっぷりキスをして、ベッドで想いを伝え合って、頭がおかしくなりそうな幸福の中、このまま朝まで一緒にいたいのは本音。

　でも、母に嘘をつきたくないのも本当の気持ちだ。

「引っ越しは手伝いますからね。日にちが決まったら教えてください」

　パンプスに足を突っ込み、バッグを手にする。寝乱れた髪を手て櫛ぐしで梳いていると、柏木さんが腕を伸ばしてきた。

　左肘をがしっと掴まれ、抗あらがう間もなく、再びベッドに引っ張り込まれてしまう。

「柏木さん！　私、靴！」

「今、脱がせてやるよ。それから、もう一回……」

「ダメですってばーっ！」

　彼の抱擁に囚とらわれ、ジタバタ暴れる私。

　ああ、ずるい。柏木さんの裸の胸の感触が心地よすぎて、抵抗をやめたい私がいる。

　それでも抱擁から抜け出そうともがく私にキスをして、彼が笑った。

「悪かったよ。離れがたくて、つい。俺もいろはのお母さんにこれ以上、悪印象を持たれたくない。一生の付き合いになるわけだし」

　楽しそうに笑う柏木さん。

　なんだ、ふざけてたんだ。ちょっぴり残念に感じながら、私もキスのお返しをする。

　それにしても、『一生の付き合い』だなんて。やっぱりさっき彼が口にした『婚約』は、リップサービスじゃなかったりして？

「あのさ、来月以降のお母さんの予定、わかったら教えて。週末で空いてる日を知りたい」

　互いにまだ寝転んだまま、柏木さんが私の顔を見つめて言う。意味がわからず、困惑した表情の私。

「母の、ですか？」

「うん。ちゃんと挨拶に行きたい。いろはと婚約させてください、って」

　彼は深く頷き、ニッと笑った。

　私は暫ざん時じ固まる。問い返す声が震える。

「本気ですか？」

「本気ですよ」

　柏木さんの笑顔はいつものイケメンスマイルだけど、瞳の真剣さが違った。

　ああ、本気なんだ。本当に本当に、私をお嫁さんにもらってもいい覚悟があるんだ。

　嬉しくて涙が滲む。鼻の奥がつんと痛い。

「柏木さん……ううん、ハジメさん、ありがとう。大大大好き！　私もハジメさんのご両親にご挨拶に行く！　絶対行きます！」

「おう、そうしような。だけど、順序的にいろはのお母さんが先。大きい障害から越えていこう」

　パンプスを脱ぎ捨て、バッグを再び放り出し、彼の首に腕を回す。覆い被さって、柏木さんにキスの雨を降らせる。

　彼は下から腕を伸ばして私の髪を梳き、もう片方の手で腰を引き寄せた。

「遠距離中、やっぱ付き合わなくてよかったな」

　甘いキスの合間に、柏木さんが言った。

「なんでですか？」

「キスも身体も、重ねれば重ねるほど離れがたい」

　気持ちのこもった低いかすれ声に、喜びで全身が震えた。

　本当だ。もう、一瞬だって離れたくないや。もっと繋がりたいし、もっと独占し合いたい。

　福岡から帰るとき、いつもものすごく寂しかったけれど、今日柏木さんと離れるほうが何十倍も苦しい。

　精いっぱい強がって、私は彼を見下ろす。

「そんなこと言ってもダメですよ。もう私、帰るんですから」

「そううまくいくかな？」

　柏木さんが私の身体を胸に引き寄せ、自分ごとくるんと反転する。ベッドに投げ出された私は、きっと期待した目で見上げているんだろうな。

「帰りますからね！」

「はいはい」

　柏木さんの唇が優しく降ってくる。

　困ったな、日付が変わる前に帰れるかな。

　お母さんになんて言い訳しよう。







特別書き下ろし番外編　まだまだ続く!? 前途多難な恋の冒険










柏木 一は覚悟を決める




「ダメよ」

　リビングのソファに並んで腰かける俺たちに、いろはの母は厳然と言った。

　話す余地なし。シャットダウン。そんな様子で、彼女は優雅にコーヒーカップを傾ける。休日だというのにブルーのシャツとスラックスの彼女は、できる女の雰囲気で固められている。

　負けじと再トライする俺は、再び誠意を込めて頭を下げた。

「お母さん、僕は本気です。いろはさんとの婚約をお許しください」

「まず、付き合っていること自体、完全に納得はしていないのよ」

　いろはの母親は、俺の投球をピッチャー返しとばかりに打ち返してくる。

　うっ。そうなんだよな。いろはは俺のことを話してはいるけれど、正式に交際のお許しが出たわけではない。そこでいきなり婚約の話を仕掛けたら、分が悪いのはこっちだ。

　俺が言葉に詰まっていると、ふーっと長いため息が聞こえた。おそるおそる顔を上げると、威圧感たっぷりの、三条姫子社長の冷えた眼差しがそこにあった。

　有名企業のトップは伊達じゃない。まだ四十代後半でありながら、貫かん禄ろくありすぎだろ、オカアサン！

「婚約について言えば、許さないわ」

「お母さん！」

　なんとか取り成そうと、俺の横でいろはが声を上げる。しかし娘の呼びかけなど意に介さず、いろはの母は首を横に振った。

「ダメといったらダメよ。恋は心を温めてくれる。だけど、それだけじゃ暮らしていけないの。あなたたちからはまだ、生活というものが見えない」

　さらりと答えてから、彼女は有無を言わせぬトップダウン口調で告げた。

「出直してらっしゃい」

　俺は唇を噛みしめる。一時撤退はやむなしといったところ。しかし、これは戦略的撤退だ。そう自分に言い聞かせる。

　悔しそうに見えないよう、ただただ冷静に頭を下げた。横ではいろはが、困り果てた顔でうつむいていた。




「かー！　やっぱり手強いぜ、いろはママ！」

　いろはの自宅マンションを出ると、俺は叫んだ。『いろはママ』っていうのは、本人には決して言えないが、俺的な三条姫子社長の呼び名。

　日曜日の昼下がりは、陽光は降り注ぐものの、ひやりとした晩秋の空気も感じる。俺といろはは並んで駅に向かって歩きだした。

　十一月某日。一ヵ月ぶりにして二回目のいろはママとの会談は、今回も交渉決裂に終わった。

「でも！　前回よりは話を聞いてくれたと思いませんか？」

　いろはが握った拳を縦にぶんぶん振って言う。俺は頭をかいて、ため息。

　明るい条件を挙げてくれるのは嬉しいけどさぁ。

「今回は五分延長かな」

　まったく、思い出すだけで落ち込むよ、前回の対面は。

　福岡勤務を終え、本社に戻った先月、十月。俺は改めていろはママに、いろはとの交際、そして婚約を許してほしい旨を告げに、この代官山のマンションを訪れた。

　元タラシの自覚がある俺としては、一刻も早くいろはに一途である証あかしを立てたかったのだ。

　婚約は早々に交わしておきたい。そのために、いろはの唯一の家族であるいろはママのお許しは必須！

　なおかつ、いろはには終電帰宅の門限があり、同どう棲せいなんてもってのほかというお達しがある。婚約さえしてしまえば、いろはとべったりラブラブなふたり暮らしもできるだろう、という甘い下心もあった。

　張りきってスーツでびしっと決めて、挨拶に行ったところ……。

『話にならないわね』

　なんと初対面はひとことで終了。いろはママは颯さっ爽そうと休日出勤に出かけ、会談は五分もかからず終わった。お許しもへったくれもない。

『遠距離時代を含めれば、かれこれ一年以上愛を育んできました』とか、『いろはさんを想う気持ちは本物です』とか、言えなかったことずくめで、こりゃまずいと慌てて二回目の会談をセッティングしてもらった。それが本日だったんだけどね。今回も見事、撃沈だよ。

「俺じゃ、いろはママのお眼め鏡がねに適わないのかな」

　思わず弱音が漏れる。

　柏木 一、二十八歳。紫藤山商事第一営業部一課、係長代理。

　いろはママがいろはのお相手にと考えていたのは、某省庁の官僚様だそうだ。顔はわからないけど、今の俺じゃ社会的スペックは劣っているだろう。

「ハジメさん」

　いろはが優しい声で俺を呼ぶ。

「母は『出直してらっしゃい』と言いました。まだ、チャンスはおおいにあると思います」

「それって、『おととい来やがれ』の意味じゃなくて？」

「いえ、母は以前言っていました。クライアントには何度も出向き、交渉を重ね、信頼を得るべきだと。母がハジメさんに望むのは、おそらくそれだと思うんです」

　俺が弱音を吐いたから、心配しているんだろう。いろははあくまで希望的な材料を並べてくれる。

　それから彼女は、俺の前に回り込んだ。

「面倒な母ですが、どうかお付き合いください。よろしくお願いします」

　あー、いろはがぺこんと頭を下げている。幼稚園生のお辞儀みたいにあどけない仕草に、胸がキュンとくるんだから、俺の女の好みは劇的に変わったと言えるだろう。実際、いろは以外の女を可愛いとも、抱きたいとも思えないんだよな。

　路上であることも無視し、彼女をぎゅっと抱きしめる。

「当たり前だろ。おまえを嫁さんにするためなら頑張れるよ」

「はい。頑張りましょう」

　いろはが俺の胸に顔を押しつけ、嬉しそうに言った。

　ああ、この可愛い声を、ずっと聞いていたい。というか、今にも押し倒したい。

「な、よもぎが待ってるし、うちに行こう」

　誘うと、彼女が照れたように頷いた。

　よもぎをダシにして家に誘う俺って、きっと下心見え見えなんだろうな。だけど、日曜日の十三時。残りの休日、いろはと可能な限り一緒にいたい。

「はい、行きます。昨日買った爪とぎ、よもぎが楽しんでるか確認したいですから」

　あれ？　照れたように見えたんだけど、違うな、こりゃ。

　言葉どおり『よもぎに会いに来い』の意味に取られてしまい、俺の本音はさっぱり理解されていない模様。相変わらず、俺の恋人はとぼけている。

「仕方ない。実力行使だな」

「なにか言いましたか？」

「なんにも言ってない」

　代官山駅のホームに、アルミボディの東横線が滑り込んできた。




　福岡から戻ってきた俺の新居は、新宿にほど近く、西新宿のオフィスも徒歩圏内だ。

　いろはと部屋に戻ると、よもぎが優雅な足取りで出迎えてくれる。

　よもぎを抱き上げ、俺を見てニコリと笑ういろは。なんだか俺たちふたりと一匹、本物の家族みたいだ。

「あ、爪とぎ使ってくれたのね、よもぎ。使い心地はどう～？」

　爪とぎの前で、よもぎをひっくり返してお腹を撫でまくっているいろはを見ながら、ソファに座る。

　昼食は早めに済ませた。今日の予定はもうなにもない。

「それにしても、ハジメさんの部屋、職場が近くていいですよね」

　いろはが振り向いて言う。

　そうなんだよ。近いから今夜泊まれば、明日の朝は楽できるぞ。

　そんなことを言えばいろはが困るから、口にしないけれど。

「でも、繁華街も近いし、ちょっと騒がしいよな」

　短期滞在型のマンションを選んだのは、いろはママのお許しが出たら、すぐにでもいろはと住める部屋を探すためだ。ここは、いろはと一緒に気に入った部屋を見つけるまでの繋ぎのつもり。

　もっと言えば、いつか子どもができたときのことを考えて、少し郊外の公園が多い地域にマンションを買うのも手だと思っている。貯金はそこそこあるし、結婚式の費用を考えても、どうにかなりそうなんだよな。

　そうだ。このままいけば柘植と斉田さんのカップルもうまくくっつきそうだし、いっそ同じマンションなんかはどうだろう。住居を近くしておけば、いろはと斉田さんは主婦になってからも助け合えるんじゃ……。

「ハジメさん！」

　先々のことまで余念なく妄想していると、床に座ったいろはが、よもぎと並んで下から見上げている。

　もう。おまえたち、なんなんだ、その可愛らしさは！　俺の心を惑わせてどうする気だ！

「話、聞いてます？」

「聞いてない。はい、ごめんなさい」

「もー！」と、いろはが口を尖とがらせる。

　いちいち仕草が可愛い。ああ、我慢が利かなくなりそうだ。

「お夕飯、どうしますかって話です。なにか作りますよ」

「昨日も作ってくれたじゃん。今日はどこかに食べに行こう」

「連日だって作れますよ。だって、ごはん作りは結婚したら毎日の仕事ですもん」

　自分で言ってから、頬を赤く染めるいろは。どうやら結婚生活を想像したみたいだ。

　俺もさっき想像しちゃったよ。妙に嬉しい。こんなときに、俺たちの気持ちがきちんと重なっているってわかる。

「そうだな。俺、いつまでもスマートなイケメンでモテまくりたいから、いろはの作る食事でカロリーコントロールさせてもらおう」

「お任せください！　お弁当だって作りますからね！」

　いつまでもイケメンでいたいのか、まだモテたいのかなどなど、突っ込みどころが無数にある俺の言葉を綺麗にスルーして、幸せポイントだけ返すいろはを、本当に愛しく思う。

　バカ正直で、無邪気で、平和ないろは。だからこそ、俺は彼女を絶対に裏切らない。そのことを早くかたちにしたいんだ。

「な、いろは。夕食の件は嬉しいんだけどさ。今日はそんなに遅くなれないだろ？」

　さっき、いろはママに挨拶したばかり。俺たちが一緒にいることは、いろはママに知られている。昨日だって遅くまでふたりで過ごしていた。

　明日は会社だし、今日も終電ギリギリまで引き止めていたら、心証が悪いに決まっている。

「俺、残った時間を、いろはともっとくっついて過ごしたいんだけど」

「えーと、つまりは、お夕飯を作るの、手伝ってくれるってことですか？」

　いろはが完全に的を外した回答をくれる。がっくりきそうなのを耐え、根気強く答える。

「そうじゃなくて、帰るギリギリまで、いろはにキスしてたい」

　一瞬の間を挟んで、いろはが盛大に赤くなった。耳や首筋まで真っ赤だ。

　正式に付き合うようになって二ヵ月半。何度も抱き合っているけれど、いまだに彼女は初々しい。雰囲気を匂わせるだけで、真っ赤になるんだから。

「そういう……こと……ですか」

「気づくの、おそっ。でも、その顔たまんない」

　俺はいろはを抱き寄せ、強引に唇を合わせた。柔らかな彼女の唇と甘やかな香りに、欲望が溢れてくる。

「は……あ、ん……」

　キスの合間に喘あえぐいろはの声が、煽るようで、夢中で彼女の唇に食らいつく。

　にゃあにゃあ鳴くよもぎに、片手で『ごめんな』と合図して、華奢ないろはの身体を抱えた。横抱きにして立ち上がると、余計に赤くなったいろはが、戸惑った瞳で見上げてくる。

「ハ……ハジメさん、重くないですか？」

「軽いよ。お姫様」

　いわゆるお姫様抱っこ。実践は初めてだけど、いろはの体重だと結構余裕だな。

「歩けますけど、私」

「いろはの短い脚の歩行ペースじゃ、待てない」

「そんなに短くないです」

「俺からしたら、イモムシかカタツムリのペースだから」

　言いながら大股で寝室に移動する。ベッドに仰向けに下ろし、逃がさないように顔の横に手をつく。腕で作る檻おりだ。

　体重をかけずに見下ろすと、赤い頬のいろはが俺を見つめている。

　あ、期待してる。

　彼女は俺になにかされるのを待っている。それがわかると、ゾクゾクと背筋を欲が這い上がってきた。

「昨日もたくさんしたのにな」

「たくさんだなんて……そんなにしてないです」

「それはつまり、昨日三回したくらいじゃ足りないってこと？」

　言葉でいじめると、答えに窮したいろはが、むうっと押し黙る。頬はなお火ほ照てるばかり。

　実力行使開始だ。

　いろはのシャツのボタンを、唇と歯で外す。一番上から順に、少し乱暴に全部を暴く。俺の鼻や唇、髪が、胸元や腹をくすぐるたび、彼女が身をよじる。

　エロいんだよ、そういう仕草が。

　キャミソールも歯でめくり上げ、ブラジャーに覆われた控えめな胸を露あらわにすると、いろはがいっそう困った顔になった。

　いや、困ったというより、ちょっと不機嫌な顔だ。

　なんだ、急に態度が変わったぞ。どうしたんだ、いろは？

「なに？　嫌か？」

　一応、聞いてみる。彼女は不満げに唇を尖らせた。

「……ハジメさんが手慣れすぎてて」

　今さらだろ、その指摘。そもそも、最初にいろはが俺に近づいた理由は、それだったよな。

「手慣れてるのは嫌？　もっと、たどたどしいほうが好みか？　希望があればそうするけど」

　意地悪く聞くと、いろははふるふると首を左右に振った。

「くだらないこと言います。……嫉しっ妬としてるんです、過去の女性に」

　俺はぴたりと止まった。

　過去の女性……確かに俺は、自他ともに認めるタラシだった。ほんの一年ちょっと前まで。関係を持った女の子は相当数にのぼるし、現在は三条いろはと付き合っていると公言していても、『遊びでいいから』なんて声をかけてくる女子社員もいる。いろははそのあたりをよく知っている。

「たくさんの女性を喜ばせてきたんだろうなあって、ふと思っちゃったんです。すみません、ただの醜い嫉妬です。気にしないでください」

　自分で言った言葉を後悔するように、彼女は腕で顔を隠してしまう。

　ああ、だから俺はおまえと早く結婚したいんだよ、いろは。

　自慢できない過去を消すことはできない。だけど、未来は誓うことができる。決して他の女には触れない。おまえだけを一生愛し抜く。念のためにたくさんの証人たちと神様の前で、根性入れて誓っておきたいんだよ。

「いろはが嫉妬してくれて、めちゃくちゃ喜んでるとか、俺ってやっぱり最低だわ」

　呟きながら、いろはの表情を見ようと細い腕を掴み、顔の上からどかした。

「いろはは、俺の過去まで自分のものにしたいんだな」

　俺の言葉に、彼女が泣きそうに顔を歪めた。

「ごめんなさい。変なことを言いました。本当に忘れてください」

「いや、忘れないよ。そして、ものすごくいろはが欲しくなった」

　欲しい。今すぐに。

　耳元でささやいて、本気を伝えるためブラジャーの下に右手を滑り込ませた。いろはが刺激にびくんと震える。

「俺のくだらない過去に、いろはが苦しめられるのは嫌だ。だから、せめてこう思ってくれよ。柏木 一はいろはを生涯喜ばせまくるために、好きでもない女たちと修業を重ねてきたってことで」

　彼女が苦笑いした。

「……タラシの言い訳。お見事ですねぇ」

　はい。自分でもとんでもない浮気ヤローの言い訳だと思います。

　でも、泣きそうないろはの顔が、おかしそうに変わったから、それはよかった。

「元、だから。元タラシね。そこんとこ間違えないでくれよ」

　いろはの耳朶を唇で挟む。びくびく震える身体を、もっともっと感じさせたい。

　彼女の息が上がるまで、耳朶と首筋をたっぷりと舐め上げる。右手は休むことなく柔らかな膨らみを弄び、いろはが切なげな吐息を漏らしたところで、ここ一番の低い声を使ってささやいた。

「我慢の限界。抱かせて」

　陥落の合図だろう。いろはは俺の首に腕を回し、自らキスをしてきた。

「ハジメさん、大好き」

「俺もいろはが大好きだよ」

　早く早く、一日でも早く、この可愛い女を俺の嫁さんにしたい。

　猛たける気持ちのまま、いろはのスカートのホックを外した。




　一週間の真ん中、水曜日。

　俺はたまたま用事があって、データ管理部に向かっていた。

　現在、俺が勤務しているのは第一営業部。以前在籍していた営業企画部が、提案や橋渡し役などのサポート部隊なら、営業部は前線基地の実動部隊だ。第一営業部はその中でも、建築資材の卸しが業務の主軸。柘植のいる第三営業部も建設会社が主な取引先だけど、第一営業部が手がけるものは、もう少し規模が大きい。例えば国営の施設や鉄道会社などの大工事を請け負う、大手ディベロッパーがお相手だ。

　オリンピックを控え、第一営業部は目の回るような忙しさ。俺が本社に戻されたのも、第一営業部の緊急増員って理由があるわけなんだけど。

　月曜日も火曜日も忙しくて、いろはには会えていない。これから、わずかな時間でもオフィスで顔を見られるのが嬉しく、俺の足取りは自然と弾む。

　ああ、恥ずかしげもなく恋しちゃってるな。

　早くいろはと一緒に住みたい。どんどん忙しくなる俺の仕事で、いろはとの時間を取れなくなるのは嫌だ。それなら、一緒に暮らせばいいのだ。どれほど忙しくても、帰ってきていろはが眠るベッドに潜り込めたら、こんなに幸せなことはない。

　いろはにとっては、俺との恋は初恋なのだ。忙しくて構ってやれなくて、不安にさせたくない。

　もちろん、一年間遠距離で待っていてくれたいろはの覚悟を疑うわけじゃない。これは、俺なりの誠意だ。

　とにかく、どうにかして、いろはママの許しを得なくては。まずはそこからだ。再々チャレンジの機会は、年内にもう一回セッティングしてもらおう。

「失礼します」

　データ管理部のドアを開けると、事務の吉永さんが顔を上げた。他の男性陣は出はらっているようだ。

　吉永さんがニヤニヤと笑い、誰もいないからいいやとばかりに声を張り上げる。

「王子様登場。三条さーん、柏木くんよー」

　俺といろはの関係は公のものだ。うちの会社には社内恋愛を隠すという古い風潮はなく、おおっぴらにイチャつくわけじゃなければある程度、同僚に話すことが多い。俺としては、いずれ婚約するつもりだから、誰にバレても構わないとは思っている。

「王子って感じに見えます？　吉永さん」

「黙ってれば、王子様系イケメンよ。喋るとその辺のあんちゃんって感じだけど。なにより、三条さんには王子様でしょ」

　けろりと言われ、俺たちが王子と妖精というとんでもない組み合わせであることに気づく。

　まあ、仕方ないよな。意図してないし。

　そこに、書架の影からひょっこりといろはが顔を出した。

「あ、柏木さん」

　社内なので一応、名字呼びをするいろは。その顔色がなんとなく、くすんで見える。

「三条さん、悪いんだけど出してほしいデータがあって」

「メールでいただいた件ですよね。準備してあります」

　彼女は普通に応対するんだけれど、やはり声も力が入っていない。

　おかしい。日曜日はこんな感じじゃなかったぞ。

「ついでに原本も見たいんだけど。書架の場所だけ検索かけてくれる？」

「私が出しますよ」

「大丈夫。俺がやったほうが効率いいし」

　少なくとも、俺なら脚立を引っ張ってくる手間はいらないだろう。

　教えてもらった棚で資料を探っていると、いろはが横にやってきた。俺を見上げて言う。

「先ほどのデータ、柏木さんにメールで送っておきましたので。原本はありましたか？」

「うん。あったけど」

　屈み込み、いろはに顔を近づけ、ささやく。もちろん吉永さんから見えない位置なのは計算済み。

「いろは、どうした？　風邪でもひいたか？」

　彼女がぎくりと表情を強張らせた。

　え？　なに？　俺、まずいこと聞いた？

　すぐにいろはは、取り繕うように微笑んだ。

「いいえ。元気ですよ」

「顔色悪いぞ。インフルエンザとか、地域によっては流行りだしてるらしいから、無理するなよ」

「やだなぁ。なんでもないですよ」

　あからさまに元気アピールで笑われても、むしろ不自然なんですけど。謎が残るだけなんですけど。

　いろははこれ以上俺に探られたくないようで、くるりと背を向け、先に立って書架の間から抜け出す。

「お疲れさまです」

「ああ。また」

　吉永さんにニヤニヤ見守られながら、普通に挨拶を交わし、データ管理部を出た。

　どうしたんだろう。具合が悪いっていうことを、俺に知られたくないみたいだ。また強がってんのかな。悪い癖なんだよな、あいつの妙な根性。

　今週末は日曜日に、接待でゴルフに同行しなければならない。土曜日にデートの約束をしてはいるけれど、無理に歩きまわらせないようにしなきゃな。連れ出さず、俺んちでダラダラとか。

　あ、それはそれで別の無理をさせてしまいそうだ。ベッドの中で。うーん、自重できないんだよな、いろは相手だと。

　そんなことを呑気に考えながら、営業部のフロアを目指し、エレベーターに乗り込んだ。




　いろはとデータ管理部で会ってから数時間後。定時も過ぎ、俺は十五階の自販機に向かっていた。

　十五階では俺の好きな缶コーヒーが売られている。ある銘柄のブラック。濃くておいしい。本社ではなぜか、そこと二階の喫煙所前の自販機にしか入っていない。

　現在所属する第一営業部は十三階にあるので、十五階が近いわけなんだけど……思えば、最初にいろはに待ち伏せされたのもそこだったなぁ。

　当時のフロアは十四階の営業企画部で、あとから聞いた話だと、営業企画アシスタントの斉田さんが、ここでコーヒーを買うという俺の日課をいろはに教えたらしい。図られた感満載。でも、今となっては懐かしい思い出だ。

　自販機が見えてきた。手の中の小銭をちゃりちゃりといじりながら歩を進めると、手前に見知った人物がいることに気づく。

　あ、いろはだ。斉田さんもいる。

　ふたりは自販機前で向かい合い、なにやら神妙な表情だ。割って入るのがためらわれ、俺は無意識に壁のくぼみに身をひそめた。

　十五階は会議室が並ぶフロアで、人が少ない。こんなところで話し合う女子社員。これは、密談の場面じゃないか？

　盗み聞きは悪いと思いながら、ついつい耳をそばだてる。

　だって、いろはは俺の彼女だし、斉田さんは同期の柘植の彼女。ふたりがなにか隠していたら、知りたいと思って当然だよな。そんなふうに自分を正当化してみる。

「いろは、大丈夫？　お昼もほとんど食べられなかったじゃない」

　斉田さんがいろはの制服の背を撫でる。小柄ないろははうつむきがちに、顔色悪く頷いている。

「うん。気持ち悪くて、なにも入らないんだ」

　ふうっと息をつくいろは。やっぱり具合が悪いんじゃないかよ。本当、強がりなんだから、あいつは。

　しかし、次に斉田さんから信じられないような言葉が聞こえた。

「ねえ……やっぱり、できてるんじゃない？」

　でき……できてる、って……。

　頭の中が一瞬、真っ白になった。次の瞬間、迸ほとばしりそうな衝撃が身体中を駆け巡る。

　ええええええええええ!?

　できてるって、あああああ赤ちゃんの話ですか!?

　嘘だろ。いろはのお腹に、俺の子が？　なにかの冗談だろ？

「うん。たぶん」

　いろはが答える声も聞こえる。

　認めた！　や、やっぱりそうなのか!?　いろはは妊娠に気づいているんだ！

　物陰から、いろはの様子を窺う。青白い顔をした彼女は、悲壮感とともに妙な覚悟すら感じる瞳で斉田さんを見つめている。

「実は、土曜日の午前中に病院を予約してあるんだ。きちんと調べてもらってくる」

「そっか。そのほうがいいよ」

　斉田さんが親身な表情で何度も頷く。俺は愕がく然ぜんと立ちつくしていた。

　福岡から戻って、いろはとは毎週のように肌を合わせてきた。一年間離れ離れだった隙間を埋めるように、何度も何度も飽きることなく彼女を抱いた。

　だけど、一度たりとて避妊を欠かしたことはない。というか、元タラシとしましては、面倒事は徹底的に避ける性分から、避妊の習慣はがっつり身についている。どんなに金欠でも避妊具は買ってたもんな、俺！

　しかし、心当たりがある。威張れない事実。たった一回だけ、いろはとしていて失敗があった。ちょうど一ヵ月ほど前だ。行為の最中にゴムが破けてしまったのだ。

　当然のことながら、すぐに気づいて取り替えた。でも、あの一回がそこはかとなく怪しい。

　そして現在、目の前で繰り広げられる、彼女とその親友の会話……。

　俺、ビンゴでしょうか。ずばり当てちゃいましたでしょうか。一発命中でしょうか。

「土曜日は……ハジメさんとデートの予定だったんだけど」

　いろはが切なげに瞳を伏せる。

「ねえ。その柏木さんには話したの？」

「ううん、心配させたくないから。まだ、はっきりそうと決まったわけじゃないし」

　いや、まずは俺に相談でしょ？　父親なわけだし。一緒に考えようよ、いろは。

　そこで、はっと気づく。

　……違う。いろはと俺はまだ、いろはママに交際すらＯＫをもらっていない。それなのに、『子どもができました』なんてぬけぬけと言おうものなら、今度こそ俺といろはは引き離されてしまうかもしれない。

　もちろん、俺はいろはをさらって逃げる覚悟だってある。しかし、俺がそんな短慮を起こしては大変。なんとか穏便に、母親との関係も今の環境も変えずに、子どもを産むことができないかと、きっといろはは俺以上にさまざまなことを考えているに違いない。その上で、俺にはまだ告白しないと決めているのだ。俺はそれを待つことしかできないのだろうか。

「美野里、なにかあったら相談に乗ってね」

「もちろんよ！　いろはは親友だもん」

　そう言って抱き合うふたりの女子を眺めてから、音もたてずにその場を立ち去った。

　混乱で頭が痛むのは初めてだった。




　いろはの告白を待つと決め、その週を過ごした。土曜日は案の定デートのキャンセルが入り、なに食わぬ顔でＯＫした。翌日の接待ゴルフの身の入らなさったらなかったけれど、どうにかこうにかラウンドを回り、帰宅。

　いろはからの連絡はない。焦じれる気持ちを抑えようと、よもぎのブラッシングに専念する。力が入りすぎて、本妻・よもぎの怒りを買い、俺の右手には爪痕が残ってブラッシング終了。それでも、傷よりいろはが気になる。

　ああ、お腹の子のことはどうなったんだ。まだ、俺に言う覚悟がないのか。

　病院に行ったなら確実にわかっているんだよな。えーと、そういうものだよな。

　思わず、スマホで妊娠の情報を探す。

　出るわ出るわ、あまたの情報！　ネット情報社会バンザイだ。妊娠週数の計算法まで乗っている。

　えーと、俺の心当たりの日にちから数えると……お腹の子は、おそらく六週目から七週目に差しかかる頃だ。つわりを感じる人も多く、流産の可能性もまだ高いため、胎児の心拍が確認できるまでは、母子手帳はもらいに行かないほうがいいらしい。

　なるほど、なるほど。そういえば嫁に行った姉貴は、俺への妊娠報告が遅かった。初期のうちは胎児原因の流産が起こりやすいから、安定してから教えたかったって。

　もしかして、いろはもそういう状況か？　まだ、その胎児心拍とやらが確認できていないから、俺に言えないのか？　それとも、姉貴みたいに安定期に入ってから報告してくれる気なのか？

　イヤイヤイヤ！　親兄弟ならまだしも、俺は子どもの父親ですよ？　そんな悠長なことってないでしょーが！

　しかしだ。安定期に入ってしまったなら、お腹の子を堕おろそうだなんて物騒な考えはできなくなる。いろはがお腹の子をどうしても産みたいと望んだとしたら、いろはママや俺には秘密にし通す可能性もある。あいつは変に頑固で、妙に肝が据わったところがあるから、あり得る話だ。

　しかし、俺はそれでいいのか？　仮にも父親で、いろはと斉田さんの話も立ち聞きしてしまったというのに、いろはの決意を本人だけの行動に任せておいていいのか？

　ああ、本気で頭が痛い。どうすりゃいいんだ、俺。

　とりあえずメッセージアプリで、ひとことを送る。相手はいろはではなく、柘植だ。

【明日、飲みに付き合って】

　持つべきものは親友。いろはが斉田さんを頼るなら、俺は柘植に頼るぞ。天変地異レベルの衝撃事態に、ひとりじゃ頭の中がまとまらなくなってきた。




　翌日、超高速で仕事を片づけた俺は、十九時には柘植を伴い、新宿駅近くの居酒屋にやってきていた。ここは過去に、いろはと恋人契約を決めた中華居酒屋。会社のやつらとかち合ったことがなく、女っ気もない場所を選んだ。

「週の頭から、なんだよ。飲みに付き合えって」

　柘植はメニューを見ながら、呑気な調子だ。迷惑になんてまるで感じていない様子。

「奢りだからいいだろ？」

「うん、全然ＯＫ。あ、腹減ってるんで、主食も頼んじゃっていい？」

「おう。存分に頼め」

　生ビールとピータンと、ねぎラー油奴やっこがテーブルに並んだ。餃ぎょう子ざと麺が来るのを待ちながら、柘植にことの次第を告白することにしよう。

　俺が口を開こうとしたその瞬間、居酒屋のドアががらりと開いた。

「おー、早かったなぁ」

　柘植が片手を上げ、俺は信じられない気分で出入口に立つふたりを見つめた。

「ヨシくん、お待たせ。柏木さん、おじゃまします」

「美野里、頑張って残業回避したんですよ」

　そこには、斉田さんといろはが並んでいた。

　どうして、そういうことになってんだよ!!

　視線で柘植を非難するけれど、呑気者のこの男は、愛する彼女の姿にすっかり相好を崩し、斉田さんを横に座らせながら答える。

「柏木と飲むから、ダブルデートにしちゃおうって提案したんだよ。俺、冴さえてるだろ～」

　冴えてねぇよ!!　バカ!!　俺の悩み告白ムード、ガチで察してなかったんだな、おまえは！

　いろはが当然のように俺の横にやってくる。

「来ちゃいました。驚きました？」

「ああ……まあ、驚いたかな」

　戸惑いがちになってしまう俺の声音。

　落ち着け。俺はなにも知らないことになっている！

　さりげなく、よその席から遠く、タバコの煙の届きづらい椅子に座らせる。

「いろはが、土曜日ドタキャンしちゃったから柏木さんに会いたいって言うんですよ」

　斉田さんが口を挟む。いろはが照れたようにへにゃりと微笑んだ。

　その笑顔は可愛いんだけど、おまえ、具合は大丈夫なのか？　つわりってやつは、安定期に入るまで続く人が多いって書いてあったぞ。夜にひどくなったり、食べ物の匂いで悪化したりするとも。今はどっちにも該当するけど。

「美野里と三条さんは、なに飲む？　あ、美野里は生中でいっか」

「うん。ヨシくんと一緒の生ビール中でお願いしまーす」

　仲むつまじくやり取りする柘植・斉田カップル。いろはが片手を上げた。

「あ、じゃあ私も生中で」

　な、なにいいい!?

　俺は叫びそうなのをぐっとこらえ、いろはの顔を覗き込んだ。

「いろは！　おまえはやめとけ！」

　押し殺したつもりの声は、充分鋭く響いてしまう。

　でもダメだ。妊婦の飲酒はダメだ。

　ネット情報だと、一杯くらいなら問題ないとは書いてあった。しかし、いろはのお腹の子はまだ初期なのだ。わかっているなら、飲まないほうがいいに決まっている！

　彼女が俺の顔を見てニコニコ答える。

「大丈夫ですよ。ちょこっとなら、飲めるようになったって言ってるじゃないですか」

「あはは。まだ小ジョッキで精いっぱいじゃなーい」

　斉田さんが陽気に笑い、柘植がフォローする。

「でも、三条さん、酎ハイなら中ジョッキで飲めるようになったんだよな。柏木にまだ見せてないんだろ？　練習の成果を見せてやんなよ」

「そうそう。酎ハイにしといたら？」

　柘植・斉田カップルの楽しそうな言葉。いろはが「えーっ」と口を尖らせる顔。その平和な雰囲気をぶち壊して、俺は怒鳴っていた。

「ダメだ！　いろはは酒を飲むな！」

　シーンとテーブルが静まり返った。狭い店内だ。周囲の騒々しさも一瞬止まる。何事かと俺たちに集まる視線。

　いろはが慌てたように言った。

「そ、そうですよね。私、お酒弱いんでした！　週の頭から二日酔いになるのはまずいですから、今日はやめときます！」

　周囲の喧騒は元に戻り、柘植と斉田さんがあっけに取られる中、俺は居心地悪く首を鳴らしてから店員を呼んだ。

　楽しいはずのダブルデートは、微妙な空気を残し、一時間少々で終わったのだった。




「なんだか、すみませんでした」

　帰り道、ぽつりと呟いたのはいろはだ。柘植と斉田さんと別れ、新宿駅までいろはを送る、ほんの短い間。

「謝る理由、ないだろ？」

「柘植さんとお話があったんじゃないんですか？　私たち、割り込んでしまいましたよね」

　柘植と違って、いろはは察しがいい。怒鳴ったのはそれが理由じゃないんだけど。

　とはいえ、いろはがまだ話してくれない以上、俺から問いただすのは信頼を裏切るみたいに思えてしまう。でも、もう焦れて苦しい。

　いろは、俺は覚悟はあるつもりだ。早く話してほしい。ほら、今のタイミングなら話せないか？

　きちんと相談してくれ。『お腹に子どもがいる』って。『どうしよう』って。産みたいかそうじゃないのか、気持ちを教えてくれ。俺はなんでも受け止めるし、こっちの考えもちゃんと言うから。

「あ、ハジメさん、見て」

　いろはが指差す先には大きな月。ビル群の間にポカンと浮かんだ満月だ。

「おいしそうなくらい黄色くて、真ん丸ですねぇ」

　いろはは幾分顔色よく、そして美しく笑っている。人の波から抜け出るため、その手を引いた。

　驚く彼女を腕の中に閉じ込めたのは、デパートの締めきりのドアの近く。駅は目の前だ。

「ハジメさん……？」

「いろは、好きだ」

　抱きしめた格好で、耳にささやいた。自然と声に哀切がこもっていた。

　いろはが俺の背をポンポンと撫でる。慰めるような仕草に、胸がいっぱいになった。

　おまえのほうが苦しんでいるだろうに。

　俺は彼女をきつく抱きしめたものの、赤ん坊の存在からすぐに思いとどまった。細い身体を労いたわるように、優しく包み直す。

「この先、どんなことがあっても、俺が幸せにするから」

　耳元で誓う。

　おまえも、お腹の子も。俺が絶対幸せにする。

　だから、俺を信じてくれ。

「はい。嬉しいです」

　いろはは花のように笑って、俺の胸に頬をぺたりと押しつけた。

　それ以上、俺たちに言葉はなく、やがて彼女は俺に手を振り、人波に乗ると駅構内に吸い込まれていった。




　ひとりの帰り道、俺は思った。

　覚悟か。家族を持つ覚悟が、俺には足りなかったんじゃないか？

　いろはのお腹に俺の子がいる。そうなって、俺はようやく結婚するという意味がわかった気がする。

　今までの俺は、ただ好きな女とずっと一緒にいたいってだけだった。それって、間違ってはいないけど、即物的だよな。

　愛する存在を、一命を懸かけて生涯守り抜くこと。それが覚悟なんじゃなかろうか。こんな大事なことがわからないで、なにが婚約だ。いろはママは、きっと俺の幼稚な欲求を見透かしていたんだろう。

「だけど、いろはは俺が幸せにする」

　いろはママに結婚を許してもらわなければならない。それが、子どもの父親である俺の仕事だ。

　ここにきてようやく、いろはのお腹にいる命を思った。

　男でも女でもいい。きっと、いろはに似て愛らしく笑う子だろうな。男なら俺といろはの取り合いをして、女なら美人で上手に甘えてくるんだろうな。

　そうだ。悪い材料ばかり並べるのはよそう。いろはが俺の子を産んでくれるなら、こんなに幸せなことはないじゃないか。

　絶対に幸せになろう。

　いろはが俺にすべてを告白してくれるまで、静かに待つんだ。

　新たな覚悟と誓いを胸に、帰り道を急いだ。










三条いろはは愛を知る




　土曜日のランチタイムのことだ。

　がっつり系の定食屋さんでごはんを囲むのは、私と美野里。

　私はカツ煮御膳。美野里はミックスフライ定食。うら若い二十四歳女子の休日のランチにしては重めだけど、今日はものすごくお腹が空いているということで美野里と意見が一致し、会社近くのこの定食屋さんにわざわざ落ち着いたのだ。

　しかし、カツ煮をひと口頬張っても、出るのはため息ばかりだ。

「柏木さん、今日は出勤してるんでしょ？　やっぱり顔出してきなよ」

　美野里が箸を置き、私のため息に反応する。

　私は力なく首を横に振って答える。

「来なくていいって言われちゃったもん。家でのんびりしてろって」

　心の底からしょんぼりしてしまう。

　この週末、本当は今日も明日もハジメさんと過ごす予定だった。それなのに、『片づけたい仕事が残っている』と、ハジメさんに二日分のデートをキャンセルされてしまった。

　平日もまったく時間が合わず、顔も見られないような日々だったというのに、土日も会えないなんて。せめて、オフィスに人が少ないなら差し入れでも……と提案したものの、それもあっさり却下。

　普段なら、『夕食だけ一緒に食べよう』とか、『来週どこかで時間作るよ』とか、代替案を出してくれるのに。今回はキャンセル連絡がメッセージアプリで来ただけ。電話もないから、声だって聞いていない。がっくりきてしまう。

「第一営業部が忙しいのは知ってるけど……」

「そうだよ。今、ものすごい仕事量だって聞いたよ。しょうがないよ」

　美野里の慰める声も遠い。

　忙しいだけじゃない気がするなんて、私の被害妄想かなぁ。

「ハジメさん、私のこと避けてるのかな」

「ないないない！」

　思わず口にしてしまった言葉を、美野里が大仰に手を振り、否定する。

「柏木さん、いろはのこと大好きじゃない。見てればわかるよ」

「でもこの前、柘植さんと四人でごはんしたときも変だったでしょう？　たぶん、柘植さんと大事な話があったと思うんだよね、仕事関係で。そこに私がへらへら現れちゃって、気分を悪くしたんじゃないかなぁ」

「確かにヨシくんはそういうとこ疎いから、相談ムードをスルーして、私たちに声がけしちゃった可能性はある。でも、それなら怒りの矛先はヨシくんに向かうでしょ。いろはが不興を買う理由にはならないよ」

「こいつ空気読めない、とか思われたかも」

　美野里があははと陽気に笑う。

「いろはは空気は読めるほうだよ。ちょっとおバカさんだから、返答は外すけど」

「失礼ですよ！　美野里くん！」

　確かに質問と回答が繋がらず、相手に『え？』という顔をされることは多い。

　でも、言われてみれば、ハジメさんは私のそんな摩ま訶か不思議なトークにも冷静に突っ込み、バカにしたりはしない。空気が読めないなんて、今さら思わないかもしれない。

「それなら、うちのお母さんの件かな」

　ハジメさんが私を避けたくなってしまった理由。それは、母に婚約を反対されたことにあるのかもしれない。

「まあね。相手の親に反対されるって、結構ダメージ大きいよね」

　美野里が同情したように眉をひそめる。

「年長者で、好きな人をいつくしんで育ててきた人に認めてもらえなかったら、自分に問題があるかもって、自信なくすかなぁ」

　言ってから、彼女は慌てて付け加える。

「でも、柏木さんはそんなことでめげないと思うよ。だって、いろはがお母さんに軟禁されたときだって、王子様よろしく助けに行ったんだから」

「うん。そこは……信じたい」

　凝り固まったマザーコンプレックスで動けなくなっていた私を、立ち上がらせてくれたのがハジメさんなんだ。

　うちの母親という障壁を、一緒に乗り越えてくれる。ゲームで例えたら、最後のボスに闘いを挑んでくれるパートナーだ。信じたいと思う。

　だけどそれは、彼の私への愛が持続していることが前提なわけで……今、それが揺らいでいるような気がしないでもないわけで……。

「美野里、やっぱり男の人って、エッチが上手な女の子のほうがいいのかな」

　私の言葉に、食事を再開させていた彼女が突然むせた。げほげほとせき込んで、コップのお冷やを一気に飲み干すと、唸るように言う。

「真っ昼間の定食屋で、なにをおっしゃる、いろはさん」

「え？　でも、大事なことだよねぇ？」

　美野里の低い声に合わせて、ようやく声をひそめることを思い出した。

　私ってば、男性客の多い店内で、なにを言っているんだろう。

「いろはは柏木さんが初めてなんだから、うまいも下へ手たもないでしょうよ」

「だからこそだよ。ハジメさん、元はすんごいタラシライフだったんだもん。数えきれないほどの女子とエッチしてるんだよ。私、幼児体型だし、そういう点では楽しませてあげられないと思うんだ。それなら、テクニックが必要になるんじゃないかな？」

「またしても、いろはさんの努力が明後日の方向を向いてますねぇ」

　美野里が至極冷静に言う。

「手慣れた女ってのは、逆にマイナスなの。遊びならまだしも、本命で結婚まで考えてる女が床上手だったら、『おまえの経験人数、何十人だよ!!』ってなるわよ。エッチが好きすぎると浮気に走るって思う男性もいるみたいだし」

　なんだか美野里の言葉が真剣だ。実体験かしら……なんて思っていたら、彼女ががっくりとうなだれる。

「私だって、初めてヨシくんとしたときに『うまいね』ってちょっと驚いた顔されたんだから。あの恥ずかしさったらないわよ。慌てて、今までの経験人数はふたりしかいないとか、喜んでほしくて雑誌で勉強したとか、ありとあらゆる言い訳をしちゃったわよ！」

　美野里が真っ赤な顔を両手で覆う。かわいそうに、美野里。

　柘植さんはなんの気なしに言ったんだろうけど、彼女が超気にしているというこの現実。

　ちなみにこのふたりは、ハジメさんが福岡に転勤してから半年かけて仲を進展させ、お付き合いに至った。実質、交際期間はまだ一年に満たない。柘植さんの必死なアプローチに、美野里が誠意を感じて応えたというかたちだ。

　美野里、大丈夫だよ。柘植さん、きっとその件、全然気にしていないと思う。柘植さんはちょっととぼけたところがあるし、なにより美野里にべた惚れだもん。

「ともかく！　エッチ上手になろうとか、わけのわからない努力はやめなさい。どうせＡＶ借りて観るとかそんなのだろうし」

「すごい！　美野里、どうしてわかったの？」

「ああ、忠告しておいてよかった。ちなみにセクシー系下着で勝負とかもやめときなさいね」

「美野里、エスパー？　どうして私の作戦がわかるの？」

「はい、安定のおバカさんでーす」

　散々バカにされる私。どうやら、私の考える方向性はことごとく違うみたいです。

「柏木さんを信じてあげるのが一番だと思うわよ」

　彼女が落ち着いた声音で説く。

「初恋の人と結ばれるなんて、それ自体が奇跡みたいなことなんだから、この奇跡をくれた彼を信じなさい」

　私の初恋相手はハジメさん。私たちは自然に惹かれ合い、将来を誓おうとしている。

　そうだね。滅多にあることじゃない。

『この先、どんなことがあっても、俺が幸せにするから』

　新宿駅でのハジメさんの言葉が甦る。

　誓いの言葉を思い出すと、胸がじんとする。身体がふわふわと軽い。心の奥の大事な部分にぽっと明かりが灯る。

　ああ、ハジメさんに会いたいな。なんだか、こんなモヤモヤ気分で過ごすのが、すごくつらい。せっかく最近体調もよくなってきたっていうのに。

「ね、ここ出たら、電話だけでもしてみたら？」

　美野里が提案する。私は顔をしかめた。

「迷惑でしょ？　仕事中に電話なんかしたら」

「きっとフロアにいる人だって少ないし、ちょうどお昼どきでしょう？　ほんの少し声を聞くくらい、問題ないわよ」

　そっか！　今日は休日だもんね。すぐに切り上げれば、電話くらいバチは当たらないかも。

　食事を急いで片づけ、店を出るなりスマホでコールする。八コール目でハジメさんと通話が繋がった。

『いろは？　どうした？』

　彼の声はあまり歓迎ムードではない。声を聞けて嬉しい反面、早く切らなきゃと思わせられる。

「ごめんなさい、ハジメさん。ちょっとだけ声が聞きたくなっちゃって」

『……今、家にいるのか？』

「ううん。美野里とランチを終えたところ」

　聞かれて、つい素直に答えてしまった。

『出歩かずに、家に戻ったほうがいい』

　ハジメさんはものすごく静かにそう言った。怖いくらい冷静な声に、私はおろおろと答える。

「えっと、もうちょっとしたら帰るね」

『休みなんだ。家でゆっくりしてろよ。それじゃ』

　それだけで通話はあっさり切れた。

　えーと、それは新宿にいちゃいけないってことなのかな。それとも外出自体がＮＧ？

　横で聞き耳を立てていた美野里が、ポカン顔で私を見ている。

「……どうしちゃったんだろうね。柏木さん」

「……わかんない」

　やっぱり、私、避けられてません？　猛烈に不安になってきました……。




　私の手の中にはスマホがある。画面はメッセージアプリが起動した状態だ。

　現在、定時より十分過ぎ。一階の女子トイレの個室でスマホを眺めていた。

　ハジメさんから来た三つのメッセージ。

【ごめん。今週も平日は時間が取れない】

【週末に会っていろいろ話そう】

【体調はどう？】

　はぁ～。月曜日からため息が止まらない。

　今週もほとんど会えない一週間だ。福岡と東京で離れていたときは我慢できたのに、近くにいると思うと会えないのが苦しいなんて。ワガママだな、私。

　それより怖いのは、ふたつ目のメッセージの【いろいろ話そう】の部分。不安な心に、この一文は堪こたえる。

　なにを話すつもりなんだろう。

　距離を置きたいとか、結婚は考え直したいとか、そういったブルーな内容が浮かんでは消える。

　あああ、どうしよう～。嫌だよ、ハジメさんに振られるのは耐えられないよ。

　今から週末まで怯えて過ごすのもつらいし、切り出されるかもしれない別れを先延ばしにしたい気持ちもある。

　涙が滲んだ目尻をこする。

　それでも最後の体調を気遣う一文に、ハジメさんの優しさを感じた。

　私、どこも悪くないけど、きっと会えないから心配してくれているんだよね。優しいなあ。そんな優しい人に別れ話をされるのは、死にそうに悲しい。

「だから、もうやめたんじゃなかったの？」

　突然声が聞こえ、びくりと肩を震わせた。カツカツという足音は、個室の外、洗面台付近で止まる。誰かトイレに入ってきたのだ。

　もう出なきゃ。いつまでもへこんでいる場合じゃない。私だって、仕事がまだある。

　ドアの鍵に手をかけたところで、思わぬ会話の中身に固まってしまった。

「柏木くんならさ、あの三条コンサルタントの社長令嬢とくっついたんでしょ？　田亀、まだ狙ってんの？」

　私とハジメさんの名前だ。

　そして、田亀さんとは、あの受付嬢の？　以前私を呼び出して、ハジメさんから離れろ的なことを言った、縦巻きロールの田亀さん？

「狙ってるんじゃないですよ、木き村むらさん」

　この声はやはり田亀さんだ。そして相手は、同じ受付の木村さんみたいだ。確か受付係としては一番の年長者。

「なんかズルくないですか？　柏木くんって。誰とでも寝るけど『本気では付き合わない』とか言っておいて、いざ本命の恋人に選んだのが社長令嬢ですよ？　完全に金目当てじゃないですか」

　違う。そう叫びたくなった。

　この人はなにも知らないのに、どうしてそんなことが言えるんだろう。ハジメさんのことを『金目当て』だなんて。私とハジメさんがどうやって恋を育てていったのか知らないのに、なんてひどいことを言うんだろう。

　田亀さんが鼻で笑いながら続ける。

「そもそも柏木くんの好みって、ああいう幼児体型のロリじゃないんですよね。関係があった子の多くは、メリハリあるボディラインの美人ばかりでした。あんなチビちゃんを選ぶわけないんですよ。あの子、ずいぶん柏木くんに夢中だったみたいだし、きっと三条コンサルタントの後継ぎの座をちらつかせたんじゃないですか？」

　想像……というより妄言だ。ひどい勘ぐりだ。そんなに私とハジメさんが付き合っているのが面白くないの？

　ああ、そうか。田亀さんは今でもハジメさんのことが好きなんだ。だから、私なんかと付き合っている事実が許せないんだ。

「えー？　それで、念入りに化粧直してどうすんのよ、これから」

　木村さんがおかしそうに問う。どうやら、田亀さんは木村さんと化粧直しに来た模様だ。

「実は、柏木くんを第二ミーティングルームに呼び出してるんですよね」

　田亀さんの声は静かだけれど、企みがあるのは響きで察せられた。

　ハジメさんを呼び出している？　どうする気だろう。

「柏木くんに思い出してもらおうかと思ってるんです。自分が本来抱きたい女は、どういうタイプだったか」

「うわ。あんた、社内でヤる気？」

「できるところまでは。本番はわかんないですけど」

　田亀さんが禍まが々まがしく笑い声を上げた。

「ふふ、なんでもいいんです。私と浮気したって事実ができれば、写真をＳＮＳで回してやります。あの子、どんな顔するでしょうね。柏木くんも、せっかくの金ヅルをなくすことになる」

　恐ろしいことをさらりと言う。この人は、本当に私と同じ女だろうか。仮にも同じ人を好きになったのに、どうしてそんな歪んだ解決法を考えつくのだろう。

　私は怒りともショックともつかない気持ちで拳を握る。

　木村さんが田亀さんに問うた。

「でもさ、あの子みたいな恋愛初心者タイプは、一度の浮気くらい許しちゃうんじゃないの？」

「それはそれでいいかなと思いますよ。でも、一度裏切った男は二度裏切る。そんなの女なら誰でも知ってます。あの子は柏木くんを手放しても泣くし、手放さなくても一生疑い続けて苦しむんです。最高でしょ？　そういうの」

「うわ、ゲスい。田亀、マジでゲスいわ」

　木村さんの笑い声が響き、田亀さんも笑った。やがて、ふたりの声と足音が遠くなる。私はくらくらと眩暈めまいを感じながら、個室の外に出た。

　恐ろしい企みを聞いてしまった。田亀さんの謀略は、私が知ってしまった時点で効果が減衰する。

　彼女が憎しみを持ってハジメさんを誘い、私たちの仲を裂こうとしている。今すぐ、この事実を彼に連絡すればいい。

　しかし、私の手はスマホの画面に伸びない。

　だって、ハジメさんにそこまで言っていいのかわからない。ハジメさんは私の彼氏。だけど、恋愛を仕掛けられてそれを受けるかどうかは、彼の判断。

　彼の気持ちが私にあれば、絶対に断るはず。だけど今はその部分に自信がないのだ。

　ハジメさんは私を避けている節がある。妙に気遣って、『話をしよう』なんて言って、実際は私と将来を誓うことにためらいが生まれつつある。そんな気がしてならない。そこで私が『田亀さんの誘いに乗らないで！』なんて言っても、意味があるかわからない。

　少なくとも、私がやきもきしている今は、浮気に走らないかもしれない。でも、しつこく誘われるうちに、いつかは受けてしまうことだってあり得る。

　ハジメさんの気持ちが変わってしまっていたなら……。

　またしても涙が滲んできた。

　焦燥が全身を突き動かす。ダメ、それでも、どうしてもこのままにはしておけない。

　よろよろと歩きだした。

　確か、第二ミーティングルームだと田亀さんは言った。覗き見なんて卑怯かもしれない。だけど、ここでハジメさんの本心が見えるなら、知りたいよ。

　私はエレベーターホールを目指した。




　十五階の廊下は、会議室の使用者が少ないせいか暗かった。第二ミーティングルームに行くには、エレベーターホールを出て、自販機とは逆側の廊下を進む。小さいもので六畳ほどのミーティングルームが五つある中で、第二ミーティングルームに明かりが灯っているのが、擦りガラス越しに見えた。他の部屋は使われていない。

　すでに、中にふたりはいるようだ。私はドアに背中を貼りつけるようにして、耳をそばだてた。

　擦りガラスで中の様子までは見えない。私の影が映らないように気をつける。

「ね、少しだけ昔を思い出して、付き合ってよ」

　田亀さんの声だ！

　私は焦れて、ほんのわずかにミーティングルームのドアを開ける。気づかれない程度の二ミリほどの隙間から、とんでもない光景が見えた。

　長机に腰かけたハジメさんの膝に、田亀さんが正面から跨またがっているのだ。

　わわわわわーっ!!

　情事の現場!!　っていうか、離れて！　ハジメさんから今すぐ離れてー!!

　叫びだしそうな私にはまったく気づかず、田亀さんは制服の襟を大きく開けた。胸元を露わにして、ハジメさんに迫る。

「大丈夫、黙っててあげる。いつもあんな幼児体型を抱いてると、そろそろ本物に触りたくなるでしょ？」

　本物ってなんですか！

　確かに幼児体型ですけど、私は偽物の女子ではありません!!

　ああああ！　ハジメさんの膝の上でストリップを始めないでぇ!!

　田亀さんがハジメさんの右手を取った。そのまま自らの胸にあてがおうとしたとき、彼が行動を起こした。なんの遠慮もなく、立ち上がったのだ。

　私の視界には、パイプ椅子をなぎ倒し、床にひっくり返る田亀さんのあられもない姿が……。お尻、痛そう。そして、いろいろ丸見え……。

「あのさあ、田亀。おまえタチ悪すぎ。大事な用事って、社内でサカるのに付き合えってこと？　勘弁してくれよな」

「な、なによ！　昔は見境なく誰でも抱いてたくせに！　今さら普通ぶらないで！」

　田亀さんは襟を両手でかき集め、真っ赤な顔で怒鳴る。ハジメさんがため息をつくのが見えた。

「一応、訂正しとくけど、社内でヤったことはないかな。あと、確かに俺は見境ないタラシでしたよ？　でも、いつまでもあの頃と一緒にしないでくれ。本気で好きな女ができたから、タラシは卒業した」

「三条いろはでしょ？　逆玉狙ってるくせに、なにが好きな女よ！　どうせ結婚したら、あんな子は用済みに決まってる。すぐに浮気三ざん昧まいよ！　簡単に性根は変わらないんだから！」

　ハジメさんがふっと笑った。こんな状況で、なんだか余裕のある微笑みだ。

「もし俺がそんな男でしかないなら、いろはには俺をぶっ殺す権利があるな」

　そう言って彼は田亀さんの腕を掴むと、強引に助け起こした。

　自分でぶん投げて、助けるって。お人よしのハジメさんらしいというか、なんというか。

「やっと気づいた、田亀の気持ち。でも、応えらんない。俺はいろはが大事なんだ。一生添い遂げたい女なんだ。これ以上、妙なちょっかいを出さないでくれ。あいつを傷つけたくない」

　はっきりと言いきった声が、ミーティングルームに響く。

　ハジメさんにとっては、けじめの言葉だったのかもしれない。彼はあのとき言わずに後悔したことを、今度こそ言えたのだ。

　好かれた相手をきちんと振らなかったため、ストーカー化されてしまった。彼はずっとそのことを悔やんでいた。自分がはっきり言えば、事態は悪化せずに済んだかもしれない、と。今度こそ間違えないように、ハジメさんは田亀さんをきっぱり拒絶することを選んだのだ。

　一方で、ハジメさんの愛の言葉がじわじわと胸に染みた。

　私、なにをバカなことを考えていたのだろう。ハジメさんの気持ちを疑っていた。信じるなんて言いながら、こんなにも簡単に疑ってしまった。彼はちゃんと、私を一生愛する覚悟を決めてくれていたのに。

　涙が溢れ、ごしごしと目元をこする。室内で、田亀さんが低く答える声が聞こえた。

「うぬぼれないでよね。私は柏木くんなんか好きじゃないから。ちょっとそういう気分だったから誘っただけ。ウザい勘違いはやめて」

　彼女はボタンを留め、タータンチェックのスカートの裾を直し、ドアに向かってやってくる。そのときの私の身のこなしときたら。ものすごいスピードでドアから飛びのき、廊下奥側の窓際の柱の陰に身を隠した。

　鈍くさい私にしたら、満点の逃げっぷり！　よくやった、私！

　田亀さんの背中がエレベーターホールに消えるのを見送ってから、ミーティングルームに飛び込んだ。ハジメさんが思わぬ闖ちん入にゅう者しゃに目を見張る。

　私は構わず駆け寄り、勢いに任せて彼の胸に飛び込んだ。

「いろは、なにやってんだ!?」

「いろいろありまして、田亀さんとのお話し合いを出歯亀してました！　ごめんなさい！　そして、大好きです！」

　一気にまくし立て、ハジメさんの顔を見上げる。驚きと困惑を瞳に映す彼の頬に手を添え、背伸びした。

　ダメだぁ、私の身長じゃ、もう少し勢いをつけないと届かない～！

　すると、見兼ねた様子でハジメさんが私を抱き寄せ、屈み込む。柔らかく重なる唇に、喜びが溢れた。

　疑ってしまってごめんなさい、ハジメさん。あなたのキスはこんなにも優しいというのに。

「ん……」

　深くなろうとする繋がりに、思わず声が漏れる。

　すると、突然キスは終わった。ハジメさんが両手で私の肩を掴んで、がばっと身体を引き離したのだ。気まずそうな焦った顔が目の前にある。

　なに？　どうしたの？

「ハジメさん……？」

　彼は顔を背け、ぼそっと言い訳じみた言葉を口にした。

「社内だからさ……。こういうことは……」

　頭を殴られたようにショックだった。

　……違うでしょ？

　私、結構バカですけど、わかりますよ。あからさまに避けられたって。

　なんで？　私に一途だって言ってくれたのは、本心じゃないんですか？　田亀さんを拒否するための方便でしたか？

　やっぱり私のことは、嫌いですか？　もう、わけわかんないです。

「ごめん……なさい。さよなら」

　他に言いたいことなんかすっぽ抜けた。ただ、彼の前で泣いちゃいけないと思った私にできるのは、この場から逃げだすことだけ。

　ハジメさんの手を肩から剥がし、くるりと背を向けて駆けだそうとすると、運悪く足元にパイプ椅子があった。大きくつまずいた私は、身体が宙に浮くのを感じた。

　そうか。さっき転がった田亀さんがぶつかって、椅子が倒れていたっけ。

　床に叩きつけられるまでの短い間にそんなことを考えるなんて、人間って変だな。もういい。ちょっとくらい痛い目見とこう。身体が痛ければ、心の痛みも紛れるかもしれないもん。

　しかし、私の身体に痛みはなかった。

　前方につまずいた私の身体を引き寄せ、抱え込み、真横に転がったハジメさんがいたからだ。背中から抱きしめられた状態で、首を彼に向けてねじる。

「ハジメさん!!」

「バカいろは!!」

　私の声をかき消し、即座にハジメさんが怒鳴り声を上げた。

「ひとりの身体じゃないんだぞ！　急に駆けだすな！　もっと用心しろ！」

　必死の形相で怒鳴る彼を肩越しに見つめると、私の頭にハテナがたくさん浮かぶ。

　ひとりの身体じゃない？　どういう意味？

「確かに私には、ハジメさんも母もいまして、そういう意味ではひとりの身体ではないように思うんですが……」

　訝しく問い返すと、ハジメさんがいきなり泣きだしそうに顔を歪めた。こんな表情を見たのは初めてで、驚きと同時に『可愛い！』と心の中で絶叫してしまったりする。そんな場合じゃないのに。

　次に、彼はそんな萌もえ表情を私の左肩にうずめる。

　右手がするするとお腹に伸びてるじゃない！　きゃ！　『社内でこういうことは』みたいに言ったばかりじゃないですか！　舌の根も乾かぬうちに、し……しちゃうんですか!?

　しかし、ハジメさんの右手はエッチに動きまわるわけではなく、私のお腹を優しく撫でている。

「いるんだろ？　もう、隠さなくていい」

　私の頭の中に、さらなる疑問符がポンポンポンと浮かぶ。

「いる、と……言いますと？」

「赤ちゃん……できたんだろ？」

　一瞬の沈黙が流れた。

　次の瞬間、私はふるふる震えているハジメさんの頭を見つめながら叫んでいた。

「えええ!?　赤ちゃんって、なんですかっ!?」

　がばっと顔を上げ、負けじと怒鳴り返すハジメさん。

「ひとりで思い悩むな！　父親の俺にも話してくれ！　妊娠してるんだろう？」

「ししししし、してないですよー!!」

「嘘つけっ！　斉田さんとの会話を聞いてるんだぞ、俺は！」

　そこまで言って、私たちは顔を見合わせた。私は彼の腕から抜け出し、向かいに正座する。

「あの……整理しましょう。まず、私、妊娠はしてないです。今現在」

「ええ!?　じゃあ、先々週の斉田さんとの会話はなんだ？」

　ハジメさんが混乱のあまり、怖い顔のまま問い詰めてくる。

　もう、イケメンは怒ると迫力があって怖いんですってば。

　空気に押されて、びくびくと答えようとする私。美野里との会話で、こんな誤解を生みそうな内容は……えーと、えーと。

「もしかして、十五階の自販機前で話してたやつですか？」

「そうだよ！　俺も聞くつもりはなかったんだけど、盗み聞きのかたちになっちゃって……。そのときに、できてるだ、病院に行くだ、なんだと」

　ハジメさんはそこまで言って、はたと動きを止めた。

「そういえば、妊娠とか、赤ちゃんみたいな単語はなかったような……」

　自分の間違いに気づいた途端、彼の顔はカーッと赤くなった。

　うわぁ、赤面も初めて見た！　可愛い！　写真撮りたい！

「ハジメさん、それ、意味取り違えてます。勘違いです。早合点です」

　萌える心と、笑ってしまいそうなのをこらえながら、訂正する。ハジメさんは余計に頬を赤くして怒った。

「言い方を変えて何度も言わなくていい！　でもな、あんなに深刻そうに話してたら、勘違いもするだろ？　いったい、なにができたっていうんだよ！」

　確かに、あの会話は意味がわからなければ、誤解されかねない内容だったかもしれない。

　私は息をすうっと吸い込むと、真顔で答えた。

「できてるかもしれなかったのは、胃ポリープです」

「は？　胃ポリープ？」

　ハジメさんが予想外という顔をする。私は神妙に頷いた。

「はい。健康診断で引っかかりまして。私も吐き気なんかの自覚症状があったんです。胃か食道のポリープの可能性もあるってことで、先々週の土曜日に病院で胃カメラを飲んできました」

「病院って、そんなことかよ！」

「そんなことって言いますけど、人生初の胃カメラですよ？　もんのすごく怖かったんですから！　ちなみに胃に異常はなくて、原因は一ヵ月ほど前から、母と家政婦さんと三人でハマっている串揚げの食べすぎによる胃壁の荒れということでした。お薬飲んで、串揚げを控えたら、あっさり治りました！」

　私の告白を聞くなり、ハジメさんが力なく天を仰いだ。尻餅の格好で両手を後ろにつき、ぐったりと顎をのけ反らせている。

「マジでか。俺はてっきり……あー、もう！」

「てっきり妊娠したかと思って、赤ちゃんの名前まで考えちゃってました？」

「考えるか！　それどころじゃないだろ！　いろはママになんて言って頭下げようか、どうやって筋を通そうかって、死ぬほど悩んだんだぞ！　あー、俺、マヌケすぎる～」

　私は手を床につき、前屈みになりながら、ハジメさんの顔を覗こうとする。

「なんとなく避けられてる感じがしたのって……それも関係あります？」

「大あり。まず、いろはが話してくれるまで待とうと思ってた。でも俺もすげー悩んでたから、ふたりきりでいたら、いろはを問いただしちゃいそうでさ」

　彼は身体を起こし、バツが悪そうに頭をかいている。

「あとは、イチャつくのを避けたかったってのもある。妊娠してたとしたら、まだ初期にエッチなんかまずいだろ？　でも、いろはとくっついてたら、俺だって我慢が利かなくなる。それなら、少し距離を保ったほうがいいかと思ったんだよ。家にいろって言ったのは、つわりのときに無理させたくなかったから」

　そうだったんだ。すべてはハジメさんの気遣いだったんだ。それを全部、裏返しに解釈していた私。そして、そもそも盛大に勘違いしていたハジメさん。

　お互いに顔を見合わせて、思わず笑ってしまった。

　なにやってるんでしょうね、私たち。ものすごく、噛み合ってないですね。

「ごめん、いろは。勝手に勘違いした上に、寂しい思いをさせてたな」

「私こそ、ごめんなさい。最初からハジメさんに話していれば、こんなことにならなかったのに。その上、ハジメさんの愛情を疑ってしまいました」

　ハジメさんが腕を伸ばし、私を引き寄せる。私は全力で彼に抱きついた。

　あったかい。私にとっての唯一無二の居場所は、やっぱりハジメさんの腕の中でいいんだ。

　よかった。この人を失ったら私、たぶん干からびて死んじゃう。

「さっきは否定したけどさ」

　ハジメさんが私の耳にささやく。

「本当は、赤ちゃんの名前、考えちゃってた。いろはママに結婚を許してもらえないかも、とか焦りながら、どうも浮かれちゃう部分はあってさ。いろはのお腹に俺の子がいるって考えると、すごく幸せだった」

　それは、私との赤ちゃんを望んでくれるってことですね。

　胸がぎゅうっと締めつけられ、次にふつふつと喜びが湧いてくる。

「今回は、ハジメさんの想像妊娠でしたね」

「ああ。いつか現実のことにしたいんだけど、いいか？」

「はい。授かり物ですから、どうなるかわかりませんが、いつかハジメさんの赤ちゃんを産みたいです」

　ハジメさんの腕が、いっそうきつく私を抱いた。

『いつか』のことを話せるふたりって、いいですね。未来をともに見つめられる幸福って、あるんですね。

　私の元に舞い下りた限りない愛情が、私をくまなく満たす。

　ハジメさんと、もっともっと幸せになりたい。

　ああ、これが私のたどり着いた、たったひとつの結論なんだ。

「来月中に、もう一度母に会ってください」

「それ、俺が言おうと思ってたのに」

　ハジメさんが苦笑する。

　ごめんなさい、せっかちな女で。

「母に勝って、私を奪ってください」

「任せろ。こっちは覚悟決めてんだ。絶対に勝つ！」

　言いながら、彼の手が私のベストのボタンを外しだした。驚いているうちにスカーフをほどき、シャツのボタンにまで手をかける。

「ハジメさん！　会社です！」

「知ってる。でも、禁欲してたとこで抱き合っちゃって、今、結構ヤバい」

　ハジメさんが熱のこもった瞳で私を見つめてくる。口元がうっすらと開き、セクシーなホクロと相まって、眼福すぎる艶つやっぽさだ。

　ダメダメ。そんな顔しても、ほだされないんですからね！

「いろは。しよ」

「ダ……ダメです！」

「なんで？　誰も来ないよ？」

　焦りながら、近づいてくる顔を両手でぐいぐいと遠ざける。

　まずい。ハジメさんは結構本気だ。どうしよう。さすがに会社でそういうことはしちゃダメだと思う！

「離れてください」

「やだ」

「会社ではできません！　私、まだ仕事が残ってますし！」

　思いきってはっきり言いきると、渋々ハジメさんが身体を離した。口を尖らせて、すねたような口調で言う。

「じゃ、今から一時間以内に残業を切り上げて、俺んち集合で」

「一時間……ええ？　そんな急な」

「いや、本当に限界なんだよ。これ以上待つのは無理。いろはが欲しすぎて発狂しそう。頼むから、今夜は俺と一緒にいて」

　そんな可愛い声でねだるように言われたら、逆らえないじゃないですか。でも週の頭だよね、今日って。

　焦る私に軽くキスをして、ハジメさんは蠱こ惑わく的に微笑んだ。

「いろはに寂しい思いをさせた分、今夜は俺の技術の限りを尽くすから」

　技術の限りを尽くされちゃうんですか!?　なんですか、そのエッチな表現は！　想像しちゃうじゃないですか！

　えっと、早く……仕事を片づけちゃおう。

　たぶん真っ赤な顔の私は、ハジメさんの色っぽい表情を見つめ、おろおろするばかりだった。

　十二月最初の日曜日。代官山の自宅マンションのリビングで、私とハジメさんは母の前に座っていた。

　三度目の母への交際宣言と、婚約のお願いのためだ。

　頭を下げているハジメさんと私を睥へい睨げいする母は、さながら大魔王といった感じ。ちらりと見ると、余裕の表情で紅茶をすすっている。お気に入りのカップで飲むのは、さっき家政婦の谷村さんが淹れてくれた、イギリスの有名ブランドのブレンドだ。

「で、どうしたいんだったかしら？」

　大魔王が冷たい声で言う。

　ハジメさんが顔を上げた。まっすぐに母を見つめ、静かな口調で言いきる。

「いろはさんを愛しています。幸せにしたいと思っています。婚約することをお許しください」

「そもそも、交際も正式にＯＫはしてないわよ」

「それも、認めてください」

「嫌だって言ったらどうするの？」

　意地悪な母の物言いに、ハジメさんは詰まることなく答えた。

「納得していただけるまで、通い続けます。俺がいろはさんを幸せにできる男かどうか、見定めてください」

「見定めた結果、不合格だったら？」

「諦めません」

「バカらしい。具体性がないわ」

　さらに追い討ちをかける母の言葉。それでも、ハジメさんは怯まなかった。むしろ口の端を持ち上げ、不敵に微笑む。

「俺のいろはさんへの想いは消せません。お母さんには申し訳ありませんが、いろはさんをさらっていきます」

　ハジメさんの強い宣言に、母が初めて表情を変えた。品定めするような視線は変わらないけれど、少しだけ彼女の口角も上がっている。

「ふうん」

　小バカにしたようなため息に、ハジメさんの空気が張りつめるのを感じる。次に、母はぼそっと呟いた。

「ちょっとはマシな啖たん呵かが切れるようになったじゃない」

　彼女の醸す雰囲気が、わずかに変化している。私は援護するように口を挟んだ。

「お母さん、お願い。私たち、よく考えた上で話してる」

「いろはは、この男がいいの？」

　母の質問は、まるで服でも選ぶかのような気軽さだ。その軽い問いかけに、深く頷いた。

「ハジメさんでなければダメなの。ハジメさんが私を幸せにしてくれた分、私がハジメさんを幸せにしてあげたい」

　ハジメさんが再び、頭を下げる。

「お願いします！　必ず、絶対に、世界一幸せな嫁さんにします！　いろはさんとの仲を、そして婚約をお許しください！」

　母がうっすらと微笑んだ。それは私たちに対しては、初めて見せた笑顔だった。

　紅茶のカップをカチャンとソーサーに置くと、固かた唾ずを呑む私たちに言い放った。

「……結婚を前提とした交際ってことで、認めてもいいわ」

「本当に!?」

「ありがとうございます！　お母さん！」

　しかし、すぐさま母は、ハジメさんの鼻先にびしっと指を突きつける。

「正式な婚約や結婚式っていうのは、ずっと先よ。前にも言ったけれど、まだあなたたちには積み上げるものがあるはず。もうちょっと修業してからになさい」

　修業……なんて母らしいんだろう。でも、大きな前進だ！

　私たちにとって、最後に攻略すべき相手であった母は、それでもハジメさんのことを正面から見据えて、応えてくれた。

　ついでとばかりに、母が付け足す。

「外泊は許可制とします」

「え？　そこは……いいの？」

　てっきり、正式婚約まで外泊はダメだと思っていた。意外な提案に驚いて母の顔を見ると、彼女はニッと笑った。

「滅多に許可しないわよ。でも、柏木くんのご家族にご挨拶に行くのは、日帰りじゃ厳しいでしょう？　日にちを決めたら、さっさと私に外泊許可を申請しなさい」

　母が初めて、ハジメさんの名前を呼んだ。しかも彼女の答えが婚約について前向きな内容だったことに、私たちは顔を見合わせる。

『ずっと先』だなんて言いながら、母は結構その気なんだ。ちゃんと理解を示してくれているんだ。

　遠回しな言い方に、三条姫子という人の不器用な愛情を感じた。自分が変わらず愛されていることに、涙が出そうになる。

　ねえ、お母さん。お母さんからもらってきた多くの愛情に気づくことができたのは、今隣にいてくれるハジメさんのおかげなんだよ。

「いろは！」

「ハジメさん！」

　感極まった私たちは、どちらからともなく立ち上がり、勢いよく抱き合った。

　ハジメさんのきつい抱擁で、体重の軽い私は持ち上げられ、つま先が浮いてしまうほど。振り落とされないように、夢中で彼の背にしがみつく。

「やった！　やった、いろは！」

　少年のようにはしゃいだハジメさんの声。私も嬉しくて、何度も何度も頷く。子どものように歓声を上げて、足を踏み鳴らし、跳ねまわりたいような気分だ。

　母があきれた顔で見ている。

「ちょっと。甘ったるいふたりの世界に胸やけがするわ。やめてくれない？」

「ごめん、お母さん！　でも、今だけ許して！」

　嬉しくて気持ちが抑えられない。大好きなお母さんが、大好きなハジメさんのことを認めてくれた。私の生涯ただひとつの恋を信じてくれた。

　ありがとう。お母さんがお父さんを選んだように、私もこの恋を決して後悔しないから。お母さんが与えてくれた愛情を、私も新しい家族に惜しみなく与えていきたい。

「幸せになろうな、いろは！」

「はい、ハジメさんっ！」

　抱き合って誓う今日のこの日は、新たな冒険の序章となる。

　ひとつずつ先へ進もう。ひとつずつ大人になろう。どんな困難もふたり並んで立ち向かおう。

　遠い未来までずっと、あなたと駆け抜けていきたい。




　こうして私とハジメさんの結婚を巡る冒険は、ひとつの通過点を越えた。

　私たちが手を取り合ってウエディングベルを鳴らすのは、この二年後。

　ハジメさんによく似た男の子を私が抱くのは、さらにその一年先の話になる。





〈おしまい〉












あとがき




　こんにちは、砂川雨路です。『オトナの恋を教えてください』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。ありがたいことに五冊目の書籍を出すことができました。

　このお話のテーマはずばり〝成長〟。単純でいろいろと未経験ないろはが、柏木くんと恋に落ち、自分を見つめ直していきます。母親との関係を変革することで、意志を貫く女性に変わっていきます。マザーコンプレックスを抱えた、ひとりの女子の成長物語を描きました。

　私にも娘がおり、また年の離れた妹もおります。いろはの母親の気持ちが、実はよくわかってしまうんです。『痛い思いはしてほしくない』『安全な道を歩いてほしい』なんて、レールを敷いてしまいたくなります。彼女たちが大きくなったとき、私は上手に手が離せるでしょうか。過干渉な存在になっていないでしょうか。

　作中のいろはの成長は、私が娘や妹に託したい根っこの部分だったのかもしれません。言いつけを守る〝いい子〟ではなく、主義主張を通す〝悪い子〟になってほしい。

　……こうして書くと、ものすごく私的な小説なんだなぁと気づいてしまいました。

　重めのテーマを下敷きにしましたが、執筆中は終始楽しかったです。いろはと柏木くんには、漫才コンビのようなやり取りも、大騒ぎも、冒険もしてもらいました。ふたりが徐々に心を通わせていく様子を、笑ったりキュンとしたりしながら楽しんでいただけますと嬉しいです。

　最後になりましたが、このお話を書籍化するにあたり、お世話になった皆様に御礼申し上げます。可愛すぎるいろはとふわふわのよもぎを描いてくださった青井はな様、デザイナーの金子様、頼りになるお姉ちゃんみたいな担当・三好様、矢郷様、本当にありがとうございました。小説サイト『Berry's Cafe』で楽しんでくださった読者様、書籍で初めて手に取ってくださった読者様、皆様のおかげで創作が続けられています。心より感謝を申し上げます。

　いつも協力してくれ、煮詰まった私を笑わせてくれる子どもたちと夫にも「ありがとう」です。私は恵まれていると心から思います。

　すべてを励みに、今後も執筆を頑張ります！　ありがとうございました！
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オトナの恋を教えてください
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